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次
に
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
に
つ
い
て
そ
の
法
的
効
力
を
認
め
る
べ
き
か
否
か
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
概
観

（
１
）
 

す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
、
第
一
章
で
述
べ
た
ご
と
く
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
は
、
日
本
民
法
九
一
二
条
に
規
定
す
る
「
心
裡
留
保
（
広

義
）
」
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
〈
Ｂ
Ｃ
Ｂ
’
一
六
条
）
と
非
真
意
表
示
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
八
条
・
一
二
二
条
）
と
に
分
け
ら
れ
、
し
か
も
、

迫
賊
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

’
二
七

第
三
章
ド
イ
ツ
法

第
一
章
序
論

第
二
章
日
本
法

第
一
節
起
草
者
の
考
え
方

第
二
節
学
説

第
三
節
要
約
（
以
上
八
七
巻
四
号
）

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
〒
完
）

Ｉ
特
に
鳥
遺
贈
を
中
心
と
し
て
Ｉ

第
三
章
ド
イ
ツ
法

第
一
節
起
草
者
の
考
え
方

第
二
節
学
説

第
三
節
要
約

第
四
章
結
論
（
以
上
本
号
）

村
田
彰
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
二
八

両
者
が
要
件
・
効
果
の
両
面
に
お
い
て
異
な
っ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
を
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
場
合

と
非
真
意
表
示
に
よ
る
場
合
と
に
分
け
て
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
。
以
下
、
ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
考
え
方
を
探
る
こ
と
に
す
る
が

（
第
一
節
）
、
そ
の
際
、
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
つ
き
連
邦
参
議
院
（
切
巨
己
の
：
一
）
の
設
置
し
た

第
一
委
員
会
と
第
二
委
員
会
と
で
は
そ
の
結
論
が
全
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
、
曰
第
一
委
員
会
（
一
八
七
四
’
’
八
八
九
年
）
、
ロ
第
二

委
員
会
（
一
八
九
○
’
一
八
九
六
年
）
、
に
分
け
て
そ
こ
で
の
審
議
を
主
と
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
ま
た
、
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
お
よ
び
非
真
意
表
示
の
両
規
定
自
体
も
第
一
草
案
と
第
二
草
案
と
で
同
一
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
両
草
案
中
の
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
規
定
お
よ
び
非
真
意
表
示
規
定
そ
の
も
の
を
も
本
稿
の
問
題
意
識
に
必
要
な
限
り
で
簡
単
に
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
次
に
、
Ｂ

Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
（
第
一
章
で
述
べ
た
ご
と
く
第
一
一
次
大
戦
後
に
お
い
て
は
西
ド
イ
ツ
の
学
説
の
み
）
を
概
観
す
る
こ
と
に
す
る
〈
第
一
一
節
）
。

そ
の
際
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
学
説
の
変
遷
が
日
本
に
お
け
る
程
に
顕
著
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺

言
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
関
す
る
学
説
を
通
説
と
少
数
税
と
に
大
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
紹
介
し
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
無
効
視
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
学
説
が
見
当
た
ら
な
い
の
で
、
無
効
説
の
論
拠
の
み
を
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。
そ
う

し
て
、
最
後
に
、
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
過
言
の
そ
れ
ぞ
れ
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
対
す

る
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
要
約
す
る
こ
と
に
す
る
（
第
三
節
）
。

（
１
）
な
お
、
現
行
Ｂ
Ｃ
Ｂ
下
で
な
し
う
る
遺
言
事
項
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
次
の
文
献
を
参
照
さ
れ
た
い
。
、
天
一
ワ
ヶ
。
（
丙
ａ
・
〉
‐
Ｐ
の
一
つ
。
’
」
三
目
：
８
句
『

宍。ヨョの昌色『目『ゴ恩『元の『一一の穿句ゴ（厨の一劃一）宮・’一〈エ『韮ｍ・く・元のケョ目三へ段ｎ万『）・国１．の．”一》『の角一一一・一℃沼・迩己圀召。』三［．ｍ・呂望［・太田武男・佐

藤
義
彦
編
・
注
釈
ド
イ
ツ
相
続
法
（
一
一
一
省
堂
・
一
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
）
一
○
一
’
一
○
一
一
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
赤
松
［
美
］
）
。

Hosei University Repository



一
八
七
四
年
七
月
二
日
、
連
邦
参
議
院
は
Ｂ
Ｃ
Ｂ
の
第
一
草
案
の
作
成
を
任
務
と
な
す
第
一
委
員
会
の
委
員
二
名
を
選
出
し
た
。
そ

う
し
て
、
第
一
委
員
会
は
、
準
備
委
員
会
の
意
見
書
（
。
Ｅ
：
一
二
自
己
の
『
ぐ
。
『
天
・
ヨ
ョ
ー
溌
一
（
〕
。
ぐ
・
ョ
】
中
・
←
・
】
召
←
）
に
従
い
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
を
パ
ン

デ
ク
テ
ン
体
系
に
従
っ
て
五
編
に
分
け
て
各
編
ご
と
に
部
分
草
案
を
作
成
す
る
こ
と
、
総
則
編
に
つ
い
て
は
ゲ
ー
プ
ハ
ル
ト
（
の
：
｝
〕
“
ａ
）
、

相
続
編
に
つ
い
て
は
フ
ォ
ン
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
ご
・
口
の
、
｝
】
曰
冒
）
に
そ
れ
ぞ
れ
委
託
す
る
こ
と
、
ま
た
、
重
要
な
基
本
原
理
に
つ
い
て
は

委
員
会
の
決
定
に
よ
る
こ
と
、
審
議
方
法
と
し
て
、
「
ま
ず
第
一
読
会
で
個
々
の
部
分
草
案
を
実
定
法
に
限
っ
て
確
定
し
、
そ
の
後
主
報

（
２
）
 

告
者
が
部
分
草
案
を
内
容
、
形
式
に
つ
き
全
体
草
案
へ
と
構
成
し
、
第
一
一
読
会
で
そ
の
表
現
及
び
形
式
を
最
終
的
に
確
定
す
る
こ
と
」
、

確
定
し
た
第
二
読
会
の
草
案
を
連
邦
参
議
院
に
提
出
す
る
こ
と
、
等
々
を
決
定
し
た
。
そ
の
後
、
第
一
委
員
会
は
、
’
八
八
一
年
一
○
月

四
日
か
ら
一
八
八
七
年
九
月
末
ま
で
の
約
六
年
間
に
わ
た
り
部
分
草
案
の
審
議
を
行
な
い
、
更
に
、
一
八
八
七
年
九
月
三
○
日
か
ら
同
年

一
二
月
一
六
日
ま
で
の
間
に
委
員
会
草
案
の
最
終
的
な
修
正
を
第
一
読
会
に
お
い
て
行
な
っ
た
。
そ
う
し
て
、
第
一
読
会
に
お
い
て
確
定

（
３
）
 

さ
れ
た
第
一
草
案
は
、
翌
年
一
月
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
、
一
八
八
八
年
一
月
一
二
一
日
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
五
巻
の
「
理
由
書
』

（
４
）
 

（
三
．
こ
ぐ
の
）
と
共
に
公
表
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

以
下
、
主
と
し
て
右
の
「
理
由
書
』
の
説
明
に
よ
り
つ
つ
、
ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
規
定
（
同
案
九
五

条
）
お
よ
び
非
真
意
表
示
規
定
（
同
案
九
七
条
）
を
一
べ
つ
し
、
次
い
で
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
お
よ
び
非
真
意
表
示
に

よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
（
同
案
一
七
七
九
条
に
示
さ
れ
て
い
る
）
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

過
鯛
と
心
拠
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
二
九

曰
第
一
委
員
会

（
１
）
 

第
一
節
起
草
者
の
考
え
方
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（
８
）
 

第
一
草
案
九
五
条
は
次
の
と
お
ｈ
ソ
で
あ
る
。

「
意
思
表
示
の
表
意
者
が
意
思
表
示
に
際
し
て
実
際
の
意
思
と
表
示
さ
れ
た
意
思
と
の
不
一
致
を
知
っ
て
い
る
と
き
、
そ
の
表
意

者
が
そ
の
不
一
致
を
隠
蔽
し
た
場
合
に
限
り
、
そ
の
意
思
表
示
は
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
表
示
受
領
者
が
そ
の
不
一
致
を
知
っ
て

い
る
と
き
、
そ
の
意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
。
」

『
理
由
書
』
に
よ
れ
ば
、
右
の
九
五
条
の
適
用
を
受
け
る
主
要
な
例
は
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
曹
巨
の
。
国
一
『
の
鋤
の
『
く
畳
・
口
冨
で
あ
る
が
、

そ
の
中
に
は
い
わ
ゆ
る
「
悪
質
な
冗
談
」
爵
９
ｍ
の
『
の
。
訂
『
Ｎ
裏
も
含
ま
れ
る
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
意
思
表
示
の
効
果
は
原
則
と
し
て
有
効

で
あ
る
（
同
案
九
五
条
一
文
）
。
け
だ
し
、
「
『
心
裡
留
保
（
狭
義
）
』
を
無
効
視
す
る
の
は
一
般
の
法
意
識
に
も
秩
序
正
し
い
取
引
に
も
合

（
９
）
 

致
し
な
い
」
か
ら
だ
、
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
欺
囲
の
意
図
を
伴
っ
て
意
思
表
一
水
を
な
し
た
表
意
者
は
、
そ
れ
が
冗
談
に
よ
る

（
苔
・
巨
乏
の
】
叩
の
）
場
合
で
も
、
そ
の
表
示
を
真
に
受
け
た
者
に
対
し
て
は
表
示
を
な
し
た
こ
と
に
つ
き
自
ら
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
三
○

ｍ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
お
よ
び
非
真
意
表
示

（Ｐ、）

第
一
委
員
会
に
お
い
て
は
、
第
一
草
案
の
第
一
編
総
則
・
第
四
章
法
律
行
為
中
の
第
五
節
「
意
思
の
暇
疵
」
弓
二
『
】
一
一
の
己
の
冒
讐
、
の
一
属
（
同
案

九
五
条
な
い
し
一
○
四
条
）
が
起
草
さ
れ
る
に
際
し
て
、
「
意
思
教
説
」
３
言
一
一
一
の
ご
匙
（
攝
日
山
屡
１
１
す
な
わ
ち
、
「
法
律
行
為
が
法
的
効
果
を
生

ぜ
し
め
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
決
定
的
根
拠
は
、
表
示
に
よ
っ
て
外
部
化
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
・
そ
の
よ
う
な
法
的
効
果
を
欲
す
る
と

（
６
）
 

い
う
意
欲
言
『
。
一
一
③
国
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
と
の
法
理
Ｉ
が
原
則
と
し
て
前
提
と
さ
れ
つ
つ
も
、
個
々
の
点
に
お
い
て
は
右
の
「
意
思
教

（
７
）
 

説
」
が
修
正
を
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
よ
う
に
し
て
起
草
さ
れ
た
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
規
定
（
同
案
九
五
条
）
と
非
真
意

表
示
規
定
（
同
案
九
七
条
）
お
よ
び
両
規
定
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
は
大
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅲ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と

Hosei University Repository



と
こ
ろ
で
、
前
述
の
ご
と
く
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
有
効
視
す
る
の
が
第
一
草
案
の
原
則
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
「
表
示
受
領
者
」

二
両
ヨ
ョ
霞
息
①
『
」
の
『
三
一
一
目
②
の
『
【
一
山
『
目
、
ｇ
が
実
際
の
意
思
と
表
示
さ
れ
た
意
思
と
の
不
一
致
を
知
っ
て
い
る
場
合
、
第
一
草
案
に
お
い
て

も
右
の
原
則
は
働
か
ず
、
当
該
の
意
思
表
示
は
例
外
的
に
無
効
と
な
る
（
同
案
九
五
条
二
文
）
。
け
だ
し
、
そ
の
場
合
に
は
「
相
手
方

（
、
）

芝
＆
の
『
：
」
の
『
の
ヨ
ヶ
の
一
一
農
を
欺
岡
あ
る
い
は
侵
害
す
る
可
能
性
が
存
し
な
い
」
か
ら
だ
、
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
表
一
不
受
領
者
」
が

右
の
不
一
致
を
通
常
の
家
父
の
注
意
義
務
を
尽
し
た
な
ら
知
り
え
た
で
あ
ろ
う
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
に
よ
る
意
思

表
示
は
無
効
と
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
同
案
九
五
条
二
文
に
い
わ
ゆ
る
「
表
示
受
領
者
」
と
は
、
同
案
七
四
条
か
ら
明
ら

か
な
ご
と
く
、
「
利
害
関
係
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
効
力
を
生
ず
る
意
思
表
示
」
二
三
一
一
一
２
門
『
六
一
畔
『
§
ぬ
の
。
Ｌ
の
『
目
三
一
『
天
‐

圏
冒
云
の
一
［
：
く
。
：
ヶ
颪
口
鳥
】
、
【
且
農
雌
一
ｍ
ｍ
の
、
の
目
す
。
〔
§
の
曰
儒
二
の
一
一
一
胃
：
高
の
爽
呂
目
三
の
ａ
の
口
農
に
お
け
る
そ
の
利
害
関
係
人
の
こ
と

ｏ
１
Ｕ
ｌ
４
０
Ｉ
■
■
己
■
‐
。
■

（
皿
）

除
●
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
一

以
上
、
第
一
草
案
九
五
条
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
を
概
観
し
た
が
、
こ
れ
を
遺
言
と
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と

の
関
係
い
か
ん
と
い
う
視
点
か
ら
見
る
と
、
右
の
説
明
か
ら
、
第
一
草
案
に
お
い
て
終
意
処
分
た
る
遺
言
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
規

定
の
適
用
を
受
け
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
自
体
は
明
ら
か
で
あ
る
も
の
の
、
そ
の
理
由
を
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
よ
り
一
層
詳
し
く
知
る
に
は
第
一
草
案
一
七
七
九
条
を
次
に
見
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
前
に
第
一
草
案
の
非
真
意
表
示
規
定

（
同
案
九
七
条
）
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
を
簡
単
に
見
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

〈
吃
）

で
あ
る
。

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
同
案
九
七
条
）
お
よ
―

②
非
真
意
表
示

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

し
か
し
、
終
意
処
分
（
遺
言
）
に
つ
い
て
は
右
の
九
五
条
の
適
用
が
同
案
一
七
七
九
条
に
よ
り
例
外
的
に
排

－ 

－ 

－ 

－ 

－ 
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し
か
し
、
表
意
者
に
重
大
な
る
過
失
が
あ
る
と
き
、
そ
の
意
思
表
示
は
有
効
で
あ
る
。

表
意
者
に
重
大
で
は
な
い
過
失
が
あ
る
と
き
、
そ
の
表
意
者
は
表
示
受
領
者
に
対
し
て
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
。
し
か
し
、
そ
の

額
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
意
思
表
示
の
有
効
性
を
前
提
し
た
な
ら
そ
れ
に
よ
り
生
じ
た
債
務
の
不
履
行
に
基
づ
き

表
意
者
が
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
額
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

一
一
項
お
よ
び
三
項
の
規
定
は
、
意
思
表
示
の
受
領
者
が
実
際
の
意
思
と
表
示
さ
れ
た
意
思
と
の
不
一
致
を
知
り
ま
た
は
知
り
う
べ

か
り
し
場
合
に
は
こ
れ
を
適
用
し
な
い
。
」

『
理
由
書
』
に
よ
れ
ば
、
右
の
九
七
条
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
非
真
意
表
示
に
包
含
さ
れ
る
の
は
、
冗
談
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
で

あ
ろ
う
と
思
っ
て
意
思
表
示
を
な
し
た
場
合
、
大
言
壮
語
、
教
室
設
例
等
々
で
あ
り
、
そ
の
他
に
は
、
仮
装
行
為
（
通
謀
虚
偽
表
示
）
を

な
そ
う
と
し
た
者
が
そ
の
者
の
仮
装
意
図
を
相
手
方
に
お
い
て
知
り
且
つ
了
解
し
た
も
の
と
誤
っ
て
こ
れ
を
前
提
視
し
た
場
合
（
い
わ
ゆ

る
失
敗
し
た
仮
装
行
為
の
場
合
）
も
ま
た
こ
の
中
に
包
含
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
意
思
表
示
に
対
す
る
法
的
処
理
の
あ
り
方
に
つ

い
て
の
第
一
草
案
の
立
場
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
『
理
由
書
』
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
表
意
者
が
無
過
失
ｌ
舞
台
上
で
の

演
技
あ
る
い
は
教
壇
上
で
の
講
義
が
常
に
そ
う
な
の
だ
が
ｌ
の
場
合
、
当
該
の
意
思
表
示
は
右
の
「
意
思
教
説
」
に
従
っ
て
無
効
同

案
九
七
条
一
項
）
、
し
か
も
、
「
表
示
受
領
者
」
が
意
思
表
示
の
有
効
性
を
信
頼
し
そ
れ
に
基
づ
き
新
た
に
法
律
行
為
を
な
し
た
場
合
に
、

こ
れ
に
よ
り
生
ず
る
損
害
（
い
わ
ゆ
る
消
極
的
利
益
）
を
表
意
者
に
負
わ
せ
る
の
も
不
適
切
、
と
さ
れ
る
。
次
に
、
表
意
者
に
重
過
失
あ

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一一一一一一
（
、
）

第
一
草
案
九
七
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「
意
思
表
示
に
際
し
て
表
意
者
が
実
際
の
意
思
と
表
示
さ
れ
た
意
思
と
の
不
一
致
を
欺
岡
の
意
図
な
く
し
て
知
っ
た
と
き
、
そ
の

意
思
表
示
は
無
効
で
あ
る
。

し
か
し
、
表
意
者
に
重
一
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る
場
合
に
は
、
表
意
者
を
表
示
に
拘
束
す
る
こ
と
が
正
義
と
実
際
上
の
必
要
に
合
致
す
る
か
ら
、
当
該
の
意
思
表
示
は
有
効
と
な
る
（
同

案
同
条
二
項
）
。
け
だ
し
、
不
注
意
に
も
重
過
失
に
よ
り
言
葉
を
玩
ん
だ
者
は
危
険
を
承
知
で
敢
え
て
な
し
た
か
ら
だ
、
と
さ
れ
る
。
そ
う

し
て
、
右
に
述
べ
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
ｌ
す
な
わ
ち
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
軽
過
失
の
場
合
に
も
い
え
る
こ
と
で
あ
り
、
特
に
重
過

失
と
軽
過
失
と
の
間
に
一
線
を
画
す
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
と
の
批
判
Ｉ
に
対
し
て
、
『
理
由
書
」
は
、
も
し
両
者
を
同
一
視
す

る
な
ら
表
意
者
の
な
し
た
過
失
の
程
度
を
正
当
に
評
価
し
た
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
、
け
だ
し
、
法
律
効
果
の
点
か
ら
は
重
過
失
の
み

が
故
意
す
な
わ
ち
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
（
同
案
九
五
条
）
の
場
合
と
同
一
視
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
、
と
反
論
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
軽
過
失
あ
る
表
意
者
は
「
表
示
受
領
者
」
に
対
し
て
消
極
的
利
益
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
う
に
す
ぎ
ず
、
当
該
の
意
思
表
示
そ
れ

自
体
は
無
効
（
同
案
九
七
条
三
項
）
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
「
表
示
受
領
者
」
が
意
思
と
表
示
の
不
一
致
を
知
り
ま
た
は
知

り
得
べ
か
り
し
場
合
に
は
、
表
意
者
は
右
の
過
失
責
任
を
負
わ
ず
、
当
該
の
意
思
表
示
は
無
効
を
惹
起
す
る
に
す
ぎ
な
い
（
同
案
同
条
四

項
）
。
け
だ
し
、
非
真
意
表
示
の
場
合
に
は
、
表
意
者
に
欺
囲
の
意
図
が
な
い
の
だ
か
ら
、
「
表
示
受
領
者
」
は
当
該
の
表
示
が
非
真
意
表

示
で
あ
る
こ
と
を
単
に
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
保
誕
さ
れ
え
な
い
か
ら
だ
、
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
表
示
受
領
者
」
が

無
過
失
の
場
合
ｌ
す
な
わ
ち
、
「
表
示
受
領
者
」
が
通
常
の
家
父
の
注
意
を
尽
く
し
た
と
し
て
も
当
該
の
表
示
が
実
際
の
意
思
を
告
知

し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
場
合
ｌ
に
の
み
、
表
意
者
は
同
条
二
項
お
よ
び
三
項
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

か
く
て
、
第
一
草
案
を
起
草
し
た
第
一
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
非
真
意
表
示
は
、
表
意
者
が
無
過
失
の
場
合
に
は
無
効
を
惹
起
す
る
に
す

ぎ
ず
、
表
意
者
に
軽
過
失
あ
る
場
合
に
は
無
効
を
惹
起
す
る
と
と
も
に
「
表
示
受
領
者
」
に
対
す
る
表
意
者
の
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を

生
じ
さ
せ
、
表
意
者
に
重
過
失
あ
る
場
合
に
は
有
効
と
な
る
が
、
し
か
し
、
「
表
示
受
領
者
」
が
悪
意
・
有
過
失
で
あ
れ
ば
、
表
意
者
の

迫
胸
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）

一一一一一一一

る
◎ 
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い
◎
」

次
に
、
曰

（
肥
）

ｈ
）
で
あ
る
。

見
る
こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
効
果
を
生
じ
る
非
真
意
表
示
と
遺
言
と
の
関
係
い
か
ん
に
つ
き
、
『
理
由
書
』
は
同
案
九
七
条
の
立
法
趣
旨

を
述
べ
る
に
際
し
て
こ
の
こ
と
に
何
ら
触
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
委
員
会
は
、
右
の
九
七
条
の
適
用
を
排
除
す
る
特
別
規
定

が
遺
言
に
関
し
て
他
に
存
し
な
い
限
り
、
そ
う
し
て
、
遺
言
の
法
的
性
質
が
こ
れ
を
許
す
限
り
、
遺
言
も
総
則
編
中
の
非
真
意
表
示
規
定

（
同
案
九
七
条
）
の
適
用
を
当
然
に
受
け
る
、
と
い
う
立
場
を
採
っ
て
い
た
、
と
見
る
こ
と
が
一
応
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

②
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

以
上
、
第
一
草
案
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
規
定
と
非
真
意
表
示
規
定
お
よ
び
両
規
定
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
を
見
て
き
た

が
、
第
一
草
案
は
、
被
相
続
人
の
意
思
と
表
示
さ
れ
た
意
思
と
が
一
致
し
な
い
場
合
の
終
意
処
分
（
遺
言
）
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
を

そ
の
一
七
七
九
条
に
お
い
て
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
に
、
第
一
草
案
一
七
七
九
条
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
第
一
委
員
会
の
立
場
を

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
三
四

過
失
の
程
度
に
か
か
わ
ら
ず
無
効
を
惹
起
し
、
且
つ
、
「
表
一
不
受
領
者
」
に
対
す
る
表
意
者
の
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
も
生
じ
さ
せ
な

い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
Ｍ
）
 

ま
ず
、
第
一
草
案
一
七
七
九
条
は
次
の
Ｌ
」
お
ｈ
ソ
で
あ
る
。

「
終
意
処
分
に
際
し
て
被
相
続
人
の
実
際
の
意
思
が
表
示
さ
れ
た
意
思
と
一
致
し
な
い
と
き
、
そ
の
終
意
処
分
は
無
効
で
あ
る
。

〈
応
）

九
五
条
、
九
七
条
二
項
な
い
し
四
項
お
よ
び
九
九
条
［
錯
誤
者
に
過
失
あ
る
場
合
］
の
規
定
は
終
意
処
分
に
は
こ
れ
を
適
用
－
し
た

同
案
一
七
七
九
条
に
つ
い
て
の
『
理
由
書
』
の
説
明
中
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
と
非
真
意
表
示
に
関
す
る
部
分
は
次
の
と
お

・
ま
ず
、
『
理
由
書
』
は
、
「
意
思
の
暇
疵
」
に
関
す
る
総
則
編
中
の
諸
規
定
（
第
一
草
案
九
五
条
以
下
）
を
起
草
す
る
に
際
し
て

Hosei University Repository



しあ説
て（ｲ）る￣

０旬、

原
則
と
し
て
前
提
視
さ
れ
た
「
意
思
教
説
」
が
終
意
処
分
（
辿
言
）
に
つ
い
て
は
生
前
行
為
に
つ
い
て
よ
り
も
一
層
徹
底
さ
れ
ね
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
こ
と
に
疑
い
の
余
地
は
存
し
な
い
、
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
相
続
法
に
お
い
て
は
、
被
相
続
人
の
意
思
ど
お
り
に
効
力
が

も
た
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
も
そ
も
意
思
と
表
示
が
一
致
す
る
場
合
に
の
み
当
該
の
処
分
が
有
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ

と
、
が
出
発
点
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
｜
「
心
裡
留
保

（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
効
力
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
と
お
り
た
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。

⑪
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言

第
一
草
案
一
七
七
九
条
に
よ
れ
ば
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
は
、
同
案
九
五
条
の
適
用
を
受
け
え
ず
、
む
し
ろ
「
意
思
教

説
」
の
原
則
に
従
っ
て
無
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
『
理
由
書
』
の
説
明
は
大
略
次
の
と
お
り
で

㈹
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
ま
た
は
い
わ
ゆ
る
悪
質
な
冗
談
に
よ
る
遺
言
の
事
例
が
稀
に
し
か
起
こ
ら
な
い
か
ら
、
当
該
の
遺
言
に
対

し
て
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
規
定
（
同
案
九
五
条
）
を
そ
の
ま
ま
適
用
し
て
こ
れ
を
有
効
視
し
て
も
不
都
合
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
は
な
い

で
あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
以
外
に
は
、
遺
言
に
対
し
て
同
案
九
五
条
の
適
用
を
肯
定
す
る
十
分
な
論
拠
は
存
し
な
い
。

口
害
意
（
シ
『
、
一
一
ｍ
〔
）
の
援
用
を
許
し
て
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
害
意
あ
る
表
意
者
は
制
裁
と
し
て
（
目
『
、
目
［
の
）
自
己

の
表
示
に
拘
束
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
原
則
は
、
遺
言
の
場
合
に
は
是
認
さ
れ
え
な
い
。
け
だ
し
、
も
し
害
意
の
援
用
を
許
し

て
当
該
の
遺
言
を
有
効
視
す
る
な
ら
、
こ
の
場
合
に
不
利
益
を
被
る
の
は
、
表
意
者
た
る
被
相
続
人
で
は
な
く
て
、
被
相
続
人
の
真
意
に

従
え
ば
彼
の
相
続
財
産
を
受
け
る
は
ず
の
者
、
す
な
わ
ち
、
通
常
の
場
合
に
は
法
定
相
続
人
で
あ
り
、
相
続
人
が
指
定
さ
れ
て
い
た
場
合

に
は
そ
の
指
定
相
続
人
を
も
含
む
相
続
人
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
者
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
や
悪
質
な
冗
談
を
理
由
と

適
職
と
心
裡
留
保
〈
一
一
．
完
〉
（
村
田
）

’
三
五
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㈹
同
案
九
七
条
一
項
は
前
述
の
「
意
思
教
説
」
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
規
定
が
遺
言
に
対
し
て
適
用
さ
れ

る
べ
き
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
存
し
な
い
。

口
他
方
、
同
案
九
七
条
三
項
お
よ
び
同
案
同
条
四
項
が
遺
言
に
対
し
て
適
用
さ
れ
な
い
の
は
、
そ
れ
ら
が
受
領
者
に
対
し
て
な
さ
れ

る
意
思
表
示
に
の
み
関
す
る
規
定
だ
か
ら
で
あ
る
。

②
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

次
に
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
効
力
い
か
ん
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
草
案
一
七
七
九
条
に
よ
り
遺
言
は
同
案
九
七
条
二
項
な
い

し
四
項
の
適
用
を
受
け
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
第
一
委
員
会
に
よ
れ
ば
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
は
同
案
九
七
条
一
項
の
み
の
適
用
を

受
け
て
常
に
且
つ
無
制
約
に
無
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
『
理
由
書
』
の
説
明
は
次
の
と
お
り
で
あ

る
｡ 

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
一
一
エ
ハ

し
て
当
該
の
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
き
に
は
、
嘘
（
Ｆ
口
、
の
）
や
害
意
そ
れ
自
体
を
援
用
し
て
い
る
の
で
は
な

く
て
、
む
し
ろ
、
嘘
や
害
意
か
ら
の
保
護
を
求
め
、
し
か
も
、
更
に
自
己
の
権
利
に
基
づ
い
て
相
続
分
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ｎ
も
し
嘘
や
害
意
か
ら
の
保
護
が
右
の
者
に
与
え
ら
れ
な
い
と
す
る
な
ら
、
被
相
続
人
の
財
産
は
、
こ
れ
を
受
け
る
は
ず
の
な
い
者
、

場
合
に
よ
っ
て
は
不
正
を
行
な
う
た
め
に
被
相
続
人
と
手
を
組
ん
だ
者
に
渡
る
こ
と
に
さ
え
た
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
こ
の
場
合
、

（
Ⅳ
）
 

当
該
行
為
は
、
仮
装
行
為
（
通
謀
虚
偽
表
一
不
）
に
類
似
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
仮
装
行
為
に
関
す
る
規
定
〈
同
案
九
六
条
）
に
反
し
て

有
効
と
な
ろ
う
。
更
に
ま
た
、
被
相
続
人
と
手
を
組
ん
で
不
正
を
企
て
よ
う
と
し
た
右
の
者
は
意
思
表
示
の
受
領
者
で
な
い
か
ら
、
こ
の

場
合
に
同
案
九
五
条
二
文
を
適
用
す
る
余
地
も
存
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
当
該
の
遺
言
を
有
効
視
す
る
の
は
な
お
一
層
疑
わ
し
い
で
あ
る

』〈ノ○
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㈹
次
に
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
論
拠
は
、
重
過
失
に
よ
り
な
し
た
非
真
意
表
示
を
有
効
視
す
べ
き
だ

と
規
定
す
る
同
案
九
七
条
一
一
項
の
適
用
を
遺
言
に
つ
い
て
否
定
す
る
こ
と
の
論
拠
に
も
な
る
。

ロ
ま
た
、
同
案
九
七
条
二
項
は
、
そ
の
立
法
趣
旨
が
取
引
、
誠
意
（
ず
。
：
｛
一
二
の
ｍ
）
、
契
約
締
結
上
の
過
失
（
２
－
冒
冒
８
日
『
島
の
己
。
）
、

注
意
義
務
お
よ
び
信
頼
の
裏
切
（
国
巨
の
ｎ
百
口
、
」
の
如
く
命
『
一
『
目
の
口
の
）
と
い
っ
た
も
の
へ
の
顧
慮
に
特
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
非
取
引
行
為
た

る
遺
言
に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
な
い
。

㈱
被
相
続
人
が
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
撤
回
せ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
受
遺
者
と
さ
れ
た
者
が
当
該
の
遺
言
を
有
効
に
さ
せ

た
い
と
欲
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
受
適
者
が
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
１
）
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
過
程
を
概
観
す
る
に
当
た
り
参
蝋
し
た
文
献
は
主
と
し
て
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
勺
一
目
ｃ
寡
云
（
》
三
三
⑦
二
言
『
２
ョ
国
『
元
の
『
｜
一
口
斎
。
○
愈
韮
願
一
環
「

ずご〔一一弓のご率〔国。｛号『二．鶴鷺鉱の肩・圧』．シ一一元の『『一宛一二の『『｜】の一一・一・シ臣｛｜・一宮（｝・国』》一の｝Ｅ局・しこ｛。『【－．１＄一コの渉三四一】こい【『－官のいく：ご『．。・で一目烏

ケ
８
『
す
色
〔
の
（
ご
《
》
『
】
で
『
。
｛
⑤
脇
○
『
□
『
・
で
。
【
『
】
Ｃ
天
の
（
｜
】
『
い
ぬ
．
ご
・
、
一
『
（
）
一
三
一
）
い
い
、
ラ
ニ
ケ
日
ニ
マ
ヮ
ー
の
両
『
》
一
望
命
一
】
三
】
、
」
の
『
ぐ
。
『
⑩
ロ
ゴ
ユ
｛
扇
三
二
展
壺
（
窟
一
号
の
『
臣
の
⑭
一
同
巨
弓
二
ｍ
長
の
ゴ
ー

Ｅヨ農ケ①『〔『（｜にこ『】ぬ。】』⑤⑤。⑫．②｛［釦］笘云。｝》ゆへ“のう仁ケの『（（。『農・）・ロ一ｍ岸｝の『ロＥ口、」のゅ囚（一『館命『｜一向一一①二。のｍの何ケ巨のずいヨ⑰憲一年。三二鴬一局『Ｎ巨留ヨヨ⑥己⑪［の一一已。天

」
、
『
目
く
：
｛
一
・
コ
（
一
一
，
一
一
一
目
ｃ
こ
の
－
－
２
．
三
貝
⑯
１
（
一
一
一
冠
ご
鍔
二
『
［
。
（
の
【
・
す
こ
。
鴇
昶
の
鹸
爲
｝
〕
一
同
一
二
の
」
・
吻
因
⑦
国
１
両
一
つ
『
（
二
一
『
：
中
臣
一
・
四
：
ラ
一
・
早
三
鐘
（
の
１
“
一
一
ｍ
ゴ
ー
（
｜
〕
田
『
ず
・
く
・

の
…
｜
耐
『
二
．
ご
剖
輿
Ｐ
Ｂ
－
「
：
万
部
雅
亮
「
外
国
法
の
学
び
〃
ｌ
ド
イ
ツ
法
］
Ⅲ
、
⑫
法
学
セ
ミ
ナ
ー
二
四
○
号
、
二
四
こ
り
（
一
九
七
五
年
［
昭
和
五
○

年
］
）
、
田
中
克
志
「
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
不
動
藤
担
保
法
の
形
成
過
租
」
（
１
）
Ｉ
（
４
・
充
）
獅
大
絲
済
論
災
二
四
巻
一
一
号
、
三
号
、
一
一
五
巻
一
号
、

三
号
（
一
九
七
八
’
’
九
八
○
年
［
昭
和
五
三
’
五
五
年
］
）
。

（
２
）
田
中
・
前
掲
「
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
不
動
産
担
保
法
の
形
成
過
程
」
（
１
）
三
一
一
頁
。

（３）両ゴラ廷二『（①一一旨いケ屋『嫡句『一一号の。〔｝の拡巾旨ケ臣、壺句の｛（一『〔｜量Ｃ２〔⑫のぎの甸巾一，二・詞『険一命一Ａの菖二硯．シ巨畠８『ず、一｛の［二二『の一一【一一のく（》二（一のョ暉巨ご」厨『色〔与巾す、『ニー

「
国
】
の
六
○
三
目
一
い
い
一
◎
。
・
ン
ヨ
ニ
’
一
向
う
の
シ
こ
い
恩
ケ
の
。
｜
韓
塁
。

（４）三○【一くｃＮニユ＄］二詞三手巨ユの＆。①の、（］『鷺『’－，－】ｇｏ匂い句（Ｎずこ島のい富『二場戸涛》Ｅ⑫匂う⑥丙の一〔ヲ。シ』『二一一，一】①尹巨⑫恩ケク⑨国」○一⑪雷。

（
５
）
日
本
民
法
典
は
、
「
心
裡
劉
保
（
広
義
）
」
〈
九
三
条
）
、
虚
偽
表
示
（
九
四
条
）
お
よ
び
錯
誤
〈
九
五
条
）
を
包
含
す
る
も
の
を
そ
の
一
○
一
条
に
お
い
て

遺
嚇
と
心
裡
留
保
（
二
・
光
）
（
村
田
）

一
三
七
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（
８
）
第
一
草
案
〈
以
下
、
丙
『
と
略
称
す
る
）
九
五
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
二
畳
蜜
早
色
・
、
。
。
：
函
（
一
』
）
・

詞
一
選
仰
・
・
庁
［
烏
「
ご
『
》
・
ず
。
『
：
⑯
『
三
三
：
闇
『
云
一
蝉
『
二
．
平
庁
】
：
｜
、
安
の
「
こ
の
『
三
一
『
富
、
字
・
ミ
ニ
願
目
一
己
・
ョ
の
「
六
一
姓
『
一
目
三
一
一
一
・
ヨ
ョ
ｎ
ヶ
〔
ｇ
①
『
句
言
い
ニ
ョ
ョ
〔
・
垈
酬

三
目
鴇
厨
こ
の
『
ロ
①
一
浦
同
旨
⑫
二
目
目
：
醜
い
一
。
ゴ
ヶ
２
巨
厚
習
一
の
（
＆
句
三
二
一
の
。
器
「
天
一
野
巨
凋
恩
一
二
Ｐ
蟹
》
「
の
『
。
」
⑦
『
ご
『
寺
呂
の
「
二
①
。
三
目
ｍ
の
一
く
③
『
｜
）
⑰
一
二
一
訂
【
・

ロ
の
三
一
一
：
患
『
云
一
畦
『
５
，
－
碗
こ
、
二
月
ゴ
ヨ
、
盲
信
・
乏
屈
。
。
」
の
『
同
ョ
で
（
讐
需
『
こ
の
厨
の
一
庁
。
：
二
三
『
一
．
胃
一
腎
嚴
：
二
〕
蟹
一
・
冨

な
お
、
ド
イ
ツ
法
上
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
紹
介
し
た
日
本
語
文
献
を
こ
こ
に
挙
げ
て
お
く
な
ら
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
第
一
草
案
に
い
た
る
ま
で
の
一
心
樫
留

保
（
狭
義
）
」
の
沿
革
を
簡
潔
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
、
栗
生
武
夫
「
意
思
欠
峡
の
抗
弁
の
制
限
Ｉ
意
思
表
示
法
の
発
達
史
ｌ
」
法
学
論
叢
一
一
一
一
一
巻
一

号
五
一
頁
以
下
（
一
九
三
○
年
〔
昭
和
五
年
〕
Ｉ
同
法
の
変
動
〔
岩
波
書
店
・
一
九
三
七
年
〈
昭
和
一
二
年
〉
〕
三
八
四
頁
以
下
所
収
）
、
遠
田
・
前
掲

「
心
裡
留
保
及
び
虚
偽
表
示
と
法
律
行
為
論
（
｜
）
」
一
色
三
枠
与
８
一
一
三
号
一
一
一
六
頁
以
下
（
同
．
前
掲
・
代
理
と
意
思
表
示
論
」
’
二
六
頁
以
下
所
収
）
、
同
．

前
掲
・
代
理
法
理
輪
の
研
究
二
一
一
一
五
頁
以
下
、
特
に
ド
イ
ツ
普
通
法
学
を
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
村
上
淳
一
「
ド
イ
ツ
将
通
法
学
の
錯
誤
論
」
法
学
協
会
雑

誌
七
六
巻
三
号
一
一
八
七
頁
以
下
（
一
九
六
○
年
［
昭
和
三
五
年
］
１
回
ド
イ
ツ
の
近
代
法
学
［
東
京
大
学
出
版
会
二
九
六
四
年
〈
［
昭
和
三
九
年
］
〉
三

頁
以
下
所
収
）
、
な
か
で
も
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
学
説
に
つ
い
て
は
新
井
誠
「
サ
ヴ
ィ
ニ
ー
の
意
思
表
示
、
法
律
行
為
概
念
ｌ
特
に
心
裡
留
保
を
め
ぐ
っ
て

’
一
民
商
法
雑
誌
九
六
巻
五
号
六
三
七
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
一
一
年
］
）
、
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
の
意
思
表
示
諸
規
定
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る

諸
批
判
を
詳
細
に
紹
介
し
た
も
の
と
し
て
中
田
邦
博
「
ド
イ
ツ
民
法
典
に
お
け
る
意
思
表
示
法
の
形
成
過
程
ｌ
第
一
草
案
に
対
す
る
諸
批
判
を
中
心
に

Ｉ
」
ｎ
口
ロ
立
命
館
法
学
一
九
四
号
五
五
九
頁
以
下
一
九
五
号
六
七
○
頁
以
下
二
九
六
号
八
三
○
頁
以
下
（
一
九
八
七
年
［
昭
和
六
二
年
］
）
、
な
ど
が

あ
る
。

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
三
八

「
意
思
ノ
欠
峡
」
と
し
て
、
ま
た
、
詐
欺
、
強
迫
（
九
六
条
）
を
包
含
す
る
も
の
を
そ
の
一
二
○
条
に
お
い
て
「
暇
疵
ア
ル
意
思
表
示
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

用
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に
い
わ
ゆ
る
・
・
三
一
一
一
句
。
、
ョ
醒
眉
・
一
意
「
感
恩
の
瑠
疵
」
は
右
の
「
意
思
ノ
欠
映
」
お
よ
び
「
暇
疵
ア
ル
意
思
表
示
」
を
包
含
す
る
も
の
で

あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。

（
６
）
三
。
こ
く
・
・
“
・
“
。
。
・
・
巴
・
］
。
⑫
』
圏
（
く
頤
一
・
三
富
且
：
〔
写
『
農
。
こ
・
ず
§
『
←
・
〕
．
□
の
、
§
ヨ
ー
の
ご
宣
璽
肩
『
】
“
’
－
２
Ｎ
旨
。
ｇ
員
の
『
一
一
・
嵜
目
（
餅
の
：
月
与
（
■
『
（
一
四
鞭

Ｐ
Ｅ
鯵
。
一
一
の
ヵ
⑩
一
・
ヶ
田
・
】
尚
ご
｛
ｇ
『
目
臘
§
一
目
コ
ュ
シ
一
一
ｍ
の
目
：
⑦
「
『
の
一
一
．
Ｚ
。
こ
」
『
Ｅ
・
Ｚ
①
『
シ
こ
い
恩
ラ
の
犀
「
一
旨
］
沼
②
．
］
ミ
Ｐ
ｍ
・
念
『
）
・
日
本
語
訳
は
、
川
島

武
宜
・
民
法
総
則
（
有
斐
閣
・
一
九
六
五
年
［
昭
和
四
○
年
］
）
一
六
六
頁
に
よ
る
。

（
７
）
三
・
二
く
。
．
Ｐ
四
・
○
・
・
厘
．
】
．
、
。
］
①
］
（
く
殖
一
・
三
区
、
（
一
雪
二
・
・
・
・
・
○
・
厘
』
・
⑫
・
ム
ョ
ー
ム
圏
こ
“
天
（
）
｝
）
い
へ
陳
冒
肩
口
〔
ず
易
、
．
〕
６
－
の
原
『
“
〔
：
且
朋
口
員
。
『
一
一
・
守
２

９闇【いず：一一砿ヨ；（のョ四二鷺夛、『Ｎｐのロョョ。。“｛の一一目、この『：くの「。（庁。〔一一・盲目Ｃ富の一一の目シ一行の亘の一コの『司の一一・忠』‐いち一・日①一一ケ：」〔一雨轡『す．ご・
い
つ
一
》
色
ケ
の
目
〕
。
】
』
塵
即
の
。
、
⑪
⑰
）
。
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（
９
）
三
。
二
く
。
四
・
画
・
○
・
・
用
筵
・
】
・
の
．
］
⑤
］
（
く
ぬ
一
・
三
巨
脆
：
早
酋
・
凹
・
○
・
・
ｍ
一
色
』
今
の
。
』
、
鐘
）
・

（
、
）
遺
言
以
外
の
死
因
処
分
と
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と
の
関
係
い
か
ん
に
対
す
る
第
一
草
案
の
立
場
を
こ
こ
で
見
て
お
く
な
ら
、
相
続
人
指
定
契
約

（
同
『
す
③
ご
ｍ
の
：
。
、
鯵
ご
ｍ
『
〔
『
潟
）
は
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
一
草
案
一
九
四
七
条
お
よ
び
一
九
五
七
条
四
項
に
よ
り
、
ま
た
、
相
続
放
棄
契
約
〈
同
『
す
ご
爵
一
・
宣
く
・
三
国
砠
）
は
同

案
二
○
一
一
○
条
に
よ
り
、
同
案
九
五
条
の
適
用
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
第
一
草
案
一
九
四
七
条
、
一
九
五
七
条
、
一
一
○
一
一
○
条
の
原
文
を

挙げておく（出典は、三目且：〔ず厨季巨・一》の。『ワ・〕・ロの鴨“：〕戸の己宣貫の『一色一一の。：ョ恩『ぬの『一一句云の。○の銅：盲の一百（胃」畠□２（⑫。斎両の一・ヶ国１．９
ｍ
『
す
【
①
、
旨
》
Ｚ
２
二
『
巳
。
【
こ
の
『
少
巨
、
醤
一
》
の
塵
⑰
『
一
旨
〕
＄
Ｐ
一
℃
ご
）
。

両】唾胃④凸『如弓⑩ニヨヨ（す⑮一ｍ旨の『『】閃『すのヨ⑫⑤簡巨。顕ゆく⑪『［『四ｍの二句『三一『赤－－，－】の二二一一の二ｍの両『ず｜跨溌印【切目一［』の目の『弄一詮『冨己ごく一一一ｍ二二句す｛辱写の『のごっ⑰。
「
冒
旦
：
ユ
ー
の
ぐ
Ｃ
『
開
一
■
『
胃
：
二
句
『
溌
場
１
９
三
ぐ
Ｃ
一
一
の
ヨ
ロ
ョ
｛
：
、
の
シ
ョ
ー
：
」
色
。
“
．
．
一

向温］③弓“葛［）⑩『向『訂ヨ鰺①冨目鴨ぐの『（『農天国目目『」旨、ゴ⑪三目日ご｝の。｝のゴュの口での『⑫。■８．三の一同テの一一己ｍｍｍの三・冊の。冨一）⑦Ｐ目、のゴー】の房ゴュ①。
くの耳『畠凹巨碕のゴ○ケのコニミの『【］①己・Ｚ：ずこ⑦ヨヨＯこのの冒句『』訂⑭の『勺⑰『８月。云自。二＄『届【ずの言、の〔目吊ゆくの『一国、貝の可一日①。『：「、のぎ○ケ目亀の『‐
ユ
の
亘
巨
曰
写
①
⑫
ロ
ゴ
、
」
負
こ
の
『
ぐ
。
『
：
写
『
一
（
［
⑦
口
こ
の
娘
⑫
、
ご
山
一
・

円）句『ぐ⑰『一『四ｍ・已巨『のラデョ⑦｜二戸①旨この『両『すの一．愚一目己晩⑫ご句ロ国頭：荷、｝】◎ず：乏一『」・天：。く目」のョ向『す一色朗の『：『」こ『、ずつの『⑪。。｝胃一】の届『‐
云一凹『巨己掘戸】。」・薯のご己已の『向『す一四ｍ⑫の『ヨュの『（計陽○ず塵厨｛酔う漏云①二一】⑰吸口］】鼠ご蚕】⑩（・筥局一】ｏゴロの同旨君一一一一昶巨。、己の切困①⑫の百一一のゴ①。ぐの二『巴の】団
、句醸向与一○紐溢のコニヨの『【｛の■０

Ｎ巨烏ョくの『｛『卍、の一⑫（ごショ、のゴ巨己、」の、⑪。」の『の。ぐ⑰『【『四噸いの三｝の』のコユの皀・手「のヨロユーの⑪①『臣。｛の『の｜扁円一行汀『の①争国一一．二ｍ『巨昌の『く○『日巨コユー
⑫○ず色｛｛控、一】｛・」一句の①己の。『昌的巨曰碩旦のいくＣ『ョ戸】『】」⑫ロゴ四｛扇頭巾『一向ゴ（の鉱の『（Ｃａの『一一のシ・

鈩巨｛」：くの『［３噸（冒旦のコニーのぐ・『、島１｛厨コニの『忠どち・］⑰堂・］Ｐｓのョいつ『①・斎。烏少冒鶏の己巨。鑓・農（なお、同条については、三こぬ‐
：
Ｐ
Ｐ
９
ｐ
・
因
二
・
ｍ
に
は
誤
植
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本
章
本
節
目
の
註
（
３
）
に
挙
げ
た
文
献
か
ら
引
用
し
た
）
。

同国⑨瞠目。ご少巨（」の。固『ごくの『昌口す〔ご⑥『『農「ヨニの皀旦一命ぐ◎国同一】『一（（のコユの『ゆゆ』遭い。ご庭・尼←『⑰ｇご一命冒少己叩の与目、」の⑪両『ず一邑協、『叩昌のぐ。『１
門ラユ｛｛の。」⑰『溌巳］］・己］』巨己ヨシコ⑪の冒己恥己⑩酸：」の『の。ぐの『一国鴨、三】の⑤：」①コュコのくＣ『⑫Ｃ壷『一（（の。』の伽⑰一・巴診ずの。』目厨已『の、ヨの二二①

ワーのく。『⑰向守『一｛一：：『ゆゆ］置酉・后還一ご｛『臣ゴユヨショ唾の三色長皀句⑩同『三色⑪認『湯」】のぐ。『⑩：『一『篇己【』①『ゆゆ］や］】》］⑤】楠｛ヨユの二⑩貝⑫で『句‐

、可①ゴーのシヨョ⑥ロユ色ョ館印旨、一】、こ｛」の。ぐ、『｛『侭・旦巨『向う三ｍ｜、写の己の冒同『ずぐの『駒一らず｜囚巨（ぬのプ◎す句口二三一『ユ・量

（皿）ＺＣ－－ぐ。醸・四・○・・国旦・］》⑪』息（くい一・三二且目・岱・四・○・．、１』・の．台唾）・

一
三
九

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
。
完
）
（
村
田
）

シ
ョ
ミ
９
」
色
。
硬
・
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
四
○

（
⑫
）
第
一
章
註
（
旧
）
参
照
。
な
お
、
第
一
草
案
七
四
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
巨
且
５
．
回
・
○
；
臣
・
一
）
・

向】⑫『』；庁己一の三一「斎包ョ天の一【のヨの「三一一一ｍ。宏冠「云一評「目宛」。く・ロ四一）一基．淀一手」画Ｐ⑭一○ｍのｍ・昌一》の「、一コ⑩ヨロ句［訂一一気一のヨラ需元３９毛一己（、ヨロ‐
｛
豊
、
冠
「
１
句
『
三
一
一
一
目
の
の
『
六
一
畦
『
目
詫
）
・
目
１
．
基
・
’
、
（
（
一
一
命
三
一
一
一
の
。
⑩
の
『
弄
一
蝕
『
目
碩
ご
シ
一
）
老
愈
駕
。
安
の
一
［
」
５
．
一
ケ
目
・
嘘
・
乏
一
ａ
Ｎ
こ
『
三
一
『
云
い
：
〕
颪
｜
応
１
．
「
」
の
『
〔
．

」
邑
昌
：
こ
ぃ
」
『
胃
云
一
一
《
廻
夛
の
ミ
ニ
一
目
潟
「
云
一
聾
「
目
昶
一
一
百
目
戸
・
ヨ
ョ
・
ユ
ー
の
唾
二
一
一
吻
島
鳥
信
の
ど
こ
○
三
一
一
一
の
扇
の
『
天
一
野
：
旋
目
淵
一
二
の
『
穴
：
三
三
□
碇
・
一
自
函
【
・

己一の三一一一目のの『霊目冒埆酉一〔画一：一・旨の『一・｜、一・二縮二コの言ｍ１ｇ三一（｜の『『ご｛侭三宮一（のゴュの二三の園⑯『云一（一『：碩冒島二のこく《》『鷺ゴュ『［の。」臼】・

少
房
・
く
・
「
一
一
の
『
《
》
」
の
『
昶
一
の
一
句
訂
の
三
ｍ
目
「
三
一
「
云
閨
ョ
戸
・
一
［
鹿
Ｃ
ｌ
：
囚
・

鈩
匡
｛
１
－
の
三
一
「
云
圏
冒
云
の
一
旦
の
『
ミ
ニ
一
目
鯨
⑯
「
云
一
壁
「
巨
員
一
い
［
。
⑫
・
ず
口
の
国
。
『
一
屋
Ｐ
三
目
。
」
の
『
ご
「
一
扇
庁
『
吻
二
『
す
［
Ｃ
こ
の
『
；
。
一
一
菖
瞬
目
「
罫
三
昶
這
一
『
」
目
、
江
・
ョ

⑯『１－２巨の１『旨【一一・寺の岡「云一型『：昶庶ずこ｛⑳烏『シ一）器。」目頭“薇の頂：のど。（一命『庁く・『」・『厚晏の二一四のくｅコュの「⑳二一一門ラミの一ｍｇ」の。両「天一凶『：碩
穴
の
コ
ヨ
コ
ー
Ｐ
の
『
一
色
己
元
（
ず
貝
・

「
の
ａ
一
・
三
一
『
爾
璽
目
天
国
一
句
ご
巾
「
ゴ
ー
一
目
ｍ
の
『
六
一
（
一
コ
一
コ
宛
：
く
。
ご
号
二
讐
四
、
・
二
昌
銅
一
愚
・
頭
・
己
序
『
§
の
『
呼
云
ｅ
ａ
２
高
・
殉
・
席
二
三
一
「
二
・
い
・
｛
旨
」
３
１
－
．

ぐ
。
『
円
》
『
一
（
一
ｍ
二
二
冊
鱈
・
巨
己
」
鐸
・
少
雰
・
目
一
省
『
円
声
目
」
Ｃ
シ
二
三
：
ユ
ニ
コ
泥
・
富

（
昭
）
第
一
草
案
九
七
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
宮
こ
い
：
皀
國
・
肇
・
○
・
厘
．
一
）
。

両『⑫＠剤＆星・〔壱の一のご命「三三目のの『【一睡『こ「一晩二侭『〔「「ず・すの『・毛ｏｌｏｌ】⑲『１侭、三目頭・一い」の『この一昂「砲一コ⑩ニョョ：碩旦の⑳毛一「天一一信一一命ゴミ一一一：㈱曰一［」の冒

冠
『
天
一
等
【
の
ゴ
ミ
一
一
一
：
浜
一
・
一
二
）
：
屋
昏
：
「
・
目
一
警
深
急
一
一
の
。
ａ
の
テ
（
ず
３
国
・
一
〕
二
恥
一
・
鉱
ｃ
一
切
己
一
・
三
一
一
一
⑦
冨
淵
『
天
一
畦
『
：
妬
ゴ
ー
〔
ず
（
氣

口
の
三
一
一
一
。
。
罪
①
「
天
一
蝕
『
：
祠
一
の
こ
の
こ
：
｜
）
、
三
二
平
：
：
こ
の
冒
ご
「
｝
》
鰯
一
】
ｍ
「
元
『
◎
廓
『
：
『
｜
；
一
斎
一
一
豊
「
Ｆ
四
ｍ
【
顧
一
一
［
・

罰
一
一
一
１
句
ヨ
ロ
『
訂
す
①
『
の
言
⑲
『
：
『
一
肝
吻
弄
。
一
一
蕊
巨
『
Ｆ
色
嘘
一
・
毛
の
一
・
守
鼻
・
弓
の
宛
『
・
房
一
睡
【
・
“
・
盲
｛
吊
己
⑩
月
一
ヶ
巾
烏
冒
両
冒
で
（
壁
・
儒
「
言
『
陳
｝
星
」
の
。
⑩
。
『
の
：
．

一旦月三「一六ｍヨ①ヨヨ“一一の已序「二応。ぐの「［「“宛ず旨：甑・毛の一匂夛のロの『訂一く。『曽辰器一割二．天１句「ｏ酵一【】ぬ天⑩一己の「三一一一・二琢命『云一（一「目頭：碩目Ｚ冑一一〒

の『言一一Ｅご掴ユ⑥『」■『筥扇の。扇国ゴーの胃の■ぐの『一》「一一局ゴ旨。、閥巨の『沙、〔Ｎ⑪己疲のゴ■す（ず弩［句・

ロ
の
ぐ
・
『
の
・
ず
『
一
（
（
９
１
冊
唖
・
目
旦
倭
シ
｜
》
塚
・
「
－
．
１
の
己
云
の
旨
の
シ
ロ
：
ご
二
宮
。
天
・
竃
３
．
１
句
『
氏
目
》
｛
菅
晦
愈
『
」
の
『
三
一
一
一
ｍ
．
⑫
の
『
云
一
叫
『
自
碩
」
の
ご
冨
冒
顕
の
｜
こ
の
『

ご
ｇ
：
一
．
索
ニ
ョ
ョ
目
昶
旦
研
乏
一
『
【
一
一
（
寺
の
二
三
一
一
一
目
⑰
目
冒
一
命
目
毎
『
弄
一
壁
『
【
３
三
一
一
一
の
二
百
コ
。
一
応
。
」
。
「
【
：
ゴ
の
ご
曰
巨
匡
の
。
＆

（
ｕ
）
第
一
草
案
一
七
七
九
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
宮
屋
召
：
〔
写
『
借
．
二
・
一
吊
箪
『
ｇ
・
ロ
、
輌
の
笛
ョ
〔
目
冨
昌
の
『
一
・
一
一
の
ご
筥
昌
】
望
『
孫
『
一
一
、
可
８

９
協
厨
ケ
ロ
・
一
］
言
『
二
蜜
鋤
Ｐ
Ｅ
の
。
弄
の
元
の
一
。
｝
］
・
切
具
罰
向
う
「
の
。
｝
）
（
・
Ｚ
の
こ
こ
『
亘
・
Ｚ
・
『
シ
巨
脇
圏
、
の
■
の
「
’
一
コ
】
⑪
ｇ
・
己
『
Ｐ
）
。

両
勗
一
コ
Ｐ
．
、
ニ
ョ
ョ
一
一
一
宛
一
ニ
コ
の
『
一
句
同
（
至
三
貢
：
く
の
邑
嘱
目
函
こ
の
『
二
一
「
【
一
一
、
ゴ
の
言
一
一
一
・
二
の
吻
属
『
ｓ
｜
；
の
『
⑫
ヨ
ー
【
こ
の
ョ
。
『
云
一
叫
『
一
目
三
一
一
一
の
。
ご
一
つ
宮
屋
。
『
：
．
⑳
。
－
銅
一

旦
一
句
一
句
［
㈱
君
一
一
一
一
胃
く
の
『
｛
荷
目
、
昌
向
ゴ
（
一
ｍ
・
ロ
一
命
く
（
）
『
胃
云
『
一
一
（
：
」
研
幼
爵
・
」
研
⑫
ヨ
シ
一
）
工
・
ぬ
‐
二
二
ａ
」
研
⑰
ｇ
｛
ヨ
ュ
の
。
【
の
旨
の
シ
コ
竃
の
己
目
Ｐ
ｇ
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（
応
）
第
一
草
案
九
九
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
二
碇
（
一
首
・
蜑
・
四
・
ｐ
・
臣
』
）
。

両［⑰①＠山。。□一句目【｝】二の。く。【⑫ロゴ『一｛希。」のめゆ②、「（一『ａｎ一】二ｍ侭この『傍の盲句コユ句夛「一一一句己、の『云一艶『二．晩一望、②一二ｍ・毛句皀ゴーの。】（］『一一の一】⑱『《｜の『蘭一ケの二

祠『○ケの司色テ『一蝕脇樹弄の一（製』『Ｆ四叩（｛酢一一〔・

『
盤
一
一
一
」
ｃ
ョ
ご
『
ず
巾
匠
の
『
国
月
田
四
写
『
｜
肝
⑫
一
ｍ
天
⑮
一
【
２
『
炉
色
の
（
》
一
馬
一
（
・
一
一
命
天
命
一
『
】
⑦
、
『
○
烹
一
⑫
（
》
⑫
○
汀
｛
（
の
（
ユ
の
『
い
の
一
ケ
の
ユ
⑱
ョ
詞
『
員
）
蔵
】
損
の
『
（
ご
『
⑫
ｏ
盲
二
目
路
『
既
一
言

□
一
の
く
《
》
『
鷺
一
】
『
曰
｛
一
ｍ
己
」
の
⑰
】
・
巨
口
旦
唖
・
シ
ゲ
碗
・
｛
ヨ
ユ
曾
云
の
一
二
の
シ
ご
字
『
⑦
ご
」
巨
口
碩
一
夢
『
３
コ
こ
の
『
両
ヨ
ョ
｛
》
冒
顕
①
『
」
⑦
『
】
閂
『
『
［
ず
巨
目
云
目
三
の
Ｃ
二
の
『
天
の
三
一
＄
『
】
三
二
口
一
命
・
亘

（
応
）
三
○
二
く
Ｐ
色
・
密
・
○
・
里
．
、
．
ｍ
・
ｓ
ｌ
念
（
く
、
一
・
三
巨
且
：
》
型
・
塾
．
。
．
■
１
．
９
，
．
塁
ｌ
圏
）
・

（
灯
）
第
一
草
案
九
六
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
岳
：
。
・
犀
一
・
箪
・
○
・
・
国
（
一
・
］
）
。

両
冒
⑫
や
守
・
・
同
旨
閃
巨
。
】
ｍ
｝
○
写
句
冒
の
ご
ｏ
『
ね
①
。
◎
ヨ
ョ
の
。
の
勿
幻
の
、
写
辰
に
⑦
い
の
一
】
竺
二
竺
昌
の
一
］
二
和
・

一
二
》
『
』
す
、
一
く
（
］
『
曰
廼
一
戸
目
の
」
の
い
い
○
ず
句
ご
顕
の
い
、
プ
望
｛
の
ゆ
く
（
）
己
《
｜
①
二
毛
ｍ
『
［
の
一
の
。
」
一
句
向
『
『
一
句
夛
冒
。
碇
の
－
．
筋
段
。
」
の
『
①
己
冗
、
の
旨
い
、
の
い
の
云
叫
｛
局
⑰
ケ
図
す
い
一
向
ゴ
ー
蜜
・
歩
《
）

ず句⑫ニョョ（ｍ一向シューの⑦皇【一ｍ【＆（Ｓｃ駕价色ゴーの『の．司命、一二侭の砂、｜】趾（局⑰。：云旦のロ｛辱『ユ儲②の一ケの、の一『のコユ、ロぐｃ『い、｝】『一（肩二・二

こ
れ
に
対
し
て
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
七
条
一
項
は
、
・
・
三
一
一
『
」
の
旨
の
二
「
一
一
一
毎
．
蛎
徳
「
云
一
萱
三
ｍ
．
」
一
の
の
旨
ロ
ョ
：
１
句
『
目
昶
の
宛
の
。
ｇ
の
『
蜑
一
昌
巨
、
⑦
一
》
ロ
ー
吻
【
・
昌
一
【
二
句
め
い
目
囚
二
く
の
『
，

鋺
｛
｛
一
コ
（
一
三
珍
褒
の
：
「
Ｎ
Ｃ
日
⑫
○
ず
の
ヨ
包
肩
毎
ｍ
ｍ
｝
）
の
己
・
吻
・
一
い
【
吻
一
の
三
句
云
［
一
元
。
．
．
と
規
定
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
第
一
繭
案
九
六
条
一
項
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
七
条
一
項
と

は
異
な
り
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
適
用
し
う
る
余
地
を
残
し
て
い
る
、
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、
三
ｃ
｛
－
ご
①
・
》
一
・
謬
・
○
・
・
壷
（
一
・
Ｊ
．
ｍ
・

念
（
ぐ
元
一
・
三
皀
堀
（
一
一
三
・
四
・
四
・
○
・
巴
。
⑨
．
⑪
・
遭
）
は
、
第
一
草
案
九
六
条
が
終
意
処
分
（
遺
言
）
に
対
し
て
も
適
用
さ
れ
う
る
か
否
か
に
つ
き
、
「
［
第
一
草

案
］
九
六
条
は
こ
の
場
合
［
被
相
続
人
が
不
正
を
行
な
う
た
め
に
遺
言
を
受
け
る
者
と
手
を
組
ん
だ
場
合
］
に
適
川
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仮
装
行
為
が

終
意
処
分
に
際
し
て
ど
こ
ま
で
生
じ
う
る
か
は
決
定
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
一
、
と
述
べ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
第
一
草
案
が
遺
言
に
対
し
て
も
同
案
九
六
条
の

適
用
可
能
性
を
肯
定
す
る
の
は
、
「
意
思
教
説
」
か
ら
の
当
然
の
帰
結
と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
ぐ
函
一
・
国
［
の
一
ョ
嘩
目
・
ワ
ー
の
丙
侭
（
》
一
二
農
の
鋺
偏
一
一
筆
（
の

三
］
向
ご
グ
ミ
Ｅ
『
（
の
旨
の
航
、
写
【
、
⑪
『
一
胃
穿
の
口
（
印
。
：
同
ず
こ
の
テ
の
⑩
｛
（
】
『
［
－
勇
Ｃ
ｍ
Ｅ
門
夛
。
宛
の
一
句
与
凶
第
「
里
（
の
『
『
一
房
一
一
（
屋
や
Ｐ
⑫
．
『
｛
｛
．

ロ
第
二
委
員
会

一
八
九
○
年
一
二
月
四
日
、
連
邦
参
議
院
は
、
第
一
委
員
会
に
お
い
て
確
定
し
た
第
一
草
案
を
第
二
読
会
に
付
す
こ
と
、
こ
の
目
的
の

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

’
四
一

量
、
一
一
三
畠
、
：
ｍ
烏
い
ゆ
ヨ
シ
訂
・
』
．
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
四
二

た
め
に
二
二
名
（
後
に
一
一
四
名
）
の
委
員
か
ら
成
る
第
二
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
、
等
々
を
決
議
し
た
。
そ
う
し
て
、
第
一
草
案
は
一

八
九
一
年
四
月
一
日
か
ら
一
八
九
五
年
一
一
一
月
二
七
日
に
か
け
て
第
二
委
員
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
審
議
の
成
果
は
、
編
纂

（
１
）
 

委
員
会
（
宛
の
：
百
・
コ
い
【
・
目
曰
一
切
ｍ
一
・
口
）
に
お
い
て
編
纂
さ
れ
た
後
、
第
一
一
草
案
と
し
て
公
表
さ
れ
た
。
更
に
ま
た
、
こ
の
第
一
一
草
案
は
、

一
八
九
五
年
五
月
六
日
か
ら
同
年
六
月
一
九
日
の
間
に
第
二
委
員
会
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
後
、
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
再
度
修
正
さ
れ
、

（
２
）
 

同
年
一
○
月
一
一
一
日
第
二
委
員
会
に
お
い
て
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
。
そ
う
し
て
、
最
終
的
に
確
定
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
修
正
第
一
一
草
案
は
、

同
年
一
○
月
二
二
日
帝
国
宰
相
に
上
呈
さ
れ
、
更
に
帝
国
宰
相
か
ら
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。
以
下
、
主
と
し
て
第
二
委
員
会
の
議

（
３
）
 

事
録
に
よ
り
つ
つ
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
第
一
一
委
員
会
の
議
論
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

ロ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
お
よ
び
非
真
意
表
示

ま
ず
、
総
則
編
●
中
の
意
思
表
示
諸
規
定
を
起
草
す
る
に
際
し
て
、
第
二
委
員
会
は
、
前
述
の
第
一
委
員
会
に
お
け
る
と
異
な
り
、
「
意

思
教
説
》
言
一
一
一
の
。
且
。
、
日
。
震
も
こ
れ
に
反
対
す
る
信
頼
原
則
葛
ぐ
の
目
同
目
の
ロ
自
陣
〆
一
日
の
（
向
「
悪
日
ご
ぬ
い
【
す
の
。
『
一
の
）
巨
も
重
大
な
変
容
な
し
に
は

貫
徹
さ
れ
え
な
い
、
ま
た
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
右
の
一
一
つ
の
法
理
：
ヨ
局
・
１
の
震
に
対
し
て
そ
の
い
ず
れ
を
も
肯
定
的
に
評
価
し
な
い
で
、

（
４
）
 

問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
て
こ
れ
を
個
別
に
考
察
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
」
、
と
い
う
こ
と
に
一
致
し
た
。

そ
う
し
て
次
に
、
こ
の
こ
と
に
基
づ
き
第
二
草
案
の
意
思
表
示
諸
規
定
が
総
則
編
中
に
起
草
さ
れ
た
の
だ
が
、
こ
の
う
ち
の
「
心
裡
留
保

（
狭
義
）
」
規
定
（
第
二
草
案
九
一
条
）
と
非
真
意
表
示
に
関
す
る
規
定
（
同
案
九
三
条
．
九
七
条
）
お
よ
び
そ
れ
ら
に
対
す
る
第
二
委
員
会
の

立
場
は
大
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

⑪
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と

「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
に
餌

（。。）

に
関
す
る
第
一
一
草
案
九
一
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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「
意
思
表
示
は
、
表
意
者
が
表
示
し
た
こ
と
を
欲
し
な
い
旨
を
内
心
に
留
保
し
た
と
し
て
も
、
有
効
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
手
方

あ
る
意
思
表
示
は
、
相
手
方
が
そ
の
留
保
を
知
っ
て
い
る
と
き
に
は
、
無
効
で
あ
る
。
」

第
二
委
員
会
は
第
一
草
案
九
五
条
の
内
容
を
実
質
的
に
は
変
更
す
る
こ
と
な
く
採
用
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
右

の
九
五
条
一
文
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
対
す
る
異
論
は
出
さ
れ
ず
、
「
な
ん
ぴ
と
も
自
己
の
害
意
ご
」
・
’
二
ｍ
＆
を
援
用
し
て
当
該
の

（
６
）
 

意
思
表
示
を
失
効
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
」
、
と
い
う
こ
と
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
第
一
一
委
員
会
は
、
こ
の
こ
と
を
明
文
化
す

る
必
要
が
な
い
の
は
原
則
と
し
て
「
信
頼
原
則
」
の
立
場
に
立
つ
こ
と
に
し
た
場
合
の
み
だ
か
ら
、
前
述
の
ご
と
く
意
思
表
示
の
効
力
に

関
し
て
「
意
思
教
説
」
に
も
「
信
頼
原
則
」
に
も
従
わ
な
い
こ
と
に
し
た
本
委
員
会
に
お
い
て
は
こ
の
こ
と
を
明
文
化
す
る
必
要
が
あ
る

と
し
て
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
規
定
を
明
文
化
し
て
い
る
。
次
に
、
第
一
草
案
九
五
条
二
文
の
規
定
に
つ
い
て
も
、
第
二
委
員
会
は
第

一
草
案
の
『
理
由
轡
」
中
で
述
べ
た
と
こ
ろ
と
実
質
的
に
同
じ
に
考
え
る
か
ら
、
第
二
草
案
九
一
条
二
文
は
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
の

み
に
関
す
る
規
定
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
第
二
委
員
会
の
議
事
録
が
仮
装
行
為
（
虚
偽
表

示
）
と
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と
の
差
異
を
説
明
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
仮
装
行

為
に
お
い
て
は
、
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
が
当
然
に
前
提
と
さ
れ
、
欺
岡
の
意
図
が
専
ら
第
三
者
に
対
し
て
向
け
ら
れ
、
相
手
方

弓
こ
の
『
：
こ
の
『
の
ゴ
）
の
】
’
９
の
仮
装
の
認
識
が
行
為
の
本
質
を
な
し
、
か
か
る
行
為
の
無
効
が
意
思
教
説
に
従
っ
て
生
ず
る
の
に
対
し
て
、

『
心
裡
留
保
（
狭
義
）
』
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
に
お
い
て
も
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
も
生
じ
る

こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
な
さ
れ
た
意
思
表
示
は
原
則
と
し
て
有
効
で
あ
り
、
表
示
受
領
者
薯
」
の
『
屏
日
已
醸
。
碇
の
「
こ
の
『
向
『
六
一
蝕
『
目
、
震
が

（
７
）
 

そ
の
意
思
欠
峡
二
三
一
一
一
の
ご
喚
日
§
ぬ
の
一
震
を
偶
然
に
知
っ
た
と
き
の
み
例
外
的
に
無
効
と
な
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

②
非
真
意
表
示

追
贈
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）

四
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第
二
委
員
会
は
、
第
一
草
案
九
七
条
一
項
の
内
容
を
是
認
し
、
第
一
草
案
九
七
条
四
項
に
つ
い
て
は
第
二
草
案
九
七
条
一
項
但
書
に
一

致
す
る
限
り
で
こ
れ
を
是
認
し
、
第
一
草
案
九
七
条
二
項
お
よ
び
同
案
三
項
を
否
定
し
た
。
そ
う
し
て
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
る
第
二
委

員
会
の
議
事
録
の
説
明
は
大
略
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
委
員
会
は
、
ま
ず
、
重
過
失
に
よ
り
な
さ
れ
た
非
真
意
表
示
を

有
効
視
す
べ
き
で
は
な
い
と
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
害
意
（
９
．
一
こ
い
）
と
重
過
失
（
２
一
目
一
画
旨
）
と
は
大
き
く
異
な
り
、
害
意
あ
る
表

意
者
が
言
質
を
取
ら
れ
る
の
は
当
然
の
報
い
だ
が
、
表
意
者
に
欺
岡
の
意
図
が
な
い
場
合
に
は
そ
の
よ
う
に
解
す
べ
き
で
は
な
い
、
更
に

ま
た
、
重
過
失
と
軽
過
失
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
る
。
そ
う
し
て
、
次
に
、
非
真
意
表
示
を

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
四
四

（
８
）
 

次
に
、
非
真
意
表
一
水
に
関
係
す
る
第
二
草
案
九
一
一
一
条
お
よ
び
同
案
九
七
条
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

九
三
条
「
真
意
で
な
い
意
思
表
示
は
、
真
意
の
欠
映
が
知
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
予
期
し
て
な
さ
れ
た
と
き
は
、
無
効
で
あ

るし
◎、=プ

ー

九
七
条
「
意
思
表
示
が
九
三
条
に
よ
り
無
効
で
あ
る
と
き
ま
た
は
九
四
条
［
錯
誤
規
定
］
お
よ
び
九
五
条
［
不
真
正
な
伝
達
に
関

す
る
規
定
］
に
よ
り
取
消
さ
れ
た
と
き
、
表
意
者
は
、
表
示
が
相
手
方
に
対
し
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
者
に
対
し
、
そ
の
他
の

場
合
に
は
す
べ
て
の
第
三
者
に
対
し
、
こ
れ
ら
の
者
が
意
思
表
示
を
有
効
と
信
じ
た
こ
と
に
よ
り
被
っ
た
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
損
害
賠
償
は
、
意
思
表
示
が
有
効
で
あ
る
と
き
に
相
手
方
ま
た
は
第
三
者
が
取
得
す
る
利
益
の
額
を
越
え
な

な
ら
な
い
。
た
』

い
も
の
と
す
る
。

フ
Ｃ
Ｏ
」

前
項
の
損
害
賠
償
義
務
は
、
被
害
者
が
無
効
ま
た
は
取
消
の
原
因
を
知
り
ま
た
は
過
失
に
よ
り
知
ら
な
か
っ
た
〈
知
り
う
べ
か
り

）
と
き
に
は
生
じ
な
い
。
九
五
条
の
場
合
、
損
害
賠
償
義
務
は
、
伝
達
の
不
真
正
が
不
可
抗
力
に
基
づ
く
と
き
に
も
排
除
さ
れ
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②
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

第
二
委
員
会
は
、
終
意
処
分
（
遺
言
）
に
お
い
て
は
生
前
行
為
に
お
け
る
よ
り
も
「
意
思
教
説
」
が
一
層
徹
底
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

（
９
〉

い
、
と
の
第
一
草
案
の
原
則
自
体
に
対
し
て
は
、
一
般
論
と
し
て
で
は
あ
る
も
の
の
こ
れ
に
異
論
も
な
く
従
う
こ
と
に
し
た
。
そ
う
し
て

続
い
て
、
第
二
委
員
会
は
遺
言
と
総
則
編
中
の
意
思
表
示
諸
規
定
（
第
二
草
案
九
一
条
以
下
）
と
の
関
係
い
か
ん
に
つ
き
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合

を
具
体
的
に
考
察
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
そ
れ
ぞ
れ
の

（
、
）

効
力
の
あ
り
方
に
対
す
る
第
二
委
員
会
の
立
場
を
見
る
こ
と
に
す
る
。

⑪
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言

「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
つ
き
第
二
委
員
会
に
お
い
て
は
、
第
一
草
案
の
立
場
に
賛
成
し
て
こ

れ
を
無
効
視
す
る
立
場
は
少
数
説
と
な
り
、
第
一
草
案
の
立
場
に
反
対
し
て
こ
れ
を
有
効
視
す
る
立
場
の
方
が
多
数
説
と
な
っ
た
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
一
べ
つ
し
て
お
く
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
一
べ
一

㈹
有
効
説
の
論
拠
。

無
効
視
す
べ
き
こ
と
か
ら
出
発
す
る
な
ら
、
真
意
で
な
い
こ
と
に
つ
き
善
意
・
無
過
失
の
第
三
者
が
意
思
表
示
の
有
効
性
を
信
頼
し
て
損

害
を
被
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
行
為
を
誘
発
し
た
表
意
者
に
対
し
て
そ
の
過
失
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
損
害
賠
償
義
務
を
負
わ
す
の
が

適
当
で
あ
る
、
と
述
べ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
点
に
お
い
て
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
に
お
け
る
場
合
と
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示

に
お
け
る
場
合
と
を
異
な
る
法
的
処
理
に
服
さ
し
め
る
十
分
な
法
的
根
拠
が
存
し
な
い
か
ら
、
非
真
意
表
示
を
な
し
た
表
意
者
は
、
「
表

示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
お
よ
び
第
三
者
が
善
意
・
無
過
失
で
あ
る
限
り
、
そ
の
者
に
対
し
て
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

る
｡ 

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
二
。
完
）
（
村
田
）

一
四
五
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な
わ
ち
、
》

存
し
な
い
。

法
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巻
第
一
号

一
四
六

、
、
、
、

ａ
問
題
と
な
る
事
例
は
、
無
効
説
・
有
効
説
の
い
ず
れ
の
立
場
も
認
め
る
よ
う
に
、
極
め
て
稀
（
叫
呂
の
『
の
庁
の
の
一
【
の
ロ
）
で
あ
る
。
し
か

も
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
証
明
は
非
常
に
困
難
で
、
こ
の
こ
と
は
、
裁
判
官
の
面
前
で
遺
言
を
作
成
す
る
場
合
に
は
（
第
一
草
案
一

九一四条．一九一五条↓第二草案一一○九九条↓ＢＧＢ二一一一一一一条。ただし、現在では廃止されて』型）、被相続人がその作成の
、
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ま
さ
に
そ
の
時
点
に
お
い
て
（
鴇
『
“
」
：
ロ
『
Ｎ
の
】
ａ
の
『
両
目
】
・
ず
日
息
）
表
示
に
反
す
る
意
思
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
だ
か
ら
、
特
に
そ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
有
効
説
を
採
っ
て
も
特
段
の
弊
害
は
存
し
な
い
。

ｂ
遺
言
の
自
由
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
顧
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
す

な
わ
ち
、
被
相
続
人
に
は
遺
言
を
玩
ぶ
よ
う
な
（
昌
一
二
の
百
三
一
一
一
一
館
の
。
ぐ
の
爵
胆
目
、
の
冒
晒
２
－
，
冊
『
日
島
の
口
吻
の
旨
の
で
】
の
一
目
【
息
一
ヶ
の
ロ
）
権
限
は

ｃ
し
か
も
、
被
相
続
人
は
「
心
裡
留
保
（
狭
義
亘
を
援
用
し
え
な
く
と
も
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
ま
た
、
も
し
右
援
用

を
肯
定
す
る
な
ら
、
こ
の
こ
と
は
遺
言
に
お
け
る
撤
回
の
方
式
に
関
す
る
諸
規
定
に
抵
触
す
る
こ
と
に
も
な
る
。

ｄ
遺
言
を
第
二
草
案
九
一
条
一
文
の
適
用
範
囲
か
ら
除
外
す
る
の
は
望
ま
し
く
た
い
ば
か
り
か
非
常
に
疑
わ
し
い
。
け
だ
し
、
も
し

除
外
す
れ
ば
遺
言
の
効
力
を
否
認
（
シ
コ
｛
の
。
亘
目
、
）
す
る
機
会
が
一
層
多
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

ｅ
外
形
上
暇
疵
の
な
い
遺
言
で
あ
れ
ば
か
か
る
遺
言
に
よ
り
相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
者
は
そ
れ
だ
け
で
遺
産
の
占
有
が
認
め
ら
れ
る
、

（
吃
）

と
い
う
規
定
で
も
も
し
あ
る
の
な
ら
、
か
か
る
遺
一
一
一
一
口
の
効
力
を
否
認
す
る
者
が
道
一
一
一
一
口
の
無
効
を
証
明
し
う
る
ま
で
、
右
指
定
相
続
人
は
、

被
相
続
人
の
遺
産
を
占
有
し
う
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
限
り
で
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
し
か
し
、
本
草
案
に
は
右
指
定
相
続

人
の
た
め
の
こ
の
よ
う
な
一
般
的
保
護
手
段
は
存
し
な
い
。

口
無
効
説
の
論
拠
。
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ｃ
贈
与
と
遺
言
と
が
類
似
す
る
と
の
指
摘
は
、
贈
与
に
対
し
て
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
規
定
を
適
用
し
て
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ

に
よ
る
贈
与
を
有
効
視
す
る
こ
と
が
非
常
に
疑
わ
し
い
と
い
う
こ
と
を
考
慮
の
外
に
置
い
た
と
し
て
も
、
是
認
さ
れ
え
な
い
。

ｄ
表
意
者
に
自
己
の
害
意
を
援
用
さ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
原
則
も
、
遺
言
に
お
い
て
は
顧
慮
さ
れ
な
い
。
け
だ
し
、
意
思
の
欠

映
を
援
用
し
て
い
る
の
は
表
意
者
た
る
被
相
続
人
で
は
な
く
し
て
そ
の
相
続
人
ま
た
は
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
で
あ
り
、
し
か
も
、
彼
等

は
被
相
続
人
の
権
利
で
は
な
く
し
て
自
己
の
権
利
を
主
張
し
て
い
る
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
書
に
記
戦
さ
れ
た
の
と
は

反
対
の
意
思
が
被
相
続
人
に
存
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
の
遺
言
を
そ
の
記
載
の
と
お
り
に
有
効
視
す
る
な
ら
、
表
意
者
た
る
被
相

続
人
に
対
す
る
制
裁
で
は
な
く
遺
言
書
に
記
載
さ
れ
な
か
っ
た
者
で
被
相
続
人
の
真
意
に
従
え
ば
当
該
の
相
続
財
産
を
受
け
た
で
あ
ろ
う

者
に
対
す
る
制
裁
と
な
り
、
そ
の
た
め
に
、
不
当
な
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
。

ｅ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
規
定
（
第
二
草
案
九
一
条
）
の
適
用
を
受
け
る
事
例
が
非
常
に
稀
で
、
し
か
も
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」

自
体
の
証
明
も
困
難
で
あ
る
、
と
有
効
説
は
主
張
す
る
が
、
こ
の
主
張
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
に
よ
る
遺
言
を
有
効
と
す
べ
き
か
否

遺
蝋
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
四
七

ａ
第
二
草
案
九
一
条
は
－
１
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
意
思
表
示
を
有
効
視
し
て
「
意
思
教
説
」
か
ら
の
帰
結
に
対
す
る
例
外
を

定
め
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
取
引
の
安
全
へ
の
顧
慮
と
い
う
特
別
の
理
由
に
よ
る
も
の
だ
か
ら
、
非
取
引
行
為
た
る
遺
言
に
「
心
裡
留

保
（
狭
義
）
」
規
定
（
同
案
九
一
条
）
を
適
用
し
て
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
の
は
適
切
で
な
い
。

ｂ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
が
無
効
と
さ
れ
た
場
合
に
、
も
し
当
該
の
遺
言
の
有
効
性
を
信
頼
し
て
更
に
別
の
法
律
行
為

が
締
結
さ
れ
た
な
ら
、
恐
ら
く
第
一
草
案
二
○
九
一
条
（
相
続
人
指
定
の
取
消
に
際
し
て
右
取
消
以
前
に
当
該
の
指
定
相
続
人
と
取
引
関
係
に
人

（
⑬
）
 

っ
た
善
意
の
第
三
者
を
保
麺
す
る
た
め
に
右
指
定
相
続
人
は
相
続
人
と
み
な
さ
れ
る
）
の
規
定
が
こ
の
場
〈
ロ
に
準
用
さ
れ
、
そ
の
第
三
者
は
保
護

さ
れ
て
よ
か
ろ
う
。
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②
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

第
二
委
員
会
は
、
非
真
意
表
示
の
効
力
い
か
ん
に
つ
き
、
表
意
者
の
過
失
の
有
無
・
程
度
お
よ
び
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
・
第
三

者
の
信
頼
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
無
効
と
な
す
こ
と
に
し
た
（
第
二
草
案
九
三
条
ｌ
た
だ
し
、
同
案
九
七
条
に
よ
り
、
表
懲
者

は
善
意
・
無
過
失
の
「
表
示
受
領
者
」
［
相
手
方
］
・
第
三
者
に
対
し
て
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
負
う
）
。
そ
う
し
て
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
つ
い
て
も
、
第
二
委
員
会
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
に
お
け
る
よ
う
な
激
し
い
議
論
を
行
な
わ
ず
、
こ
れ

を
無
効
と
な
す
こ
と
に
意
見
の
一
致
を
見
た
。
ま
た
、
第
二
草
案
九
七
条
を
遺
言
に
対
し
て
適
用
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
第
二
委

員
会
は
、
こ
の
規
定
が
遺
言
に
対
し
て
適
合
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
そ
の
適
用
を
否
定
し
、
且
つ
、
こ
の
点
に
つ
き
特

法
学
志
林
第
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十
八
巻
第
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号

一
四
八

か
の
問
題
を
決
定
す
る
際
の
決
め
手
と
な
ら
ず
、
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
こ
の
問
題
に
つ
き
何
も
規
定
し
な
い
で
放
渥
す
る
こ
と
の
理
由
と

な
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
規
定
は
と
も
か
く
も
通
則
的
性
格
を
有
す
る
の
だ
か
ら
、
こ
こ
で
こ
の
問
題
を
放

置
し
て
お
く
の
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。

ｆ
第
一
草
案
の
立
場
に
従
う
な
ら
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
を
否
認
（
シ
ロ
｛
の
・
ず
曰
昌
）
す
る
機
会
が
よ
り
多
く

な
る
、
と
有
効
説
は
懸
念
す
る
が
、
こ
の
懸
念
は
理
由
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

ｇ
第
一
草
案
が
模
範
と
し
た
普
通
法
学
に
お
い
て
、
無
効
説
に
対
す
る
何
ら
の
異
論
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
な
審
議
を
経
た
後
に
採
決
に
入
っ
た
第
二
委
員
会
に
お
い
て
は
、
有
効
説
の
方
が
多
数
を
占
め
た
の
で
、
第
一
委
員
会
の

立
場
（
無
効
説
）
と
は
反
対
に
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
第
二
草
案
九
一
条
一
文
に
よ
り
有
効
視
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
、

第
一
草
案
一
七
七
九
条
の
ご
と
き
も
「
心
裡
留
保
（
狭
義
ご
と
の
関
係
で
は
存
置
す
べ
き
で
な
い
も
の
と
し
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
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以
上
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
そ
れ
ぞ
れ
の
効
力
の
あ
り
方
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
立
場

に
つ
い
て
、
連
邦
参
議
院
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
第
一
委
員
会
お
よ
び
第
二
委
員
会
で
の
審
議
を
中
心
に
概
観
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
第
二

（
旧
〉

委
員
会
で
起
草
さ
れ
た
第
二
草
案
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
い
わ
ゆ
る
修
正
第
二
草
案
と
し
て
確
定
さ
れ
た
上
で
、
連
邦
参
議
院
に
提
出
さ

れ
、
更
に
、
司
法
委
員
会
（
］
口
②
二
Ｎ
目
…
百
口
）
で
の
修
正
を
受
け
た
後
、
’
八
九
六
年
一
月
一
六
日
に
連
邦
参
議
院
に
お
い
て
可
決
さ

（
腿
）

れ
た
。
更
に
ま
た
、
こ
の
草
案
は
、
帝
国
司
法
省
（
幻
の
】
・
亘
口
吻
〔
菌
ヨ
ー
）
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
覚
書
（
Ｆ
ロ
房
・
声
『
旨
）
と
共
に
い
わ
ゅ

（
Ⅳ
）
 

る
第
一
一
一
草
案
と
し
て
同
年
一
月
一
七
日
に
帝
国
議
会
（
幻
の
旨
｝
〕
：
、
）
に
提
出
さ
れ
た
の
だ
が
、
覚
書
に
お
い
て
も
、
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
（
第
三
草
案
一
一
二
条
）
に
よ
る
遺
言
は
有
効
、
非
真
意
表
示
（
第
三
草
案
一
一
四
条
）
は
遺
言
を
も
含
め
て
お
よ
そ
無
効
、
と
解
さ
れ

（
咽
）

て
い
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
第
三
草
案
は
、
帝
国
議
会
を
通
過
し
た
後
、
同
年
七
月
一
四
日
連
邦
参
議
院
で
も
可
決
さ
れ
、
同
年
八
月
二

四
日
に
公
布
さ
れ
た
後
、
一
九
○
○
年
一
月
一
日
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
し
て
施
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

に
明
文
の
規
定
を
要
し
な
い
、
と
の
立
場
を
採
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
第
二
委
員
会
は
、
非
真
意
表
示
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
第
一
草
案

一
七
七
九
条
を
存
置
す
べ
き
で
な
い
と
し
て
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
第
二
草
案
九
三
条
に
よ
り
端
的
に
無
効
と
し
、
且
つ
、
表
意

者
の
信
頼
利
益
の
賠
償
義
務
に
つ
い
て
も
殊
更
に
こ
の
点
に
つ
き
規
定
す
る
ま
で
も
な
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
こ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
に

（
Ⅲ
）
 

し
た
の
で
あ
る
。

（
１
）
両
二
一
｝
三
】
『
（
の
一
コ
⑰
韮
崖
匡
『
、
の
【
一
一
の
汀
目
の
、
的
の
百
ヶ
色
ｎ
コ
⑫
｛
（
）
『
□
農
Ｐ
Ｅ
〔
荻
の
一
局
宛
の
一
ロ
ラ
・
Ｚ
：
ゴ
ー
、
。
、
｝
の
⑰
、
ゴ
一
房
晩
の
ロ
【
一
①
『
幻
①
」
四
宍
二
○
冨
云
ｏ
ヨ
ョ
ー
裟
一
（
】
己
・
凶
乏
の
一
一
の
Ｆ
の
切
目
Ｆ

鈩
巨
｛
②
ョ
一
一
一
（
】
｜
扇
ぐ
の
『
首
一
場
巨
息
・
】
ｇ
←
ｌ
］
＄
中
。

（
２
）
瞬
こ
う
盲
『
｛
句
冒
の
⑫
国
『
昶
の
『
一
一
爲
訂
。
。
⑱
協
一
苦
巨
ｏ
す
い
｛
唇
『
」
画
の
ロ
》
Ｅ
ｍ
ｂ
壺
句
宛
の
一
：
－
Ｎ
：
一
一
の
［
為
溺
：
ぬ
く
】
９
ｍ
》
の
Ｃ
ｍ
・
国
閂
『
⑦
ご
・
）
．

（
３
）
で
『
。
【
Ｃ
笄
。
｜
一
の
」
の
『
宍
○
ヨ
ョ
鬮
一
◎
。
「
戸
】
『
【
』
》
、
リ
ミ
①
』
｛
①
Ｆ
の
⑰
巨
浸
：
⑫
同
コ
ラ
ミ
色
『
「
⑫
二
鴎
、
（
一
『
恩
『
’
一
○
一
】
⑩
『
】
（
汁
切
の
【
凶
す
Ｅ
○
房
・
旨
】
鈩
具
［
『
潟
の
旦
句
⑫
宛
の
一
句
ず
い
Ⅱ
］
臣
⑰
二
目
目
【
の

ず
２
『
ず
の
一
（
の
一
こ
◎
二
Ｃ
『
・
労
の
三
一
一
の
⑪
》
［
嵜
呵
。
（
い
の
ず
ぎ
『
」
色
コ
ユ
ロ
『
・
切
属
一
】
早
の
岸
匡
の
。
Ｅ
］
」
冒
丙
息
一
⑫
（
⑦
『
ず
」
・
・
】
⑭
②
『
’
一
窓
垣
・

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）

’
四
九
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三
三
『
」
こ
こ
『
。
’
】
」
色
皷
⑭
自
安
、
ご
頤
の
い
、
寺
箪
［
、
ヨ
ロ
ヨ
ユ
句
『
⑦
⑫
宛
の
、
守
屋
、
の
鷺
三
詮
一
一
ご
巾
『
」
の
向
云
（
。
⑩
○
ケ
の
、
【
旨
】
ヨ
【
ゆ
。
、
穿
旦
一
ｍ
（
豊
一
二
ｍ
六
ｍ
一
一
目
一
同
テ
ユ
、
。
｛
陣
『
ユ
②
い
く
の
『
‐

ユ
の
、
天
（
の
丙
⑱
つ
う
厨
頭
句
⑫
の
壺
嘩
（
（
、
の
一
（
：
」
⑰
ロ
く
ｃ
『
い
う
ユ
｛
〔
２
．
．
．

（
８
）
第
一
一
草
案
九
三
条
お
よ
び
同
案
九
七
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
二
二
且
目
・
色
・
毎
．
○
・
ｍ
こ
・
】
）
。

国
扇
ｇ
牝
：
両
冒
の
皇
（
》
一
二
ｍ
『
。
巴
一
一
句
ず
、
⑦
ョ
⑥
冒
冨
言
一
一
一
の
二
筋
『
云
一
壁
『
目
据
・
』
一
の
ご
」
の
『
向
『
乏
色
『
｛
二
コ
、
型
ず
い
の
円
肩
。
弱
『
】
『
」
》
」
危
『
三
目
鴇
－
１
①
『
両
目
、
三
ｃ
二
口
】
岸
：
『
二
の

。
局
夛
【
ぐ
⑮
『
弄
色
二
二
［
｝
そ
の
『
」
の
ロ
。
－
砂
｛
コ
ユ
、
ゴ
ー
ね
。
。
ｃ

両
国
噸
②
可
・
』
砿
一
行
一
コ
⑱
一
二
三
①
。
⑫
、
『
弄
一
畔
『
巨
二
、
弓
：
写
嘩
①
迺
三
、
一
三
館
。
」
の
『
口
巨
｛
の
『
ロ
コ
ユ
ユ
の
『
嘩
婬
』
一
・
℃
、
囚
夛
、
の
｛
。
、
盲
の
。
。
⑰
Ｃ
訂
（
二
の
『
同
『
云
一
凶
『
の
ど
こ
Ｐ
尋
の
皀
冒
」
一
の
両
【
‐

云
一
叫
『
目
、
の
旨
の
ヨ
ン
コ
ニ
の
『
の
ロ
顕
の
頭
巾
目
ケ
⑥
『
：
２
，
８
の
室
尹
室
『
・
ユ
ー
①
い
、
『
ゴ
・
目
」
⑦
『
：
（
色
一
一
い
］
８
句
目
Ｃ
『
旨
の
ご
烏
。
〃
知
一
国
《
一
の
。
割
三
国
碗
⑱
［
Ｎ
の
。
》
乏
巾
－
９
の
ゴ
骨
『
‐

い
の
一
ケ
、
」
、
』
Ｅ
『
の
う
の
『
一
の
昼
の
〔
・
旦
四
②
、
『
昌
】
「
ユ
ー
の
⑦
辱
一
［
猪
六
句
】
【
」
⑦
『
向
『
江
叫
『
巨
旨
、
こ
の
『
一
『
言
】
二
国
一
・
一
＄
』
。
、
ラ
ョ
、
旨
⑤
ず
⑥
『
ユ
目
、
｝
句
【
『
色
、
ユ
の
⑰
旨
（
の
『
①
助
隠
ゆ
三
目
扇
・

二
三
の
－
，
》
の
い
」
の
『
席
一
ヶ
。
■
ロ
」
、
【
○
皇
二
ｍ
六
ｍ
一
一
こ
の
『
両
『
云
一
壁
『
色
ご
晒
壺
②
【
・

ロ
一
の
⑰
○
一
三
二
＄
。
認
『
圏
（
Ｎ
ロ
｛
一
一
の
宮
［
『
冒
三
の
う
［
の
三
・
毛
３
ヨ
ユ
の
『
口
の
⑫
ｎ
ケ
凶
ユ
一
頭
【
①
」
の
己
。
『
巨
言
」
」
の
『
Ｚ
】
、
一
】
二
ｍ
宍
⑱
一
戸
ｃ
」
の
『
シ
ニ
（
胃
一
二
一
】
雪
『
表
の
一
｛
云
邑
コ
ヨ
の
○
ユ
の
『
冒

司
Ｃ
ｌ
元
⑮
ご
Ｃ
ご
「
蝕
云
『
｜
凶
い
い
諄
の
一
戸
己
の
｜
】
｜
秀
ヨ
コ
（
の
（
宍
の
二
二
の
己
冒
巨
Ｐ
（
の
）
・
再
三
『
聖
一
一
の
二
研
迩
②
、
一
い
｛
ユ
ー
⑦
、
の
云
四
」
の
。
⑪
の
『
⑫
ロ
肩
口
｛
一
一
、
宮
口
色
の
壷
旦
回
己
ロ
②
こ
い
、
の
⑫
、
与
一
Ｃ
認
①
Ｐ

乏
自
コ
ユ
ー
の
己
。
『
－
，
盲
蒟
云
①
｜
〔
」
⑩
『
ど
の
一
】
の
『
ョ
三
の
一
二
．
堀
－
す
『
①
。
。
『
臣
ニ
ニ
ヨ
ゲ
ぴ
う
①
『
の
『
（
》
の
諄
『
毎
一
一
二
三
（
．
ｇ

（
９
）
勺
『
Ｏ
Ｓ
宍
ｏ
ｌ
ｌ
Ｐ
少
・
色
・
○
・
堅
・
画
・
の
・
急
（
く
、
一
・
三
厘
且
目
・
画
・
蟄
・
○
・
・
田
・
Ｐ
の
・
圏
、
〉
・

（
、
）
勺
『
。
（
Ｃ
天
○
一
一
句
・
色
・
色
．
。
；
屋
．
、
．
⑫
．
怠
’
盆
（
ぐ
、
一
・
三
巨
砲
」
：
．
四
・
四
・
○
・
・
ｍ
逗
・
、
．
ｍ
・
田
⑪
１
ｍ
ｇ
）
・

（
ｕ
）
Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
二
三
一
条
は
、
裁
判
官
ま
た
は
公
証
人
の
面
前
で
な
す
普
通
方
式
の
公
の
遺
言
を
認
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
一
九
三
八
年
七
月
三
一
日
の

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
五
○

（
４
）
句
『
Ｃ
ｓ
寿
。
｜
一
Ｐ
壁
・
毎
．
○
・
・
ｍ
塵
」
。
ｍ
・
農
（
ぐ
函
一
・
三
己
且
菖
・
色
・
色
・
○
８
国
」
】
．
⑫
『
］
（
》
）
。

（
５
）
第
二
草
案
（
以
下
、
国
『
と
略
称
す
る
）
九
一
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
畠
（
』
：
・
醤
・
毬
．
。
・
・
田
・
】
）
。

同
国
⑫
②
一
ｍ
ｇ
同
旨
の
二
一
一
一
一
⑦
。
⑫
の
『
云
一
酢
『
巨
曰
、
誘
一
嗅
二
二
子
邑
二
、
ゴ
ミ
句
二
コ
」
ｑ
同
『
云
一
野
の
弓
旦
の
玖
討
一
】
一
コ
異
の
安
の
一
ョ
く
Ｃ
『
ず
①
シ
、
一
一
句
ゴ
ゴ
具
・
」
罵
嗣
『
云
一
謎
『
一
ｍ
三
、
言
副
巨
乏
。
一
一
の
。
．

□
『
の
両
『
云
一
詮
『
こ
こ
爽
一
、
こ
＆
◎
の
う
昌
○
旨
一
甲
手
「
の
二
二
浜
一
命
の
一
コ
の
ヨ
シ
ゴ
」
の
『
の
己
碩
の
碩
自
毎
ケ
の
『
、
言
巨
、
の
一
）
の
コ
ミ
ェ
『
臣
コ
ニ
ユ
一
ｍ
ｍ
の
『
」
：
こ
○
『
す
の
一
国
一
一
訂
二
員
の
・
罠

（
６
）
で
『
。
（
Ｃ
再
Ｃ
ｌ
－
Ｐ
色
・
色
．
。
．
。
■
二
」
。
⑪
．
②
△
（
ぐ
函
一
・
三
色
碩
旦
色
早
Ｐ
②
．
。
・
・
頤
」
・
」
。
ｍ
・
『
】
。
）
．

（
７
）
で
『
。
Ｓ
天
・
’
’
何
．
塵
・
“
・
○
・
田
・
】
．
②
．
②
『
（
く
宛
｜
・
冨
匡
逼
自
・
画
・
四
・
○
・
・
厘
・
』
．
、
。
。
］
）
。
な
お
、
本
章
本
節
曰
の
註
（
５
）
参
照
。
以
下
、
参
考
ま
で
に
、

仮
装
行
為
に
関
す
る
第
二
草
案
九
一
一
条
の
原
文
を
挙
げ
て
お
く
（
出
典
は
、
冨
巨
且
自
・
色
．
。
・
○
・
厘
．
］
）
。

岡
二
⑫
②
凹
汕
今
・
同
旨
の
、
⑥
硯
⑩
再
二
ケ
①
【
、
胃
の
ヨ
シ
コ
ユ
の
『
の
。
四
ケ
Ｎ
兵
頭
の
す
の
ロ
」
①
ご
く
】
一
一
ｍ
扇
の
『
云
一
欧
『
目
。
平
ユ
ー
の
ヨ
ー
（
ユ
の
②
い
の
口
同
旨
く
の
厨
【
凶
ヨ
ユ
ニ
一
軍
『
旨
『
霊
ニ
ョ
の
、
ラ
の
旨
①
色
す
、
巾
殖
、
す
①
。

岡
二
⑫
②
隙
。
・
同
旨
の
、
⑥
碩
句
再
島
’

二
三
一
『
」
・
厨
二
二
斤
ゴ
ー
、
。
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｜
迫
言
法
」
（
○
伶
席
一
劃
二
房
『
」
一
⑱
両
『
『
》
・
一
］
【
：
ぬ
く
○
．
弓
馴
一
蜜
冒
の
三
の
。
Ｅ
］
」
両
『
す
ぐ
の
『
〔
『
儲
目
）
四
条
に
移
行
し
、
更
に
、
一
九
五
三
年
一
一
一
月
五
日
の
「
民
法
の
領
域
に

お
け
る
法
律
の
統
一
再
建
法
」
（
○
冊
の
［
：
こ
『
三
一
句
１
ｍ
「
一
一
の
『
鋺
一
の
’
一
三
］
ぬ
烏
『
。
§
［
；
⑦
一
コ
テ
の
一
旨
一
二
一
１
ｍ
三
（
汁
亘
鳥
旦
研
目
『
ぬ
。
『
一
一
・
ず
の
。
元
円
夛
一
切
）
に
よ
り
再
び
民
法

典
に
戻
っ
た
。
し
か
し
、
’
九
六
九
年
八
月
一
一
八
日
の
証
轡
作
成
法
（
儒
巨
『
百
己
目
頭
⑳
函
§
旨
）
に
よ
り
、
裁
判
官
の
面
前
で
な
す
遺
言
は
廃
止
さ
れ
、
ま
た
、

公
証
人
の
面
前
で
な
す
遺
言
は
公
証
人
の
署
名
を
必
要
と
す
る
自
筆
証
書
遺
言
と
な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
（
以
上
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
三
目
・
一
詩
・
ヨ
ョ
ー

Ｆ
の
一
己
Ｃ
一
二
・
Ｆ
陸
．
Ｃ
・
・
圧
・
Ｐ
同
旨
一
句
目
ロ
中
国
。
・
弓
－
台
・
叩
』
『
１
９
を
参
照
し
た
）
。

（
吃
）
こ
の
よ
う
な
法
制
度
が
採
用
さ
れ
て
い
た
時
期
お
よ
び
場
所
に
つ
い
て
の
記
述
は
第
二
委
員
会
の
田
『
・
８
戸
○
一
一
⑥
に
お
い
て
特
に
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で

あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ー
マ
法
に
お
い
て
市
民
法
上
の
銅
お
よ
び
街
に
よ
る
遺
言
（
一
旦
色
目
：
盲
目
ロ
の
『
画
困
の
ニ
コ
ゲ
『
蟹
ョ
）
と
い
う
厳
格
な
方
式
を
簡
略
化
し
た
も

の
と
し
て
遺
言
轡
に
よ
る
通
産
占
有
（
ず
。
冨
・
『
ロ
ヨ
目
②
⑫
§
一
：
円
：
ニ
ニ
ョ
冒
盲
一
爵
）
の
制
度
が
存
在
し
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
に
つ
き
船

田
博
士
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
キ
ヶ
ロ
の
こ
ろ
す
で
に
、
法
務
官
は
そ
の
告
示
に
、
法
定
数
の
証
人
の
追
啓
が
あ
る
迫
言
街
に
よ
っ
て

相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
者
の
た
め
に
、
か
か
る
遮
言
轡
の
規
定
に
よ
っ
て
遺
産
の
占
有
（
｜
）
《
）
。
。
『
巨
冒
で
：
３
の
一
・
脇
目
。
：
目
百
百
一
警
峻
）
を
付
与
す
べ
き
こ
と

を
規
定
し
、
の
ち
、
告
示
は
か
か
る
遺
産
占
有
付
与
の
要
件
と
し
て
、
遺
言
の
作
成
に
立
会
っ
た
五
人
の
証
人
と
一
人
の
家
産
鯛
買
者
お
よ
び
秤
持
ち
と
に
該

当
す
る
七
人
の
証
人
が
封
織
し
た
遺
言
轡
〈
［
困
冨
ョ
：
Ｅ
ョ
⑳
８
房
冒
鋺
－
，
．
房
吻
曾
画
冒
目
）
の
提
出
を
規
定
し
た
。
す
な
わ
ち
、
法
務
官
は
、
現
実
に
銅
と
秤
の

行
為
お
よ
び
そ
れ
に
つ
づ
く
遺
言
人
の
言
明
と
い
う
方
法
で
遺
言
が
作
成
さ
れ
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、
か
か
る
手
続
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
同
一
の
遺
言
書

を
提
出
す
る
者
に
一
応
遺
産
を
占
有
さ
せ
た
。
法
務
官
の
か
か
る
規
定
の
股
初
の
目
的
は
、
遺
言
に
よ
っ
て
相
続
人
に
指
定
さ
れ
た
者
の
た
め
に
、
遺
言
が
適

法
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
の
証
明
を
容
易
に
す
る
に
あ
り
、
か
か
る
遺
言
書
を
提
出
す
る
者
を
占
有
者
と
し
て
有
利
な
立
場
を
と
ら
せ
、
こ
れ
を
争

う
相
手
方
に
右
の
遺
言
の
無
効
を
す
る
証
明
す
る
賢
任
を
負
わ
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
例
え
ば
、
相
手
方
が
市
民
法
上
の
相
続
人
と
し
て
、
遮

言
鱒
に
よ
る
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
迫
産
の
占
有
を
取
得
し
た
者
に
対
し
て
、
か
か
る
遺
言
慨
が
現
実
に
鋼
と
秤
の
行
為
を
せ
ず
に
作
成
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
…
…
［
た
］
と
き
は
、
遺
産
占
有
者
の
占
有
は
剥
奪
さ
れ
る
に
至
る
べ
く
、
か
か
る
占
有
は
実
効
を
伴
わ
ぬ
占
有
で
あ
っ
た
」
（
省

略
は
引
用
者
）
、
と
（
同
．
ロ
ー
マ
法
第
四
巻
く
改
版
〉
二
八
○
’
二
八
一
頁
［
岩
波
習
店
・
一
九
七
一
年
〈
昭
和
四
六
年
〉
ｌ
初
版
は
一
九
四
四
年
〈
昭

和
一
九
年
〉
］
）
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
法
上
、
遺
言
書
に
よ
る
迫
産
占
有
の
制
度
に
お
い
て
は
七
人
の
証
人
が
封
印
を
な
し
て
い
れ
ば
当
該
の
遺
言
は
一
応

有
効
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
第
二
委
員
会
は
こ
の
制
度
を
念
頭
に
お
い
て
い
た
、
と
推
測
す
る
こ
と
は
一
応
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
遺
言

書
に
よ
る
遺
産
占
有
に
つ
い
て
は
、
そ
の
他
に
も
、
例
え
ば
、
三
巳
『
守
田
」
患
い
｛
。
『
－
２
二
三
『
。
：
、
二
○
二
ｓ
〔
汀
勺
『
】
く
貝
①
Ｆ
一
一
毛
・
一
元
◎
三
Ｐ
】
屋
③
七
℃
・
唖
ｇ
ｌ

（
、
）
第
一
草
案
二
○
九
一
条
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
出
典
は
、
三
亘
且
：
．
。
・
・
・
ｐ
・
屋
・
、
）
。

遮
剛
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

ｇ
】
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一

五
一
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〈
Ｍ
）
な
お
、
第
一
草
案
一
七
七
九
条
が
錯
誤
に
よ
る
終
意
処
分
（
遺
言
）
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
を
も
規
定
し
て
い
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
言
し
て
お

く
な
ら
、
第
二
委
員
会
は
、
詐
欺
・
強
迫
に
よ
る
終
意
処
分
（
遺
言
）
を
取
消
し
う
べ
き
も
の
と
な
す
第
一
草
案
一
七
八
○
条
の
規
定
と
右
の
一
七
七
九
条
中

の
錯
誤
に
関
す
る
部
分
と
を
合
併
さ
せ
る
形
で
第
二
草
案
一
九
五
一
条
を
規
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
二
委
員
会
は
、
第
一
草
案
一
七
七
九
条
に
つ
い
て

は
、
錯
誤
に
関
す
る
部
分
の
み
を
存
歴
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
右
の
第
二
草
案
一
九
五
一
条
は
Ｂ
Ｃ
Ｂ
二
○
七
八
条
に
引
き
継
が
れ
て
現

在
に
至
っ
て
い
る
。
以
下
に
、
こ
の
第
二
草
案
一
九
五
一
条
の
原
文
を
挙
げ
て
お
く
（
出
典
は
、
三
巨
魁
目
・
鰹
・
“
，
○
・
・
田
．
、
）
。

口唇⑫一℃、】、二両ヨの一①【Ｎ［三一一一ｍのくのユロ、巨曰、云凹曰。ｍ自館の『。、言の。三句『」の己・８矛「の芦【｜の『向『一》一ｍ】場①『毎ケ、『」の弓三ケ色一［い①旨の『因『六一壁『巨己砠一ヨー『『二三ョの

瑁
目
『
Ｃ
」
①
『
の
旨
の
丙
『
弄
一
甥
『
自
己
宛
監
願
耐
閂
ロ
ラ
ロ
｜
〔
の
⑩
ロ
ケ
⑥
『
訂
こ
つ
『
三
句
寺
一
色
ｅ
頭
の
ケ
句
。
｛
ご
Ｃ
ｌ
｜
［
⑥
巨
口
」
四
日
目
■
、
ニ
ョ
の
己
一
望
・
身
Ｐ
の
『
旦
冷
同
『
六
一
蝕
『
Ｅ
曰
碇
ケ
⑥
』
【
の
昌
冒
屋

号
『
⑩
肖
云
｜
農
の
ョ
。
安
［
色
厨
⑯
、
；
の
国
冒
す
①
冒
白
『
二
応
・

□
色
⑪
。
一
旦
の
斎
四
一
【
・
８
三
ｍ
胃
こ
の
『
向
『
ず
一
色
路
の
『
Ｎ
こ
こ
句
『
ぐ
の
ユ
毎
ｍ
こ
こ
、
」
こ
『
同
一
】
」
一
命
一
『
『
肩
①
シ
コ
園
ゴ
ョ
句
。
」
の
『
固
『
二
四
『
【
巨
己
、
こ
の
峨
両
ご
一
『
一
一
房
⑩
ｃ
ユ
の
『
三
一
句
ゴ
【
‐

の
一
コ
｜
『
一
一
一
輯
の
ヨ
の
、
ロ
ョ
⑪
国
口
」
の
⑫
。
』
①
『
事
「
こ
の
『
『
巾
、
一
二
一
胃
テ
ユ
こ
『
、
テ
ロ
『
◎
安
巨
己
疽
ケ
⑮
⑫
ニ
ョ
】
ヨ
ラ
ミ
【
》
『
ユ
毎
．
国
・

ロ
の
ぐ
。
『
⑫
９
【
】
（
｛
ｇ
」
①
ゆ
ゆ
①
『
「
一
コ
」
の
ロ
色
色
（
一
句
［
制
［
策
「
三
ｍ
の
く
の
『
言
、
二
弓
馬
己
云
の
ざ
の
シ
ご
宗
「
２
旦
巨
二
ｍ
．
：

な
お
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
二
○
七
八
条
は
、
右
の
第
二
草
案
一
九
五
一
条
一
項
お
よ
び
二
項
の
文
言
を
幾
つ
か
修
正
し
、
且
つ
、
右
の
一
九
五
一
条
三
項
を
３
つ
一
①

く
。
『
切
ら
『
一
｛
【
：
」
の
⑫
⑫
』
旧
「
コ
コ
ニ
の
。
天
の
旨
、
シ
ヲ
ご
ｇ
：
局
・
農
と
修
正
し
た
他
は
、
右
の
一
九
五
一
条
と
同
一
で
あ
る
。

（
応
）
修
正
第
二
草
案
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
規
定
（
同
案
一
一
二
条
）
お
よ
び
非
真
意
表
示
規
定
（
同
案
一
一
四
条
）
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
の
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
規
定
（
同
一
一
六
条
）
お
よ
び
非
真
意
表
示
規
定
（
同
一
一
八
条
）
と
同
一
で
あ
る
（
く
昶
一
・
巨
巨
風
呂
・
Ｐ
Ｐ
Ｃ
・
・
巴
』
）
。

（
肥
）
［
）
：
云
叩
：
『
】
（
（
目
冒
祠
コ
ー
ミ
巨
匙
の
旨
の
⑪
■
写
『
、
⑮
『
一
一
号
の
言
。
の
認
一
鵠
盲
】
（
盲
己
の
ケ
⑩
｛
」
『
印
一
シ
己
一
息
①
己
・
屋
冨
・

（〃）丙昌謨『こ『（の旨のい■ご『ぬの『一一。｝】の。ｏのいの［Ｎずこの訂（］②唾Ｐ元⑦一口｜］の芝（》『一『一天の。。」の『』・向昌乏巨『｛］元ｍ－Ｄｌ】皷一蟄畷」『Ｐ】の蚕：》のＺ『・錘ヨユ⑱『の①いい一Ｃ。］⑬②ｍへ

』
ｇ
『
）
．
な
お
、
第
三
草
案
の
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
規
定
（
同
案
一
一
二
条
）
お
よ
び
非
真
意
表
示
規
定
（
同
案
一
一
四
条
〉
も
ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
の
そ
れ
と

同
一
で
あ
る
（
ぐ
ぬ
一
・
三
巨
召
：
・
・
・
“
・
○
・
・
田
・
】
）
。

（
旧
）
［
汀
。
云
い
の
ゴ
『
】
（
【
》
四
・
四
・
○
・
》
⑫
．
】
『
ｌ
』
⑪
（
ぐ
函
一
・
三
巨
且
：
・
・
・
毎
．
○
・
・
厘
』
・
叩
・
函
旨
１
ｍ
ｇ
）
。

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
五
二

国
⑰
⑬
（
）
望
、
言
『
巴
①
旨
の
同
『
す
の
旨
駕
－
２
．
殖
：
｛
の
、
冒
冨
『
・
８
函
一
一
【
」
の
『
の
言
い
鼠
色
壁
⑪
両
『
ず
①
菅
二
目
。
」
一
句
シ
ご
庁
、
冒
目
、
⑪
『
ず
一
頤
二
ｍ
（
・
ヨ
シ
コ
潟
テ
臣
．
昶
号
『
一
ョ
⑫
唾
ｓ
ゴ

ー
）
盾
の
一
つ
テ
コ
⑦
［
：
．
ご
Ｃ
コ
ー
テ
ョ
・
烏
「
一
ラ
ョ
爽
愚
の
。
ｇ
の
『
く
Ｃ
『
二
の
『
シ
『
］
（
円
一
二
二
．
腕
く
。
『
天
：
Ｃ
ヨ
ョ
目
９
丙
月
ラ
【
渦
ｍ
ｍ
Ｃ
颪
［
扇
曽
］
○
皀
．
甑
（
：
１
級
□
『
一
（
［
：
ロ
ー
吻

同
『
序
・
鼠
躯
の
一
己
の
コ
コ
・
含
い
い
」
句
『
厚
冒
：
こ
『
際
一
一
二
”
「
ぐ
《
）
『
。
醤
ニ
ョ
の
；
幻
・
・
言
い
；
・
嵐
｛
扁
莨
一
句
シ
コ
詩
、
。
〔
ｇ
『
声
色
【
こ
の
『
向
『
す
の
三
ｍ
の
肩
自
、
に
⑦
天
国
【
昌
一

豈琵（・◆←
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ゴ
リ
ロ
ロ
０
口
『
■
‐
『
Ｉ
ｐ
Ｆ
●
・
Ｐ
■
・
二
Ｆ
ひ
△
Ｐ
■
‐
■
「
１
Ｊ
‐
‐
Ｐ
■
■
■
・
田
■
ロ

通
説
に
よ
れ
ば
、
受
領
を
要
し
●
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
は
同
一
一
六
条
一
一
文
の
適
用
を
受

保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
は
同
条
一
文
に
従
っ
て
常
に
有
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
‐

た
め
に
挙
げ
た
論
拠
は
、
遺
言
が
受
領
を
要
し
●
な
い
意
思
表
示
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
他
に
は
、

〈００ｓ）

拠
っ
て
立
つ
論
拠
』
と
同
・
じ
で
あ
る
。

②
少
数
説

⑩
二
六
条
二
文
適
用
な
い
し
類
推
適
用
説
（
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説
）

右
の
通
説
と
は
異
な
り
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
す
べ
き
場
合
が

あ
る
、
と
主
張
す
る
学
説
が
少
数
な
が
ら
も
特
に
近
時
の
有
力
説
と
し
て
登
場
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
学
説
は
、
右
の
二
六
条

二
文
に
つ
き
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
が
考
え
た
よ
う
に
、
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
場

合
に
は
「
相
手
方
を
欺
岡
し
あ
る
い
は
侵
害
す
る
可
能
性
が
存
し
な
い
」
こ
と
を
顧
慮
し
て
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
も
、

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
〉

’
五
三

ま
ず
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
）
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
を
見
る
な
ら
、

こ
れ
に
つ
い
て
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

曰
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言

の
通
説
（
有
効
説
）

第
二
節
学
説

一
六
条
二
文
の
適
用
を
受
け
る
余
地
が
存
し
な
い
か
ら
、
「
心
裡
留

ろ
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、
通
説
が
こ
の
帰
結
を
正
当
化
す
る

》
と
い
う
こ
と
の
他
に
は
、
第
二
委
員
会
の
多
数
説
た
る
有
効
説
の
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右
の
通
説
お
よ
び
同
一
一
六
条
二
文
適
用
な
い
し
類
推
適
用
説
の
両
者
は
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
し
う
る
こ

と
を
全
面
的
に
か
部
分
的
に
か
肯
定
す
る
立
場
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
か
か
る
遺
言
を
全
面
的
に
無
効
視
す
る
有
力
な
少
数
説
が

（
４
）
 

Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
比
較
的
早
く
か
ら
登
場
し
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
学
説
の
挙
げ
る
論
拠
ｌ
そ
れ
は
直
接
的
・
基
本
的
に
は
右
の
通

説
の
方
を
念
頭
に
置
い
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
ｌ
を
要
約
す
る
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈹
遺
言
が
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
だ
と
い
う
の
な
ら
、
直
接
の
受
領
者
な
る
者
の
存
在
を
認
め
る
余
地
は
存
せ
ず
、
し
た
が
っ

て
、
受
適
者
保
護
の
必
要
性
の
ご
と
き
も
の
も
存
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
説
（
有
効
説
）
は
、
「
受
領
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る

こ
と
」
を
強
調
し
て
遺
言
に
つ
き
同
一
一
六
条
二
文
の
適
用
を
排
除
し
、
結
果
的
に
受
適
者
を
保
護
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
点
で
、

（
５
）
 

首
尾
一
貫
し
た
態
度
を
採
っ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。

⑰
被
相
続
人
が
、
自
己
の
相
続
財
産
を
執
勧
に
求
め
る
偕
称
相
続
人
か
ら
の
一
時
逃
れ
の
方
便
と
し
て
、
そ
の
者
を
単
独
相
続
人
に

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
五
四

当
該
表
示
（
例
、
懸
賞
広
告
）
に
基
づ
い
て
権
利
を
取
得
す
る
者
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
場
合
に
は
、
右
の

（
２
）
 

一
一
六
条
二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
し
て
こ
れ
を
無
効
視
す
べ
き
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
学
説
が
道
一
一
一
一
口
、
特
に

日
本
民
法
の
包
括
遺
贈
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
相
続
人
指
定
遺
言
に
対
し
て
も
右
の
二
六
条
二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
さ
せ
る
べ
き
だ

（
３
）
 

と
考
え
て
い
る
か
否
か
は
必
ず
し
も
直
接
に
は
明
ら
か
で
な
い
。
し
か
し
、
も
し
こ
の
学
説
が
こ
の
こ
と
を
肯
定
す
べ
き
だ
と
解
し
て
い

る
と
し
た
な
ら
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
相
続
人
指
定
遺
言
は
、
相
続
人
と
指
定
さ
れ
た
そ
の
者
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に

つ
い
て
善
意
で
あ
れ
ば
同
一
一
六
条
一
文
に
よ
り
有
効
、
反
対
に
悪
意
で
あ
れ
ば
同
条
二
文
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

②
一
一
六
条
非
適
用
説
（
無
効
説
）
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指
定
す
る
旨
の
自
筆
証
書
遺
言
を
作
成
し
て
交
付
し
た
が
、
そ
の
直
前
か
直
後
か
に
、
真
実
に
は
そ
の
よ
う
に
意
図
せ
ず
に
僧
称
相
続
人

か
ら
の
一
時
逃
れ
の
方
便
と
し
て
そ
う
し
た
に
す
ぎ
な
い
と
表
示
し
て
い
た
か
表
示
す
る
場
合
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
当
該
の
遺
言
は
、
同

二
六
条
二
文
の
適
用
を
受
け
る
余
地
が
存
し
な
い
か
ら
、
同
条
一
文
に
従
い
有
効
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
帰
結
は
妥
当

㈹
同
二
六
条
は
、
取
引
の
安
全
の
要
請
に
基
づ
き
表
意
者
の
意
思
よ
り
も
表
示
に
対
す
る
信
頼
を
保
護
す
る
規
定
で
あ
る
。
し
か

し
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
が
存
在
せ
ず
、
表
意
者
（
被
相
続
人
）
の
意
思
が
決
定
的
だ
か
ら
、
同
条
は
適
用

（
７
）
 

生
ご
れ
圭
仏
い
。

ロ
被
相
続
人（
８
）
 

と
は
な
り
層
え
な
い
。

㈱
同
一
一
六
条
一
一
文
〈
「
表
示
受
領
者
」
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
知
っ
て
い
る
場
合
の
規
定
）
、
同
二
七
条
（
仮
装
行
為
規
定
）
お
よ

び
同
一
一
八
条
（
非
真
意
表
示
規
定
〉
か
ら
、
受
適
者
を
原
則
と
し
て
顧
慮
し
な
い
こ
と
に
し
、
法
的
効
果
を
欲
す
る
意
思
（
冗
句
Ｃ
宮
路
の
｜
‐

一
臣
。
ぬ
い
昌
一
一
の
）
な
し
に
な
さ
れ
た
遺
言
は
効
力
を
有
し
な
い
（
目
菖
『
穴
の
“
ョ
）
、
と
の
命
題
を
導
び
き
出
す
こ
と
の
方
が
こ
れ
を
有
効
視
す

（
９
）
 

る
よ
り
も
一
層
適
切
で
あ
る
。

（
６
）
 

で
圭
処
い
。

次
に
、
非
真
意
表
示
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
一
八
条
・
一
一
一
一
一
条
）
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
を
見

る
な
ら
、
か
か
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
こ
と
に
反
対
す
る
学
説
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
う
し
て
、
学
説
は
、
総
則
編
の
通
則
性
が
Ｂ
Ｇ

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

’
五
五

〔二〕

非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

（
遺
言
者
）
に
よ
る
遺
言
の
撤
回
可
能
性
も
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
し
え
な
い
こ
と
の
理
由
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
五
六

Ｂ
上
前
提
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
う
形
式
的
な
論
拠
の
他
に
は
、
特
段
の
論
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
挙
げ

た
論
拠
を
そ
の
実
質
的
な
論
拠
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
学
説
は
一
般
に
、
遺
言
に
お
い
て
は
保
護
す
べ
き

「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
が
存
し
な
い
こ
と
に
基
づ
き
、
善
意
・
無
過
失
の
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
お
よ
び
第
三
者
に
対
す
る
信

頼
利
益
の
賠
償
義
務
を
表
意
者
に
課
す
こ
と
を
定
め
た
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
二
二
条
を
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
に
つ
い
て
適
用
す
べ
き
で
な
い
と

し
て
、
錯
誤
に
よ
る
遺
言
に
つ
い
て
同
一
二
二
条
の
適
用
を
否
定
す
る
こ
と
を
定
め
た
同
一
一
○
七
八
条
三
項
を
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

に
対
し
て
類
推
適
用
さ
せ
、
こ
の
点
に
お
い
て
も
起
草
者
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る
。

（
１
）
例
え
ば
、
同
且
句
冒
：
二
・
Ｆ
の
冒
す
ロ
・
一
】
（
｛
⑯
泌
屡
「
、
、
「
一
一
・
芹
。
勾
巾
・
胃
⑩
》
『
・
シ
ロ
｛
一
・
》
臣
．
⑭
．
Ｃ
僅
峻
向
『
ご
『
の
同
三
・
一
ｇ
Ｐ
ｍ
・
唖
冨
も
の
】
ぬ
の
『
》
困
自
旦
盲
ロ
プ
ュ
の
⑫
弓
、
⑪
国
‐

冒
巾
貝
禺
印
、
冒
幼
・
］
翼
）
悼
・
⑫
．
⑭
』
②
ｎ
月
扇
島
ョ
、
『
》
□
四
⑫
国
睦
『
ぬ
⑰
『
｜
》
ｎ
字
の
宛
の
、
穿
一
罰
］
や
◎
い
の
。
『
◎
舎
穴
『
の
高
い
、
ゴ
ヨ
国
『
・
ロ
勝
同
『
ず
『
円
｝
】
一
」
ゐ
い
［
）
の
員
切
向
穿
の
。
、
酢
『
頭
⑩
『
一
】
ｎ
ケ
目

（
溺
溺
の
冒
冒
、
ず
い
壹
巳
】
Ｐ
⑫
・
馬
１
９
亜
乏
の
、
①
『
・
◎
陽
両
『
ず
『
⑩
、
可
【
ユ
の
⑰
切
身
頭
ｑ
一
一
会
目
。
の
⑫
の
〔
い
す
臣
。
旨
［
眸
『
」
爵
□
⑱
三
⑫
〔
ず
、
幻
の
一
向
寺
》
］
圏
］
。
ｍ
・
屋
口
少
ご
目
・
斧
⑫
ロ
ケ
の
【
・

向
『
ず
『
の
、
ず
（
・
忌
呂
。
⑫
．
い
い
》
囚
曰
【
｛
の
『
・
切
辱
『
徳
の
『
一
一
島
の
⑩
丙
の
、
宮
・
向
『
ず
【
の
：
【
・
坤
・
少
巨
一
・
・
］
畠
Ｐ
ｍ
・
閂
『
釦
Ｐ
Ｃ
巾
三
①
ヨ
ミ
図
『
［
円
・
伊
島
『
云
○
ヨ
ョ
目
白
『
２
曰
】
塵
胃
、
、
『
一
コ
、
一
】
：

（
〉
⑪
賂
一
割
ｓ
員
戸
口
」
・
Ｐ
向
『
ず
『
月
旨
・
］
息
Ｐ
⑪
．
Ｂ
》
で
一
：
【
、
天
》
い
【
Ｃ
ヨ
ョ
ー
『
一
色
」
四
・
四
・
○
・
・
国
」
・
口
⑫
．
⑭
②
今
Ｆ
の
【
］
己
・
一
二
・
弓
の
、
訂
ョ
の
三
ｍ
『
の
、
ゴ
【
・
］
⑪
患
章
叩
・
己
②
》
Ｃ
一
の
［
Ｎ
・

向
『
ワ
月
、
盲
・
皀
這
．
⑭
。
『
い
く
．
、
一
貫
】
ユ
ー
コ
強
①
『
‐
の
①
竜
ケ
○
一
ユ
・
尻
○
目
目
：
【
閏
㈱
巨
冒
切
甦
『
照
『
一
一
号
の
．
（
評
胡
の
（
凶
ず
こ
、
ゴ
ョ
】
［
同
旨
嚢
シ
『
§
ぬ
渦
の
⑫
⑦
同
目
」
ｚ
の
す
：
、
⑰
い
の
国
の
貝
、
二
・

９
両
『
ず
同
の
ｎ
頁
》
』
・
『
の
一
一
．
臣
・
少
巨
二
・
・
］
患
』
・
扉
ョ
目
認
ｇ
『
、
》
ｇ
ご
丙
」
ロ
・
喀
今
⑫
．
『
単
］
←
く
・
『
ず
臣
『
・
［
汀
『
シ
’
一
滞
日
の
旨
句
目
①
ニ
ュ
巾
⑩
ロ
地
色
伝
○
ず
自
国
毎
『
ぬ
①
『
｜
】
向
う
①
己

宛の⑤言い席一己・鱒一一・一場『。⑪。、賀》ショゴ．ｕ亟田ロ因‐宛。”尻‐」○一】聖。。四のローロロ、口色『殖①『一一句胃（計澗の同ず巨向ゴョ】【ずの酸Ｃ曰【｜①『の円」函の『胃斎一，一二蒟戸】。、二ｍ『幻①、ゴー

厨
□
『
の
：
月
館
」
⑦
⑪
丙
の
行
扉
錯
の
１
，
｜
】
扇
：
１
１
の
⑰
口
目
こ
の
め
、
、
『
】
ｎ
ケ
届
ず
。
｛
の
⑪
（
冒
切
ｍ
・
く
・
菖
曰
肩
一
一
の
』
の
『
ロ
旦
の
⑩
印
目
色
⑩
、
硬
の
『
一
向
胃
、
安
○
［
の
⑩
）
・
局
・
缶
ｇ
一
・
・
国
１
．
９
】
・
凸
・
の
一
一
．

ご
『
一
つ
⑰
⑭
◎
『
、
丙
」
三
・
】
。
ｍ
・
今
司
呼
【
】
】
】
己
へ
Ｄ
Ｃ
ヨ
平
両
『
す
『
の
向
う
［
・
国
・
切
図
弓
．
。
】
②
『
“
・
的
・
】
雪
印
『
Ｌ
色
。
爽
巾
へ
六
○
二
①
『
》
ロ
。
■
．
シ
一
一
強
、
ョ
巾
冒
①
『
、
『
、
一
一
》
ご
ｍ
ｐ
ｍ
・
←
◎
会

同
【
目
四
目
】
‐
霞
、
ご
器
・
頭
螢
。
」
宍
Ｃ
ヨ
ョ
の
貝
色
『
：
ョ
切
含
『
、
の
『
一
一
ロ
ラ
①
二
○
の
協
一
副
官
】
●
ず
〈
可
『
終
・
『
・
国
・
曰
・
一
己
の
⑪
（
⑦
日
日
曰
ご
）
》
『
・
少
戸
】
（
｜
・
・
ご
』
】
・
園
」
・
い
く
。
『
⑫
呂
霞
カ
ュ
コ
・

］
』
。
⑫
．
届
】
烏
、
。
①
『
ぬ
①
｜
‐
口
菖
ゴ
『
：
。
、
毎
『
顕
①
『
一
一
の
言
い
。
の
、
の
冒
す
目
ロ
ゴ
目
（
国
己
「
一
二
】
『
巨
。
武
縄
の
い
⑦
同
臣
回
」
Ｚ
：
２
ｍ
の
い
の
肩
目
（
二
国
、
。
ご
・
⑫
一
：
⑦
『
［
）
・
臣
・
鈩
巨
｛
一
．
。
■
」
・
『
・

同
『
｜
】
『
の
、
｜
】
一
・
】
⑤
眉
壱
ぐ
○
『
③
』
Ｃ
②
凸
幻
ニ
ョ
・
②
・
切
乞
靭
三
ご
己
島
天
Ｃ
ヨ
ョ
ー
Ｐ
、
一
℃
。
一
旦
》
色
・
色
，
○
・
．
■
」
・
③
・
く
。
『
吻
悼
つ
詮
幻
」
。
．
、
。
ｍ
・
患
、
ｌ
雷
②
口
⑦
切
刃
の
司
云
‐
【
『
毎

ｍ
ｍ
『
‐
ｚ
】
①
一
：
」
】
己
四
ｍ
国
邑
『
鴇
【
｜
一
同
写
句
（
評
出
向
（
Ｎ
守
月
｝
】
ョ
一
一
房
⑬
ｃ
回
生
の
『
の
『
配
の
『
胃
弄
⑪
一
ｓ
二
胸
Ｐ
こ
い
」
の
『
幻
①
、
冒
切
や
【
の
、
与
巨
畠
烏
砿
宛
の
旨
一
】
切
函
の
『
胃
一
】
房
巨
ロ
」
」
の
い
国
巨
ご
」
の
⑫
、
①
【
こ
】
罵

声
ｏ
庁
⑪
（
ず
『
⑫
函
．
ご
・
三
コ
信
一
｝
の
」
の
『
二
二
の
俄
団
巨
己
」
①
猪
⑥
『
》
ロ
ゴ
｛
ゆ
ず
。
｛
の
⑫
）
・
】
⑭
。
シ
ロ
｛
｜
・
・
印
ユ
・
］
ご
］
ｇ
い
ゆ
」
］
⑤
丙
」
ロ
・
心
－
ｍ
。
⑫
．
ご
』
ｌ
】
国
》
宍
○
三
の
『
・
口
○
国
・
シ
ニ
に
①
ョ
の
旨
の
『
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『
⑤
一
一
・
国
。
ｍ
一
旦
苛
弓
屋
・
ず
（
す
の
頭
『
・
く
．
Ｆ
筥
〕
胴
・
）
・
】
ｍ
・
少
匡
｛
一
・
・
一
℃
函
》
⑫
』
農
そ
の
他
に
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
施
行
前
の
学
説
で
あ
る
が
、
第
一
一
委
員
会
に
従
う
も
の
と

して、室包一生一ｍ皀切毎『屑『一一島の⑩○の協肩ケニロワ国１．今】＄『．の．］』〕がある。なお、冨冒・二．ヨョー宍『色ョの『・由・Ｐ○・・国１」息・鈩巨｛一・・四］』①刃１．．
』
凸
『
⑫
．
。
患
・
色
・
肇
・
○
；
］
」
」
・
】
・
陣
・
少
巨
｛
一
・
・
⑫
旨
③
２
コ
・
〕
Ｐ
ｍ
・
『
ｇ
参
照
。

ち
な
み
に
、
幻
○
Ｎ
Ｓ
』
‐
目
瞠
は
、
傍
論
に
お
い
て
で
あ
る
が
、
Ｂ
Ｃ
Ｂ
’
一
六
条
二
文
・
’
’
七
条
が
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
の
み
に
つ
い
て
の
規
定

だ
か
ら
終
意
処
分
に
は
全
く
適
用
さ
れ
な
い
、
と
説
示
し
て
い
る
。

（
２
）
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
一
定
の
場
合
に
は
一
一
六
条
二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
す
べ
き
だ
、
と
な
す
学
説
中
に
お
い
て
も
、
い
か

な
る
場
合
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
か
に
つ
い
て
は
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
学
説
を
、
①
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
も
、
懸
賞
広
告
の
ご
と

く
表
示
か
ら
権
利
を
取
得
す
る
場
合
に
は
一
一
六
条
二
文
を
類
推
適
用
す
べ
き
だ
と
な
す
立
場
（
例
え
ば
、
両
『
目
：
‐
四
・
三
の
望
、
「
己
画
目
田
：
」
【
ｃ
ヨ
ョ
：
一
四
『

国巨ョ司已『碇の『｜】。｝】の胃。⑦⑬の同ケ巨向弓〔｜】『鵠．ご・罰，勺。ごく、里の日】四書〕・国ユ．】・ａ・シロ｛一・．』②『⑭ご⑫巨①カユョ⑭。⑪・田Ｃ１ｍｏの『硬の一‐室①｛の『三⑦｜】一・国辱『碩臼一一ｓ①⑩
。⑩ｍの旨ケ臣ｎコ三コ（属冒声声『自需、の患旨Ｅ】」ｚのすの息の、の訂の。。【医・】．シ一一頭の目のヨの『『巴一・旨・少巨｛｜・・】①昌・迩巨⑤宛旦皀・『亨切・』温釦ぐ。、冒巨」冒晒の『‐亘一‐
、訂『・【Ｏョ『。§厨【目ョ函摩『頭の『一一ｎ房ロ。⑩將一号巨句琴『ヨ一向旨｛ご》『巨再、渦のいの蘭ニコユヱのすの皀胆の⑰、旨の貝］陣・尹巨｛一・・』・口巨○ケシ一一頭⑥ョの旨の『『の一一．ご『Ｐ
⑫
巨
⑤
召
戸
。
、
．
②
・
巴
『
）
と
、
②
懸
賞
広
告
に
つ
い
て
（
そ
れ
に
限
定
す
べ
き
か
否
か
は
必
ず
し
Ｊ
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
）
一
一
六
条
一
一
文
を
適
用
な
い
し

類
推
適
用
す
べ
き
だ
と
な
す
立
場
（
例
え
ば
、
く
．
⑫
【
目
旦
三
ｍ
の
『
，
Ｑ
》
旨
碇
・
宍
・
冒
目
の
二
ｓ
『
副
ニ
ョ
巴
『
鴇
『
一
一
ｓ
の
ロ
〔
餅
⑦
同
ヶ
巨
・
二
【
己
［
同
旨
〔
号
２
局
、
函
の
⑩
の
同
巨
コ
ュ

ヱ
の
ず
の
。
、
の
“
⑯
肩
目
・
田
・
〕
．
シ
一
一
い
の
冒
の
旨
の
『
目
四
一
．
』
一
・
少
巳
（
｜
・
》
こ
い
『
》
亟
巨
の
幻
：
。
⑤
》
⑫
．
ｇ
心
（
な
お
、
⑫
臣
⑤
宛
含
・
Ｐ
Ｐ
⑩
。
ｓ
今
に
よ
れ
ば
、
遺
言
は
「
心
裡

留
保
（
狭
義
）
」
を
理
由
と
し
て
は
決
し
て
無
効
と
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
る
）
冷
色
一
目
」
（
‐
ェ
句
冒
『
胃
訂
・
圏
『
砲
の
『
一
一
島
の
⑪
。
①
詔
同
盲
ｎ
戸
台
．
シ
こ
｛
一
・
》
】
屋
』
．

⑫．『卑伊色ョ鷺・国（崖。シ一一砲命日①ヨの『弓の一一・⑰。シこ［一・・】患】・印・困卸団⑫『〔ずＣｌＣョの胃剖弄・陣す『の、冒壹、．シＥ「一・・】や畠．⑪．］屋』面胃ｓＣ－Ｃョご日。天‐⑫ロゴ｜昌臼・
両『ず【のロゴ［・】つ・少已（一・巳『、。⑫．］患如司一巨冒の。シ一一胸の目①旨①『弓の一一この⑫切身顕の『一胃夛の己幻のロゴ〔ｍ・回」・画一Ｃ自切幻円一二ゅ胴の間颪｛［・』・鈩臣｛一・・】②『Ｐ、。』＆｝
『『一①二『一向｜】・『８〔色日の。｛【】国皀厨『ず【Ｒす［・局・尹巨二・・】患⑤壹ｍ・合剴』富】の『昌函〔西『⑩、．〕・国（］『鴨『一一、序い○の⑪の百ケＥｎヶ』・尹戸】二・．】屋『ごぃ・田郡司『◎厨．

ご
円
弄
の
ゴ
『
鵠
・
巨
冒
一
目
ぐ
の
『
一
『
句
冒
品
蛎
『
①
・
頁
】
①
鼠
の
・
ミ
ヨ
）
と
に
大
別
す
る
こ
と
は
一
応
可
能
、
と
思
わ
れ
る
。

ち
な
み
に
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
つ
い
て
詳
論
し
た
Ｆ
：
鴨
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
［
Ｂ
Ｃ
Ｂ
］
一
一
六
条
な
い
し
一

一
八
条
に
お
い
て
法
律
は
表
意
者
と
表
示
に
よ
り
不
利
益
を
受
け
る
者
と
の
間
の
利
害
対
立
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
利
害
対
立
は
、
受
領
を

要
し
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
も
存
在
す
る
。
け
だ
し
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
も
ま
た
、
法
的
生
活
へ
入
り
込
も
う
と
し
、
受
領
を
予
定
し
て
い
る

（
の
目
ご
｛
：
親
冨
鯵
冒
目
員
）
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
当
該
の
意
思
表
示
が
受
領
を
要
す
る
か
否
か
で
は
な
く
て
、
法
律
が
受
領
を
要
し
な
い
意

思
表
示
の
相
手
方
を
保
護
に
値
す
る
と
認
め
る
か
否
か
、
ま
た
、
こ
れ
を
認
め
る
と
し
て
も
い
か
な
る
範
囲
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
か
に
あ
る
」
、
と
し
、

一
五
七

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
五
八

そ
う
し
て
、
更
に
続
い
て
、
「
公
衆
に
向
け
た
表
示
た
る
懸
賞
広
告
に
お
い
て
は
指
定
行
為
を
な
し
た
者
に
対
し
て
特
に
顧
慰
を
払
う
必
要
が
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
懸
賞
広
告
に
つ
い
て
は
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
に
お
け
る
と
同
じ
こ
と
が
妥
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
ま
た
、
懸
賞
広
告
者
は
、
［
同
］
一

一
八
条
を
援
用
し
て
も
、
権
利
濫
用
の
抗
弁
で
も
っ
て
そ
の
援
用
を
拒
絶
さ
れ
る
。
け
だ
し
、
彼
は
、
公
衆
に
向
け
て
な
し
た
自
己
の
表
示
に
拘
束
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
だ
」
、
と
適
切
に
述
べ
て
い
る
（
こ
の
『
シ
・
Ｐ
Ｐ
Ｃ
・
更
宙
・
少
一
一
館
・
目
色
一
・
⑫
・
患
、
）
。

（
３
）
Ｆ
：
頤
。
Ｐ
四
・
○
・
国
田
・
少
一
一
ｍ
・
『
の
一
一
．
⑫
・
葛
一
は
、
こ
の
場
合
の
「
受
領
を
要
す
る
こ
と
」
（
両
ヨ
ロ
｛
：
鴨
ご
命
旨
ユ
ニ
、
天
の
一
［
）
の
概
念
が
法
技
術
的
な
も
の

と
し
て
解
さ
れ
う
る
か
否
か
、
ま
た
、
も
し
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
う
る
と
し
て
も
、
そ
の
範
囲
が
い
か
な
る
も
の
か
、
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
、
と
述
べ
て
い

以
上
の
こ
と
か
ら
、
意
思
表
示
を
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
と
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
と
に
区
別
す
る
通
説
に
反
対
す
る
三
目
蔦
に
よ
れ
ば
、
例
え

ば
、
Ｂ
の
懇
願
に
よ
り
Ａ
が
自
筆
証
轡
を
Ｂ
に
交
付
し
た
が
、
実
際
に
は
Ｂ
と
通
謀
し
て
Ｂ
を
相
続
人
と
指
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
Ａ
が
こ
の
遺
言

を
撤
回
す
る
こ
と
な
く
死
亡
し
た
場
合
、
遺
言
を
「
相
手
方
に
対
し
て
な
さ
れ
う
べ
き
」
意
思
表
示
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
の
み
Ｂ
を
相
続
人
と
解
す
る
の
は

Ｂ
Ｃ
Ｂ
一
一
七
条
の
『
“
二
◎
に
反
す
る
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
⑫
。
⑭
ｇ
）
。
そ
う
し
て
、
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
こ
と
は
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て

告
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
意
思
表
示
を
「
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
」
と
「
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
」
と
に
区
別
す
る
通
説
に
反
対
す
る
学
説
と
し
て
、
こ
こ
で

三
雲
。
這
云
の
所
説
を
一
べ
つ
す
る
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
以
下
の
説
明
は
、
言
自
侭
Ｆ
三
三
の
。
龍
「
云
一
蝕
日
凋
巨
且
三
一
一
一
の
扇
、
；
一
〕
筐
一
・
二
ｇ
『
・
か
ら
の
も
の

で
あ
り
、
以
下
に
お
い
て
引
用
し
た
頁
数
も
同
瞥
の
そ
れ
を
指
す
）
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
、
意
思
表
示
と
は
、
「
人
が
法
律
行
為
的
意
思
の
報
知

を
目
的
と
し
て
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
表
白
」
（
句
冒
の
シ
巨
庁
目
。
、
．
」
。
『
目
“
】
、
云
・
冒
同
勺
：
目
目
目
科
三
門
寿
：
『
尻
目
烏
各
自
堀
：
囚
の
朗
・
寺
菖
い
電
二
一
の
二
ｍ
ワ
⑤
‐

１
－
３
［
）
（
⑫
。
】
ｇ
ｌ
ご
一
）
、
と
定
義
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
次
に
、
意
思
表
示
の
本
質
が
右
の
ご
と
く
報
知
目
的
（
穴
目
烏
の
一
）
二
．
霧
２
円
【
〉
と
解
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
意
思
表
示
は
報
知
受
領
者
（
尻
目
（
一
ｍ
⑩
一
）
二
．
濡
句
ョ
己
験
二
円
『
）
の
存
在
な
し
に
は
考
え
ら
れ
ず
（
⑫
．
⑫
届
）
、
し
た
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
受
緬
を
要
し
な

い
意
思
表
示
」
も
ま
た
何
等
か
の
方
法
で
利
害
関
係
人
に
到
達
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
⑪
・
酉
愚
・
寧
置
）
、
と
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
、

通
説
の
右
の
区
別
に
代
え
て
、
特
定
の
受
領
者
の
あ
る
意
思
表
示
す
な
わ
ち
特
定
の
者
に
宛
て
ら
れ
た
意
思
表
示
（
三
一
一
一
句
・
脇
『
云
一
酔
『
目
碩
目
一
ｓ
繁
ニ
ョ
ョ
扁
冒

筐
『
§
骨
冒
団
瞬
ニ
ョ
ョ
［
且
『
§
一
・
『
局
三
三
の
『
一
顔
の
『
云
一
（
一
「
こ
。
”
）
と
不
特
定
の
受
領
者
の
あ
る
意
思
表
示
す
な
わ
ち
不
特
定
の
者
に
宛
て
ら
れ
た
意
思
表
示
（
三
一
一
‐

一
⑯
。
潟
「
云
一
守
目
頭
日
一
［
二
号
，
ニ
ョ
コ
ニ
の
ョ
臣
『
の
脇
昌
・
口
如
ご
ロ
汀
験
ニ
ョ
ョ
一
画
二
「
協
い
一
・
『
【
・
三
一
一
一
の
冨
用
『
云
一
詮
『
目
頻
）
と
に
意
思
表
示
を
区
別
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
の

で
あ
る
（
⑫
。
⑭
怠
）
。
前
者
は
特
定
の
私
人
ま
た
は
官
庁
に
対
し
て
な
さ
れ
る
意
思
表
示
で
、
後
者
は
不
特
定
の
個
々
人
（
偶
然
の
取
得
者
）
か
多
数
の
利
害

関
係
人
な
い
し
利
害
関
係
の
あ
る
グ
ル
ー
プ
全
体
に
向
け
ら
れ
る
意
思
表
示
で
、
多
数
の
利
害
関
係
人
に
向
け
ら
れ
た
意
思
表
示
と
し
て
は
、
過
言
、
懸
賞
広

る
◎ 
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な
ど
が
あ
る
。
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ュのい向「｜）『。・冒吻・砲・尹皀（一・・巳『、》⑪．②８年国『・〆・向『ず『の。頁。・少巨〔一・．忌豊・幻：．⑭目．⑫。】台⑭砕一］一昼、『『団『ず『、、宮・両冒、Ｅ」詩コケ屋・ず（烹曲『・く・
国
色
『
二
．
一
○
ョ
亀
、
園
房
）
・
】
函
・
尹
戸
】
二
・
・
】
麗
９
，
．
］
認
！
］
患
．

（５）底息①．四・・・○・》Ｆのゴ司盲・ず」＄両『す「円一二顕．、．』『Ｃ》Ｆ：鴨へ尻目三夛戸の》色．四・○・ｂ・ｇｏ．
（６）Ｆ：月・画・色，○・・Ｃ荷ぐ、『三一「云一】・ず：、』冊竃勢｝】『の冨一の旨［：三コ一目鰄已研向『ず一・の閑國印・『・少国ョ・砲如【】の『⑫：》国・Ｐ。．『’の二３月与些騎向『す，
（
６
）
Ｆ
餌
ロ
鴨
・
色
・
色
，
Ｃ
・
・
巳
昂
く
の
『
三
二
『
戸
一
月
百
巨
己
、
（

局
の
言
い
。
ｍ
・
学
『
Ｃ
←
ぐ
・
Ｐ
（
］
ず
５
二
・
色
・
色
．
○
・
・
ｍ
・
学
Ｃ
③
．

（７）Ｆ画回顕の・飴’四・○・》□一句くの『三一『戸一一、ゴ色。ｍ」、砂二圃冒、ロ｜⑱冒岸⑩曰ごく－－－８ｍこの鋺嗣【す一ｍ⑪ｍｑｍ。ｍ・ヨェニ印【⑫．》色・図・○・・画。■・少一一閥・曰の】一・ｍ・誼呼
国四『戸ラ○一○日の鷺Ｎ］声・口・色．○・・ｍ・巨呼ご・Ｐ写す一。二・四．國・○・壱ｍ．⑬つ専唾四『［ず○一○目の皀日芹ｌ⑫○ヶ回一［の『・笛・餌・○，．、。］い』ｌ】四分国『ｃｘ『四・凶・○・》向う『円宮．
宛
ニ
コ
・
砲
、
”
・
⑫
・
辰
野
、
○
ヶ
一
身
の
『
言
凹
・
色
・
○
・
雪
印
・
崖
②
．

（８）Ｆ色己鴇．四・四・○・】［ゐず『ず月夛」の⑩両『彦『の、旨い。、。⑭『ＰＰ四二ｍ①ヘ尻このラヨ表の。邑・四・○・一い・画。□。
（９）Ｆ凹凋。□・色・○・・Ｆ⑥ケ『す臣、寺この娘同円ケ『⑦、胃⑫。⑩韓司Ｃｌ⑭『］》Ｆ笛品印へ尻巨口三ご戸の》暫・四・○・・⑫．⑨Ｓ・

も
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
道
一
一
二
口
は
、
受
適
者
が
当
該
の
遺
言
に
つ
き
悪
意
で
あ
れ
ば
同
一
一
六
条
二
文
に
従
っ
て
無
効
、

と
い
う
こ
と
に
恐
ら
く
は
帰
着
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
意
思
表
示
を
三
目
漏
云
の
よ
う
に
区
別
す
べ
き
か
否
か
は
非
常
に
困
難
な
問
題
で
あ
る
か

ら
、
こ
こ
で
は
そ
の
紹
介
だ
け
に
止
め
る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
巨
自
碕
宍
の
法
律
行
為
論
な
い
し
意
思
表
示
論
を
紹
介
し
た
日
本
語
文
献
と
し
て
、
中
島
（
玉
）
・
前
掲
「
法
律
行
為
ノ
観
念
」
京
都
法
学
会
雑
誌

五
巻
六
号
七
四
頁
以
下
、
小
橋
一
郎
「
マ
ニ
ー
ク
の
意
思
表
示
論
」
民
商
法
雑
誌
一
一
一
九
巻
四
・
五
・
六
号
六
九
一
頁
以
下
（
’
九
五
九
年
［
昭
和
一
一
一
四
年
］
）
、

浜
上
則
雄
「
『
意
思
実
現
』
の
代
理
ｌ
マ
ー
ニ
＆
ク
の
所
説
よ
り
Ｉ
」
阪
大
法
学
一
一
一
二
号
四
・
頁
以
下
（
一
九
五
九
年
［
昭
和
三
四
年
］
）
、
朝
田
良
作

「
マ
ニ
ー
ク
の
法
律
行
為
論
ｌ
現
代
法
律
行
為
論
の
一
手
懸
り
と
し
て
ｌ
」
法
と
政
治
三
一
一
巻
一
一
号
六
六
五
頁
以
下
（
’
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
、

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
五
九
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有
効
説
の
論
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ｕ
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
）
」
に
よ
っ
て
遺
言
を
作
成
す
る
事
例
が
非
常
に
稀
で
、
ま
た
、
当
該
の
遺
言
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
も
非
常
に
困
難
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
遺
言
を
有
効
視
し
た
と
し
て
も
不
都
合
は
生
じ
な
い

第
二
委
員
会
の
②
の
⑪
の
㈹
の
．
ｌ
な
お
、
蕊
｜
委
員
会
の
②
の
山
の
、
参
照
）
．

ま
ず
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
考
え
方
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説

を
有
効
説
、
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説
、
無
効
説
の
順
で
要
約
し
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

、
有
効
説

以
上
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
を
「
心
裡
留
保
（
狭
義
〉
」
と
非
真
意
表
示
と
に
分
け
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
そ
の
も
の
（
第
一
草
案

九
五
条
↓
第
二
草
案
九
一
条
↓
修
正
第
二
草
案
一
一
一
一
条
↓
第
一
一
一
草
案
一
一
二
条
↓
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
六
条
）
お
よ
び
非
真
意
表
示
そ
の
も
の
（
第
一
草

案
九
七
条
↓
第
二
草
案
九
三
条
・
九
七
条
↓
修
正
第
二
草
案
一
一
四
条
・
’
一
八
条
↓
第
三
草
案
一
一
四
条
．
一
一
八
条
↓
Ｂ
Ｃ
Ｂ
’
’
八
条
・
’
一
一
二

条
）
に
対
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
の
立
場
を
も
紹
介
し
た
上
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
の
学
説
が
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
に
よ
る
遺
言
お
よ
び
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
か
を
概
観
し
て
き
た
。

そ
こ
で
、
最
後
に
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
の
考
え
方
を
ま
と
め
る
な
ら
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

曰
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言

第
三
節
要
約

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

￣ 

六
○ 

Hosei University Repository



⑤
外
形
上
暇
疵
の
な
い
遺
言
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
相
続
人
は
、
か
か
る
遺
言
が
無
効
視
さ
れ
る
ま
で
は
被
相
続
人
の
遺
産
を
占
有
し

う
る
、
と
い
う
規
定
で
も
も
し
あ
る
の
な
ら
、
そ
の
限
り
で
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
か
か
る
規
定
が
存
し
な
い
以
上
、
「
心
裡
留

保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
迫
言
を
有
効
視
す
べ
き
で
あ
る
（
第
二
委
員
会
の
②
の
⑪
の
㈹
の
ｅ
）
。

⑥
も
し
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
逝
言
を
同
一
一
六
条
一
文
に
よ
り
有
効
視
し
た
い
な
ら
ば
、
遺
言
の
効
力
を
否
認
す
る
機

会
が
よ
り
多
く
な
る
〈
第
二
委
員
会
の
②
の
仰
の
㈹
の
ｄ
）
。

②
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説

こ
れ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
に
登
場
し
た
学
説
で
、
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
場

合
に
は
そ
の
「
表
示
受
領
者
」
（
相
手
方
）
を
保
護
す
る
必
要
が
な
い
、
と
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
に
つ
い
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
が
考
え

た
よ
う
に
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
に
つ
い
て
も
当
該
の
表
示
に
基
づ
い
て
権
利
を
取
得
す
る
者
が
悪
意
の
場
合
に
は
同
一
一
六
条

二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
す
る
立
場
で
あ
る
（
学
説
の
曰
の
回
の
⑪
）
。
も
っ
と
も
、
こ
の
立
場
を
採
る
者
が
遺
言
に
対
し
て
ま
で
も

同
二
六
条
二
文
を
適
用
な
い
し
類
推
適
用
す
る
余
地
を
認
め
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
か
否
か
ま
で
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
。
完
）
（
村
田
）

一
一
ハ
一

「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ

会
の
②
の
Ⅲ
の
ｍ
の
ど
。

②
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
に
よ
れ
ば
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
の
み
が
無
効
と
な
り
う
る
の
だ
か
ら
、
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示

の
一
類
型
で
あ
る
遺
言
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
を
理
由
と
し
て
無
効
に
な
る
余
地
は
全
く
存
し
な
い
（
学
説
の
曰
の
、
）
。

③
遺
言
者
に
遺
言
を
玩
ぶ
権
限
は
存
し
な
い
（
第
二
委
員
会
の
回
の
Ⅲ
の
㈹
の
ｂ
）
。

側
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
が
有
効
視
さ
れ
て
も
、
被
相
続
人
た
る
遺
言
者
は
不
利
益
を
被
る
こ
と
に
な
ら
ず
、
も
し

一
‐
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
が
無
効
視
さ
れ
る
な
ら
、
遺
言
者
の
撤
回
権
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
（
第
二
委
員
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え
な
い
（
学
説
の
曰
の
回
の
②
の
目
）
。

⑩
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
が
稀
に
し
か
生
じ
な
い
と
い
う
こ
と
は
当
該
の
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
の
決
定

的
な
論
拠
と
は
な
ら
な
い
（
第
二
委
員
会
の
②
の
⑩
の
⑪
の
ら
。

②
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
規
定
の
立
法
趣
旨
は
取
引
の
安
全
保
護
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
非
取
引
行
為
た
る
遺
言
に
対
し
て
は
同
条
を

適
用
す
べ
き
で
は
な
い
（
第
二
委
員
会
の
回
の
仰
の
回
の
ａ
、
学
説
の
Ｂ
の
②
の
②
の
い
）
。

③
遺
言
が
受
領
を
要
し
な
い
意
思
表
示
だ
と
い
う
の
な
ら
、
受
適
者
に
対
す
る
保
護
の
必
要
性
の
ご
と
き
も
の
は
存
在
し
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
通
説
（
有
効
説
）
は
、
「
受
領
を
要
し
な
い
こ
と
」
を
強
調
し
て
結
果
的
に
受
適
者
を
保
護
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
首
尾

⑤
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
な
ら
遺
言
の
効
力
を
否
認
す
る
機
会
が
よ
り
多
く
な
る
と
の
有
効
説
の
懸
念

は
い
わ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
（
第
二
委
員
会
の
回
の
仰
の
何
の
ｆ
）
。

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
一
ハ
一
一

し
か
し
、
も
し
遺
言
に
つ
い
て
も
こ
の
こ
と
が
肯
定
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
は
、
当
該
表
示

か
ら
権
利
を
取
得
す
る
者
（
例
、
相
続
人
指
定
遺
言
な
ら
当
該
の
遺
言
に
よ
っ
て
相
続
人
と
し
て
指
定
さ
れ
た
者
）
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に

つ
い
て
善
意
な
ら
同
二
六
条
一
文
に
よ
り
有
効
、
反
対
に
悪
意
な
ら
同
条
二
文
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
に
よ
り
無
効
、
と
解
さ
れ
る

べ
き
こ
と
に
な
る
。

③
無
効
説

｜
賞
し
て
い
な
い
（
学
説
の
曰
の
②
の
回
の
㈹
）
。

ｆ
ｊ
…
冨
冨
、

０
 

無
効
説
の
論
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈲
被
相
続
人
に
よ
る
遺
言
の
撤
回
可
能
性
も
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
と
な
し
え
な
い
こ
と
の
論
拠
に
は
な
り
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、
も
し
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
な
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
相
続
人
と
通
謀
し
た
者
の
手
に
当
該

の
財
産
が
渡
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
更
に
ま
た
、
遺
言
は
法
形
式
上
受
領
を
要
し
な
い
法
律
行
為
で
あ
る
か
ら
、
右
の
場
合
に
お
い

て
も
第
一
草
案
九
五
条
二
文
↓
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
条
二
文
を
適
用
す
る
余
地
が
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
不
当
な
結
果
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る

（
第
一
委
員
会
の
回
の
仰
の
い
、
学
説
の
白
の
②
の
②
の
口
）
。

⑧
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
と
し
て
、
表
見
的
受
迫
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
謹
に
つ
い
て
は
別
に
法

的
保
謹
の
措
置
を
識
ず
れ
ば
よ
い
（
第
二
委
員
会
の
回
の
皿
の
口
の
ｂ
）
。

⑨
贈
与
と
遺
言
と
が
類
似
す
る
と
の
指
摘
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
贈
与
を
有
効
視
す
る
こ
と
が
非
常
に
疑
わ
し
い
こ
と

を
考
慮
の
外
に
置
い
た
と
し
て
も
、
是
認
さ
れ
え
な
い
（
第
二
委
員
会
の
②
の
⑪
の
何
の
ｃ
）
。

川
第
一
草
案
が
模
範
と
し
た
普
通
法
学
に
お
い
て
、
無
効
説
に
対
す
る
何
等
の
異
論
も
提
出
さ
れ
て
い
な
い
（
第
二
委
員
会
の
回
の
⑪

の
回
の
ｇ
）
。

会
の
②
の
⑩
の
口
の
ｄ
）
。

⑥
害
意
あ
る
表
意
者
は
自
己
の
表
示
に
拘
束
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
の
原
則
に
従
い
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
過
言
を
当

該
遺
言
書
の
記
載
の
と
お
り
に
有
効
と
な
す
な
ら
、
こ
れ
に
よ
り
実
際
に
不
利
益
を
被
る
の
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
被
相
続
人
で
は
な
く

し
て
そ
の
相
続
人
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
で
あ
る
か
ら
、
不
当
な
結
果
を
生
ず
る
こ
と
に
な
る
（
第
一
委
員
会
の
②
の
⑩
の
回
、
第
二
委
員

次
に
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
が
無
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
つ
き
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
の
後
の
学
説
に
お
い

遮
紺
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一一ハーーー

□
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
場
合
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
六
四

て
こ
れ
に
反
対
す
る
立
場
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
週
一
一
一
一
口
が
無
効
視
さ
れ
る
こ
と
の
論
拠
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ⅲ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
八
条
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
意
思
表
示
に
適
用
さ
れ
る
（
学
説
の
ロ
）
。

②
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
が
無
効
と
さ
れ
る
の
は
「
意
思
教
説
」
に
合
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
（
終
意
処
分
）

に
お
い
て
は
表
意
者
の
意
思
が
生
前
行
為
に
お
け
る
よ
り
も
一
層
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
（
第
一
委
員
会
の
回
の
②
の
り
。

③
遺
言
は
、
受
領
を
要
し
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
か
ら
、
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
規
定
（
第
一
草
案

九
七
条
三
項
）
の
適
用
を
受
け
え
な
い
（
第
一
委
員
会
の
回
の
②
の
口
）
。

側
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
だ
と
の
論
拠
は
、
重
過
失
に
よ
り
な
し
た
非
真
意
表
示
を
有
効
視
す
べ
き

だ
と
な
す
規
定
（
第
一
草
案
九
七
条
二
項
）
を
遺
言
に
対
し
て
は
適
用
し
な
い
こ
と
の
論
拠
に
も
な
る
（
第
一
委
貝
会
の
回
の
②
の
り
。

⑤
遺
言
は
、
取
引
行
為
で
は
な
い
か
ら
、
取
引
、
誠
意
、
契
約
締
結
上
の
過
失
、
注
意
義
務
お
よ
び
信
頼
の
裏
切
と
い
っ
た
も
の
を

特
に
顧
慮
し
た
非
真
意
表
示
規
定
の
適
用
を
受
け
え
な
い
（
第
一
委
貝
会
の
回
の
側
の
Ｂ
ｏ

ｎ
被
相
続
人
が
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
撤
回
せ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
受
適
者
と
さ
れ
た
者
が
当
該
の
遺
言
を
有
効
に
さ
せ

た
い
と
欲
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
受
遺
者
が
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
（
第
一
委
員
会

の
回
の
②
の
㈱
）
。

以
上
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
と
に
よ
る
遺
言
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
関
す
る
日
本
・
ド
イ
ツ
両
法
上
の
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
概

第
四
章
結

至銅
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、
日
本
法
上
の
議
論
の
検
討

日
本
法
に
お
い
て
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
肯
定
す
べ
き
か
否
か
の
議
論
が
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方

い
か
ん
を
決
定
す
る
に
当
た
っ
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
た
が
、
親
族
・
相
続
両
編
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
原
理
的
に
否
定

す
る
学
説
が
今
日
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
そ
の
姿
を
消
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
す
る
こ
と
か
ら
こ
の
問

題
の
結
論
を
演
鐸
的
に
導
き
出
す
広
浜
Ⅱ
中
川
（
旧
）
説
を
検
討
の
対
象
外
に
置
く
こ
と
に
し
、
そ
う
し
て
、
そ
の
上
で
、
「
心
裡
留
保

（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
関
す
る
考
え
方
を
有
効
説
、
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説
、
無
効
説
の
順
で
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
。
な
お
、
そ
の
際
、
日
本
民
法
は
そ
の
九
三
条
に
い
わ
ゆ
る
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
を
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と
非
真
意

表
示
と
に
区
別
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
こ
で
も
両
者
を
殊
更
に
は
区
別
せ
ず
に
一
括
し
て
日
本
法
上
の
議
論
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
に
す

観
し
て
き
た
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、
日
本
・
ド
イ
ツ
両
法
上
の
議
論
中
に
現
わ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
論
拠
を
検
討
す
る
こ
と
に
す

る
（
日
）
。
次
に
、
右
の
検
討
を
通
じ
て
析
出
さ
れ
た
遺
言
の
諸
特
殊
性
を
十
分
に
踏
ま
え
た
上
で
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言

の
効
力
の
あ
り
方
を
決
定
す
る
こ
と
に
す
る
（
ロ
〉
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
こ
に
よ
る
包
括
遺
贈
を
私
見
の
ご
と
く

無
効
と
解
す
る
場
合
に
特
に
生
ず
る
問
題
点
に
つ
い
て
も
一
応
の
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
（
曰
）
。

る
｡ 

⑩
有
効
説
の
論
拠
の
検
討

、
ま
ず
、
総
則
編
の
通
則
性
を
肯
定
し
つ
つ
、
日
本
民
法
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
と
は
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お

遮
繭
と
心
裡
留
保
（
一
一
・
充
）
（
村
田
）

一
六
五

曰
日
本
法
お
よ
び
ド
イ
ツ
法
上
の
議
論
の
検
討
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一
一
ハ
ー
ハ

け
る
そ
の
相
手
方
に
他
な
ら
な
い
か
ら
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
相
手
方
あ
る
意
思
表
一
不
の
み
に
つ
い
て
の
規
定
た
る
同
条

但
書
を
適
用
す
る
余
地
は
法
形
式
上
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
同
条
本
文
に
よ
り
有
効
視
す
べ
き
だ
、
と
主

張
す
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
、
か
か
る
形
式
論
理
で
こ
の
問
題
を
決
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
も
そ
も
「
相

手
方
あ
る
意
思
表
示
」
と
「
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
」
と
を
区
別
す
る
実
益
の
主
た
る
も
の
は
、
当
該
の
意
思
表
示
が
隔
地
者
間
に
お

（
１
）
 

い
て
な
さ
れ
た
と
き
に
相
手
方
に
到
達
す
る
こ
と
を
要
す
る
か
否
か
の
点
に
あ
り
、
そ
う
し
て
、
「
相
手
方
の
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
、

到
達
を
要
し
な
い
と
さ
れ
る
限
り
に
お
い
て
、
表
意
者
の
一
利
益
を
保
護
す
る
意
義
を
も
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
他
方
、
同
九
三
条
但
書

は
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
い
て
表
意
者
の
利
益
を
保
護
し
う
る
場
合
の
あ
る
こ
と
を
規
定
し
た
条
項
だ
か
ら
、
表
意
者
の
利
益
保

謹
と
い
う
点
に
お
い
て
は
む
し
ろ
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
お
い
て
到
達
不
要
と
解
さ
れ
る
こ
と
の
方
に
親
近
性
を
も
つ
は
ず
の
も
の
、

と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
過
言
に
は
相
手
方
が
な
い
と
い
う
形
式
的
理
由
だ
け
で
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
に
対
し
て
同
条

但
書
の
適
用
を
排
除
す
る
有
効
説
は
、
意
思
表
示
の
効
力
発
生
と
の
関
係
で
表
意
者
の
利
益
保
護
を
意
図
す
る
法
理
を
用
い
つ
つ
却
て
表

怠
者
の
利
益
保
護
を
意
図
す
る
条
項
の
適
用
を
排
除
す
る
結
果
へ
と
導
く
も
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
一
種
の
自
己
矛
盾
を
来
た
す
も
の
、

と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
右
の
批
判
は
、
「
身
分
法
」
な
い
し
「
家
族
法
」
を
主
と
し
て
親
族
法
の
意
味
に
解
し
て
遺
言
に

対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
お
よ
そ
遺
言
が
相
手
方
の
な
い
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
を
論
拠
と
し
て
心
裡
留
保

に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
立
場
に
つ
い
て
も
同
様
に
当
て
は
ま
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

何
次
に
、
有
効
説
は
、
遺
言
〈
遺
贈
）
を
含
む
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
が
心
裡
留
保
に
よ
り
な
さ
れ
た
場
合
に
こ
れ
を
有
効
視
す

る
実
質
的
な
論
拠
と
し
て
、
不
特
定
の
者
を
対
象
と
す
る
意
思
表
示
を
心
裡
留
保
に
よ
り
な
し
た
者
を
保
護
す
る
必
要
性
が
存
し
な
い
、

と
い
う
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
論
拠
を
検
討
す
る
に
、
遺
言
の
中
で
も
特
に
遺
贈
が
懸
賞
広
告
や
所
有
権
の
放
棄
の
ご
と
く
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不
特
定
の
者
を
対
象
と
す
る
も
の
か
否
か
の
論
議
は
こ
れ
を
暫
く
措
く
と
し
て
も
、
遺
言
（
遺
贈
）
は
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
の
中

で
も
懸
賞
広
告
や
所
有
権
の
放
棄
の
ご
と
き
生
前
行
為
と
は
異
な
り
、
行
為
者
の
死
亡
の
と
き
か
ら
そ
の
効
力
を
生
じ
る
死
因
行
為
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
が
効
力
を
生
ず
べ
き
と
き
に
は
、
行
為
者
は
も
は
や
存
在
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、
死
因
行
為
に

お
い
て
は
、
行
為
者
自
身
に
当
該
の
行
為
か
ら
生
ず
べ
き
義
務
を
履
行
さ
せ
る
こ
と
や
心
裡
留
保
に
よ
る
行
為
を
な
し
た
こ
と
に
対
す
る

不
利
益
を
負
わ
せ
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
り
〈
行
為
者
の
法
定
相
続
人
に
対
し
て
右
の
不
利
益
を
負
わ
せ
る
べ
き
か
否
か
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
）
、
し
た
が
っ
て
、
行
為
者
自
身
を
法
的
に
保
護
す
べ
き
か
否
か
の
ご
と
き
こ
と
は
初
め
か
ら
全
く
問
題
と
な
り
え
な

い
は
ず
で
あ
る
。
有
効
説
の
右
の
論
拠
を
死
因
行
為
に
つ
い
て
是
認
す
る
余
地
は
存
し
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

㈹
最
後
に
、
有
効
説
中
に
は
、
遺
言
を
「
財
産
法
」
的
な
事
項
を
内
容
と
す
る
遺
言
と
「
身
分
法
」
的
な
事
項
を
内
容
と
す
る
遺
言

と
に
分
け
、
前
者
に
つ
い
て
は
総
則
編
の
通
則
性
を
肯
定
す
る
立
場
に
従
っ
て
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
九
三
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
後

者
に
つ
い
て
は
総
則
編
の
通
則
性
を
否
定
し
て
「
身
分
法
」
に
お
け
る
「
意
思
主
義
」
の
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
無
効
、
と
解
す
る
立
場

が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
に
従
え
ば
、
本
稿
で
問
題
に
し
て
い
る
遺
贈
は
前
者
に
属
す
る
か
ら
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遮
贈
は
同
条

本
文
に
よ
り
有
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
う
す
る
と
、
こ
の
立
場
に
対
し
て
は
、
右
㈹
回
ｌ
と
り
わ
け
ｍ
ｌ
の
批

判
が
基
本
的
に
は
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
を
採
り
え
な
い
こ
と
も
明
ら
か
だ
、
と
思
わ
れ
る
。

②
｜
部
有
効
。
｜
部
無
効
説
の
論
拠
の
検
討

㈹
こ
の
学
説
中
に
は
、
九
三
条
但
書
に
い
わ
ゆ
る
「
相
手
方
」
の
意
味
内
容
い
か
ん
を
問
題
視
し
て
こ
れ
を
「
他
人
」
す
な
わ
ち
利

害
関
係
人
と
解
す
る
も
の
、
お
よ
び
、
右
の
「
相
手
方
」
を
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
に
お
け
る
そ
の
相
手
方
と
一
応
は
解
し
つ
つ
、
し
か

し
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
に
対
し
て
も
同
条
但
書
を
類
推
適
用
す
る
も
の
、
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
〈
村
田
）

一
六
七
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い
ま
ず
、
総
則
編
の
通
則
性
を
制
限
し
て
遺
言
を
「
財
産
行
為
」
上
の
事
項
を
内
容
と
す
る
も
の
と
「
身
分
行
為
」
上
の
事
項
を
内

容
と
す
る
も
の
と
に
分
け
つ
つ
も
、
道
一
一
一
一
口
が
遺
言
者
の
真
意
を
尊
重
す
る
制
度
に
変
わ
り
は
な
い
と
し
て
、
右
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い

て
も
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
無
効
、
と
解
す
る
立
場
が
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
立
場
を
検
討
す
る
に
、
ま
ず
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
結

局
は
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
は
す
べ
て
無
効
視
さ
れ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
お
い
て
遺
言
を
右
の
二
つ
に
区
別
し
て
考
え
る
実
益
は
存
し
な

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
六
八

ば
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
は
、
受
適
者
が
善
意
・
無
過
失
な
ら
九
三
条
本
文
に
よ
り
有
効
、
反
対
に
受
適
者
が
悪
意
・
有
過
失
な
ら
同

条
但
書
に
よ
り
無
効
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
思
う
に
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
の
中
で
も
懸
賞
広
告
や
所
有
権
の

放
棄
の
ご
と
き
も
の
に
お
い
て
は
、
当
該
の
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
と
の
関
係
で
は
信
頼
を
惹
起
す
べ
き
外
形
を
作
出
し

（
２
）
 

た
法
的
責
任
を
行
為
者
自
身
に
負
わ
す
べ
き
余
地
が
十
分
に
存
す
る
の
に
反
し
て
、
遺
一
一
一
一
口
（
遺
贈
）
に
お
い
て
は
、
道
一
一
一
一
口
者
は
、
迫
一
一
一
一
□
を

受
け
る
者
（
受
適
者
）
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
作
成
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
遺
言
を
受
け
る
者
（
受
迫
者
）
が
仮
に

遺
言
の
事
実
を
知
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
遺
言
者
は
そ
の
遺
言
を
任
意
に
撤
回
し
う
る
の
だ
か
ら
〈
一
○
一
一
二
条
）
、
受
適
者
の
信
頼
保
護

の
ご
と
き
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
る
余
地
が
存
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
信
頼
を
惹
起
す
べ
き
外
形
を
作
出
し
た
こ
と
に
伴
う
法
的
責

任
の
ご
と
き
も
の
が
生
じ
る
余
地
も
存
し
な
い
は
ず
で
あ
る
。
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
を
保
謹
す
べ
き
こ
と
に
立
脚
す
る

こ
の
立
場
は
遺
言
の
有
効
・
無
効
の
問
題
と
の
関
係
で
は
採
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

口
次
に
、
真
意
欠
映
の
客
観
的
に
明
ら
か
な
遺
言
を
当
然
に
無
効
、
真
意
欠
鋏
の
客
観
的
に
明
ら
か
で
な
い
遺
言
に
つ
い
て
は
九
三

条
本
文
に
よ
り
こ
れ
を
有
効
、
と
解
す
る
学
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
学
説
は
、
真
意
欠
峡
の
客
観
的
に
明
ら
か
で
な
い
遺
言
を
有
効

視
す
る
特
段
の
論
拠
を
挙
げ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
九
三
条
本
文
適
用
説
に
対
す
る
前
述
の
批
判
が
結
局
は
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

③
無
効
説
の
論
拠
の
検
討
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い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
こ
の
立
場
は
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
論
拠
と
し
て
、
遺
言
が
遺
言
者
の
真
意
を
尊
重
す
る
制

度
で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
の
だ
が
、
前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
遺
言
を
受
け
る
者
（
例
、
受
道
者
）
に
対
し
て
行
為

（
表
示
）
の
外
形
に
対
す
る
信
頼
の
保
護
を
認
め
る
必
要
性
が
存
し
な
い
の
だ
か
ら
、
か
か
る
意
味
で
の
取
引
の
安
全
保
護
の
要
請
が
存

せ
ず
、
そ
の
よ
う
に
し
て
、
遺
言
の
有
効
性
を
信
頼
し
た
こ
と
に
基
づ
く
利
益
を
受
道
者
に
受
け
さ
せ
る
特
段
の
論
拠
が
存
し
な
い
と
し

た
ら
、
遺
言
者
の
最
終
意
思
の
方
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
妨
げ
る
特
段
の
事
情
も
在
し
た
い
こ
と
に
な
り
、
無
効
説
の
右
の
論
拠
は

ｎ
次
に
、
総
則
編
の
通
則
性
、
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
、
遺
言
を
「
財
産
行
為
」
を
内
容
と
す
る
も
の
と
「
身
分
行
為
」
を
内
容

と
す
る
も
の
と
に
分
け
、
そ
う
し
て
、
前
者
に
つ
い
て
は
、
遺
言
が
相
手
方
な
き
単
独
行
為
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
、
遺
言
が
死
因
行
為

で
あ
る
こ
と
、
に
恐
ら
く
は
基
づ
き
、
九
一
一
一
条
の
適
用
を
排
除
す
る
立
場
が
あ
る
（
な
お
、
こ
の
立
場
は
、
後
者
が
心
裡
留
保
に
よ
る
場
合
に

は
「
身
分
行
為
」
上
の
原
則
に
従
っ
て
こ
れ
を
無
効
視
す
る
）
。
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
贈
は
、
前
者
に
属
す

る
も
の
と
し
て
九
三
条
の
適
用
を
排
除
さ
れ
て
無
効
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
思
う
に
、
既
に
述
べ
た
ご
と
く
、
相
手
方
あ
る
意

思
表
示
と
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
と
を
区
別
す
る
主
要
な
実
益
は
当
該
の
意
思
表
示
が
隔
地
者
間
で
な
さ
れ
た
場
合
に
相
手
方
に
到
達

す
る
こ
と
を
要
す
る
か
否
か
の
点
に
あ
り
、
し
か
も
、
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
の
中
で
も
所
有
権
の
放
棄
や
懸
賞
広
告
の
ご
と
き
も
の

に
お
い
て
は
、
当
該
の
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
を
保
護
す
べ
き
必
要
は
あ
る
の
だ
か
ら
、
法
形
式
上
相
手
方
の
な
い
と
い

う
こ
と
目
体
が
そ
れ
だ
け
で
無
効
説
の
積
極
的
な
論
拠
と
な
る
も
の
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
に
、
遺
言
が
死
因
行
為
で

あ
る
こ
と
と
の
関
係
で
は
、
死
因
行
為
た
る
遺
言
に
お
い
て
は
、
そ
れ
が
効
力
を
生
ず
べ
き
と
き
に
行
為
者
は
既
に
存
在
せ
ず
、
し
た
が

っ
て
、
遺
言
の
効
力
を
問
題
視
す
る
の
は
遺
言
者
の
側
（
例
、
法
定
相
続
人
）
と
遺
言
を
受
け
る
者
の
側
（
例
、
受
遺
者
）
と
で
あ
っ
て
、

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

’
六
九

こ
の
点
で
正
当
、

ｎ
次
に
、
処

と
思
わ
れ
る
。
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あ
る
。
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十
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七
○

心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
こ
と
が
遺
言
を
受
け
る
者
の
側
の
利
益
を
保
護
す
る
こ
と
に
、
反
対
に
、
か
か
る
遺
言
を
無
効
視

す
る
こ
と
が
遺
言
者
側
を
保
護
す
る
こ
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
着
す
る
こ
と
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
死
因
行
為
に
お
い
て
は
、

行
為
者
と
そ
の
法
定
相
続
人
と
は
別
人
格
だ
か
ら
、
真
意
を
伴
っ
て
い
な
い
外
形
を
作
出
し
た
こ
と
に
対
す
る
法
的
責
任
を
右
の
法
定
相

続
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
が
当
然
に
は
で
き
ず
、
他
方
、
心
裡
留
保
を
な
し
た
遺
言
者
の
地
位
を
遺
言
者
の
法
定
相
続
人
が
相
続
法
の
一
般

原
則
に
従
い
包
括
的
に
承
継
す
る
と
し
て
も
、
前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
に
お
い
て
は
任
意
の
撤
回
が
遺
言
者
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
行
為
の
外
形
を
作
出
し
た
こ
と
自
体
の
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
を
遺
言
者
自
身
が
そ
も
そ
も
負
わ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
遺
言
者
自

身
が
そ
も
そ
も
負
わ
な
く
て
よ
い
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
を
そ
の
法
定
相
続
人
に
負
わ
せ
る
こ
と
も
ま
た
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。
か

く
て
、
無
効
説
の
こ
の
論
拠
は
一
応
の
理
由
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

㈹
最
後
に
、
総
則
編
の
通
則
性
を
原
則
的
に
肯
定
し
つ
つ
も
、
遺
言
者
の
「
真
意
」
な
い
し
最
終
意
思
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
を
理
由

と
し
て
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
立
場
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
が
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
い
か

ん
を
決
定
す
る
上
で
顧
慮
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
立
場
は
こ
の
点
に
お
い
て
正
当
で

ロ
ド
イ
ツ
法
上
の
議
論
の
検
討

次
に
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
法
的
効
力
の
あ
り
方
い
か
ん
に
関
す
る
ド
イ
ツ
法
上
の
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

講
義
一
六
三
頁
）
。

（
２
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

②
ド
イ
ツ
法
上
の
鑿

（
１
）
第
一
章
註
（
田
）
参
照
。
な
お
、
於
保
博
士
は
、
相
手
方
あ
る
意
思
表
示
（
行
為
）
と
相
手
方
の
な
い
意
思
表
示
（
行
為
）
と
を
区
別
す
る
実
益
と
し
て
、

法
律
行
為
の
効
力
発
生
時
期
の
他
に
も
、
撤
回
、
取
梢
、
解
釈
等
々
に
つ
い
て
法
的
処
理
の
あ
り
方
が
異
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
（
同
．
前
掲
・
民
法
総
則

須
永
・
前
掲
・
民
法
総
則
要
論
一
七
七
’
’
七
八
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Hosei University Repository



有
効
．
｜
部
無
効
説
、
柿

検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

そ
の
際
、
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
の
当
初
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
一
貫
し
て
、
総
則
編
の
通
則
性
が
前
提
と
さ
れ
、
且

つ
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
こ
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
と
非
真
意
表
示
と
に
殊
更
に
区
別
さ
れ
て
議
論
さ
れ
て
も
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、

以
下
で
は
、
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
し
た
上
で
、
ま
ず
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
有
効
説
、
｜
部

有
効
・
一
部
無
効
説
、
無
効
説
の
順
で
検
討
し
、
次
い
で
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
対
す
る
ド
イ
ツ
法
の
立
場
を

ａ
ま
ず
、
有
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
に
よ
り
遺
言
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
が
非
常
に
稀
で
、
し
か
も
、
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
で
あ
る
こ
と
の
証
明
も
困
難
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
ケ
ー
ス
が
実
務
上
殆
ど
問
題
と
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
遺
言
を
殊
更

に
無
効
視
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
存
し
な
い
、
と
主
張
す
る
。
確
か
に
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
こ
に
よ
り
過
言
を
作
成
す
る
ケ
ー
ス
は
非

常
に
稀
で
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
で
あ
る
こ
と
の
証
明
も
困
難
で
あ
り
、
し
か
も
、
こ
の
こ
と
は
、
現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
下
で
公
証
人
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
る
公
の
遺
言
（
ｇ
曾
一
：
弓
…
愈
菖
一
ｌ
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
二
三
二
・
二
二
三
三
条
証
瞥
作
成
法
一
条
以
下
・
六
条
以
下
・
八
条
以

下
・
一
一
一
一
条
以
下
・
一
一
七
条
以
下
参
照
）
に
つ
い
て
特
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言

の
ケ
ー
ス
が
稀
で
あ
っ
て
実
際
上
殆
ど
問
題
に
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
同
時
に
か
か
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
こ
と
の
論
拠
と
も
な
り
う

る
の
で
あ
り
、
そ
う
し
て
ま
た
、
起
こ
り
う
べ
き
問
題
に
つ
い
て
妥
当
な
解
決
を
予
め
用
意
し
て
お
く
こ
と
は
法
律
解
釈
学
の
重
要
な
任

務
の
一
つ
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
右
の
論
拠
は
特
に
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

ｂ
次
に
、
有
効
説
に
よ
れ
ば
、
遺
言
が
受
領
を
要
し
な
い
単
独
行
為
だ
か
ら
、
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
の
み
に
つ
い
て
の
規
定
た

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
一
一
．
完
）
（
村
田
）

一
七
一

⑩
「
心
裡
留
保
〈
狭
義
と

㈹
有
効
説
の
論
拠
の
検
討

ａ
ま
ず
、
有
効
説
は
、
「
』

に
よ
る
遺
言
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
七
二

る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
二
文
を
遺
言
に
適
用
す
る
余
地
は
存
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
は
同
条
一
文
の
適

用
を
受
け
て
常
に
有
効
、
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
か
か
る
形
式
論
理
で
こ
の
問
題
を
決
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
日
本
法
に

つ
い
て
の
検
討
の
当
該
箇
所
で
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ｃ
更
に
、
有
効
説
は
、
遺
言
者
に
は
遺
言
の
自
由
が
あ
る
と
は
い
え
、
遺
言
を
玩
ぶ
権
限
ま
で
は
有
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
論
拠

と
し
て
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
〉
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
だ
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
難
点
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
遺
言
に
お
い
て
は
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
当
該
行
為
を
な
し
た
こ
と
自
体
の
法
的
責
任
の
ご
と
き

も
の
を
行
為
者
自
身
に
負
わ
し
め
る
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
行
為
者
の
地
位
を
包
括
的
に
承
継
し
た
法
定
相
続
人
に

対
し
て
右
の
法
的
責
任
を
帰
せ
し
む
る
か
否
か
に
つ
い
て
も
、
行
為
者
と
は
別
の
法
的
人
格
た
る
そ
の
法
定
相
続
人
に
右
の
法
的
責
任
の

ご
と
き
も
の
を
当
然
に
負
わ
し
め
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
に
一
応
の
理
由
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
も
そ
も
行
為
者
自
身

が
負
わ
な
い
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
を
行
為
者
の
法
定
相
続
人
に
負
わ
し
め
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
先
に
も
指
摘
し
た
と
お

り
で
あ
る
。
次
に
、
そ
も
そ
も
法
定
相
続
人
に
は
相
続
を
承
認
す
る
か
放
棄
す
る
か
の
自
由
が
あ
る
の
だ
か
ら
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
九
四
一
一
条
以
下

ｌ
日
本
民
法
九
一
五
条
以
下
参
照
）
、
法
定
相
続
人
と
い
え
ど
も
被
相
続
人
た
る
遺
言
者
の
地
位
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
を
援
用
し
え
な
い
と
い
う
遺
言
者
の
法
的
地
位
を
常
に
当
然
に
承
継
す
る
も
の
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
も
一
応
留
意
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
、
最
後
に
、
本
稿
で
特
に
問
題
視
し
て
い
る
包
括
遺
贈
に
ほ
ぼ
相
当
す
る
制
度
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
遺
言
に
よ
る

相
続
人
の
指
定
（
相
続
人
指
定
遺
言
）
を
定
め
て
い
る
が
（
同
一
九
一
一
一
七
条
）
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
に
よ
り
相
続
人
と
指

定
さ
れ
た
者
が
こ
の
遺
言
の
有
効
性
を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
は
当
該
の
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
理
由
（
遺
言
者
が
遺
言
を
弄
ん
だ
こ

と
）
を
も
認
容
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
は
ず
だ
か
ら
、
そ
う
す
る
と
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
行
為
を
な
し
た
こ
と
に
基
づ
く
不
利
益
を
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承
継
す
べ
き
指
定
相
続
人
が
欺
囲
の
意
図
あ
る
遺
言
か
ら
利
益
を
受
け
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ
を
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
、
と
い
う
疑
問

に
も
有
効
説
は
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

ｄ
ま
た
、
有
効
説
は
、
遺
言
者
に
は
既
に
任
意
の
撤
回
権
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
欺
岡
の
意
図
を
伴
っ
て
遺
言
を
作
成
し
た
者
に
対
し

て
更
に
「
心
裡
留
保
（
狭
義
と
を
理
由
と
す
る
無
効
の
主
張
ま
で
を
も
認
め
る
必
要
は
全
く
存
せ
ず
、
し
か
も
、
も
し
「
心
裡
留
保

（
狭
義
〉
」
の
援
用
を
許
す
な
ら
遺
言
の
撤
回
権
の
存
在
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
遺
言
の
撤

回
は
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
真
正
な
遺
言
に
つ
い
て
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
基
づ
か
な
い
で

作
成
さ
れ
た
遺
言
は
撤
回
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
効
力
を
有
し
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
最
終
意
思
を
伴

っ
て
い
な
い
遺
言
を
も
遺
言
者
は
撤
回
し
う
る
と
の
立
場
を
採
っ
た
と
し
て
も
、
遺
言
者
が
撤
回
権
を
行
使
せ
ず
に
当
該
の
遺
言
を
放
置

し
て
い
た
と
い
う
事
実
か
ら
、
当
該
の
遺
言
が
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
ま
で
直
ち
に
推
論
す
る
こ
と
は
無
理
で
あ

ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
遺
言
の
撤
回
権
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
論
拠
に
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ｅ
次
に
、
有
効
説
は
、
外
形
上
暇
疵
の
な
い
遺
言
で
あ
れ
ば
指
定
相
続
人
が
そ
れ
だ
け
で
遺
産
を
占
有
し
う
る
と
い
う
規
定
で
も
も

し
あ
る
の
な
ら
、
か
か
る
遺
言
が
無
効
視
さ
れ
る
ま
で
は
右
指
定
相
続
人
が
被
相
続
人
の
遺
産
を
占
有
し
う
る
か
ら
、
そ
の
限
り
で
右
指

定
相
続
人
が
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
か
か
る
規
定
が
存
し
な
い
以
上
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ

き
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
し
か
し
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
決
す
る
に
際
し
て
正
当
な
論
拠
が
他

に
存
す
る
の
な
ら
、
そ
の
論
拠
に
基
づ
い
て
こ
れ
を
決
す
べ
き
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
有
効
説
の
こ
の
論
拠
は
決
定
的
で
は
な
い
、
と

思
わ
れ
る
。

ｆ
最
後
に
、
有
効
説
は
、
無
効
説
に
従
う
な
ら
遺
言
の
効
力
を
否
認
す
る
機
会
が
そ
れ
だ
け
増
加
し
、
そ
の
結
果
、
表
見
的
受
適
者

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
七
三
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こ
の
学
説
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
’
’
六
条
二
文
の
立
法
趣
旨
、
す
な
わ
ち
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
つ
い
て
悪
意
で
あ
る
「
表
示
受
領
者
」

（
相
手
方
）
に
対
す
る
関
係
で
は
当
該
の
意
思
表
示
を
無
効
と
し
て
も
そ
の
「
相
手
方
を
欺
岡
し
あ
る
い
は
侵
害
す
る
可
能
性
が
存
し
な

い
」
、
と
い
う
こ
と
基
づ
き
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
、
利
害
関
係
人
が
悪
意
で
あ
れ
ば
無
効
、
反
対
に
善
意
で
あ
れ
ば

有
効
、
と
解
す
る
学
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
に
お
い
て
は
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
を
保
識
す
る
必

要
性
が
存
在
し
な
い
か
ら
、
こ
の
論
拠
が
遺
言
に
つ
い
て
妥
当
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

ａ
無
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
が
稀
に
し
か
生
じ
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
こ
の
こ
と
が

か
か
る
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
決
定
的
な
理
由
と
な
る
も
の
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
が
正
当
な
主
張
で
あ
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ｂ
無
効
説
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
六
金

な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
七
四

か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
護
の
問
題
が
重
大
化
す
る
、
と
懸
念
す
る
。
確
か
に
、
過
言
を
無
効
視
す
る
機
会
が
多
く
な
れ
ば
、
問
題
の
解

決
が
そ
れ
だ
け
複
雑
・
困
難
化
す
る
こ
と
は
疑
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
し

た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
生
ず
る
表
見
的
受
適
者
の
保
謹
お
よ
び
そ
の
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
護
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
然

る
べ
き
方
策
を
別
に
講
じ
る
こ
と
が
可
能
な
ら
そ
れ
で
解
決
し
う
る
は
ず
で
あ
り
、
且
つ
、
そ
の
よ
う
な
方
策
は
後
述
の
ご
と
く
現
行
法

に
お
い
て
十
分
に
備
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
有
効
説
の
右
の
懸
念
は
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
際
し
て
特
に
重
要
視
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は

㈹
無
効
説
の
論
拠
の
検
討

口
一
部
有
効
・
一
部
無
効
説一
六
条
の
立
法
趣
旨
が
取
引
の
安
全
保
護
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
非
取
引
行
為
た
る
遺
言
に
対
し
て
同
条
を
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ｅ
無
効
説
は
、
遺
言
が
効
力
を
生
ず
べ
き
と
き
に
は
表
意
者
は
既
に
存
在
し
な
い
、
と
い
う
死
因
行
為
と
し
て
の
遺
言
の
特
殊
性
を

強
調
し
て
、
も
し
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
の
援
用
は
許
さ
れ
な
い
と
の
原
則
を
そ
の
ま
ま
遺
言
に
対
し
て
適
用
す
る
な
ら
、
こ
の
場
合

に
不
利
益
を
被
る
の
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
遺
言
者
本
人
で
は
な
く
し
て
遺
言
者
側
（
例
、
遺
言
者
の
法
定
相
続
人
）
の
方
で
あ
り
、
し

た
が
っ
て
、
有
効
説
は
不
当
だ
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
主
張
が
理
由
あ
る
こ
と
は
日
本
法
上
の
議
論
を
検
討
す
る
際
に
既
に

指
摘
し
た
と
お
り
だ
か
ら
、
有
効
説
に
対
す
る
無
効
説
の
こ
の
批
判
は
そ
の
限
り
で
正
当
、
と
思
わ
れ
る
。

ｆ
無
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
な
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
被
相
続
人
と
通
謀
し
た
者
の
手
に

そ
の
遺
産
が
渡
る
こ
と
に
な
り
、
不
当
な
結
果
が
生
ず
る
こ
と
に
な
る
、
と
主
張
し
て
、
有
効
説
を
批
判
す
る
。
確
か
に
、
右
の
場
合
に

当
該
の
遺
言
を
有
効
視
す
る
理
由
は
存
し
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
結
果
を
回
避
す
る
こ
と
の
み
を
目
的
と
し
て
「
心
裡
留
保
（
狭

義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
す
べ
て
無
効
視
す
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
ら
、
無
効
説
の
こ
の
論
拠
は
必
ず
し
も
説
得
力
あ
る
も
の
と
は
い

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）

’
七
五

適
用
す
べ
き
で
な
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
既
に
何
度
も
指
摘
し
た
ご
と
く
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信

頼
し
た
者
を
保
護
す
る
必
要
性
が
存
し
な
い
か
ら
、
取
引
の
安
全
の
保
護
を
図
る
規
定
を
遺
言
に
対
し
て
適
用
す
べ
き
余
地
も
存
し
な
い

こ
と
と
な
り
、
し
た
が
っ
て
、
無
効
説
の
右
の
論
拠
は
そ
の
限
り
で
正
当
、
と
思
わ
れ
る
。

ｃ
無
効
説
は
、
撤
回
権
の
存
在
が
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
論
拠
と
は
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
が
、
こ

の
主
張
が
正
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

ｄ
無
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
な
ら
遺
言
の
効
力
を
否
認
す
る
機
会
が
多
く
な
る
と
の
有
効
説

の
懸
念
が
い
わ
れ
の
な
い
も
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、
有
効
説
の
こ
の
論
拠
が
必
ず
し
も
説
得
的
で
な
い
こ
と
は
既
に
述

べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
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②
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言

非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
八
条
に
よ
り
無
効
視
す
べ
き
こ
と
に
反
対
す
る
見
解
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
お
よ
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ

施
行
後
の
学
説
に
お
い
て
見
受
け
ら
れ
な
い
。
そ
う
し
て
、
か
か
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
論
拠
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
お
よ
び
右

の
学
説
が
指
摘
し
て
い
る
諸
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

ａ
ま
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
い
て
は
総
則
編
の
通
則
性
が
前
提
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
同
二
八
条
は
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
意
思
表

う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

ｇ
無
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
と
し
て
、
表
見
的
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
護
に
つ
い

て
は
別
に
相
応
の
法
的
措
置
を
講
ず
れ
ば
十
分
だ
、
と
主
張
す
る
。
思
う
に
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
正

当
な
理
由
が
あ
る
な
ら
、
そ
う
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
、
そ
の
よ
う
に
解
し
た
場
合
で
も
表
見
的
受
遺
者
お
よ
び
そ
れ
か
ら
の
第
三

取
得
者
の
保
護
の
措
置
を
予
め
別
に
考
え
て
お
く
こ
と
は
可
能
だ
か
ら
、
無
効
説
の
こ
の
主
張
は
そ
の
限
り
で
正
当
で
あ
ろ
う
。

ｈ
無
効
説
は
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
問
題
を
贈
与
と
遺
言
と
が
類
似
す
る
と
の
視
点
か
ら
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
論
拠
を
考
え
る
に
、
贈
与
と
遺
言
と
が
類
似
す
る
点
が
あ
る
と
し
て
も
、
こ
こ
で
の
問
題
は
遺

言
そ
れ
自
体
の
特
殊
性
に
基
づ
い
て
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
無
効
説
の
こ
の
主
張
に
は
そ
の
限
り
で
理
由
が
あ
る
、
と
恩
わ
れ

ヲ（ぜ。

法
学
志
林

え
な
い
で
あ
ろ
う
。

ｉ
無
効
説
は
、
第
一
草
案
が
模
範
と
し
た
普
通
法
学
に
お
い
て
、
無
効
説
に
対
し
て
何
等
の
異
論
を
唱
え
ら
れ
て
い
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
そ
の
論
拠
に
置
い
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
が
今
日
に
お
い
て
無
効
説
の
積
極
的
な
論
拠
と
な
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
い

第
八
十
八
巻
第
一
号

一

七
六
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ｃ
無
効
説
中
に
は
、
受
領
を
要
し
な
い
単
独
行
為
た
る
遺
言
に
お
い
て
は
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
に
対
し
て
の
み
適
用
さ
れ
る
規

定
は
適
用
さ
れ
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
論
拠
に
挙
げ
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
受
領
を
要
す
る
意
思
表
示
と
受
領

を
要
し
な
い
意
思
表
示
と
を
区
別
す
る
主
要
な
実
益
は
当
該
の
意
思
表
示
が
隔
地
者
間
に
お
い
て
な
さ
れ
た
と
き
に
表
示
受
領
者
（
相
手

方
）
に
到
達
を
要
す
る
か
否
か
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
受
領
を
要
し
な
い
こ
と
が
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
積
極
的
な
論
拠

と
は
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
、
無
効
説
の
こ
の
論
拠
は
理
由
が
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

ｄ
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
べ
き
だ
と
す
る
な
ら
重
過
失
に
よ
る
非
真
意
遺
言
も
同
様
に
無
効
視
す
べ
き
だ
、

と
解
す
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
は
死
因
行
為
で
あ
っ
て
、
害
意
や
重
過
失
と
い
う
表
意
者
の
主
観
的
事
情
は

当
該
の
遺
言
の
効
力
を
一
義
的
に
は
決
し
え
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
顧
慮
す
る
と
き
、
無
効
説
の
こ
の
論
拠
に
は
理
由
が
な
い
、
と
恩
わ

れ
ろ
。

示
に
適
用
さ
れ
る
か
ら
、
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
も
ま
た
無
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
、
と
主
張
す
る
立
場
が
あ
る
。
し
か
し
、

も
し
遺
言
に
対
す
る
総
則
編
の
通
則
性
を
前
提
と
す
る
な
ら
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
は
総
則
編
中
の
同
一
一
六
条
一
文
に

従
っ
て
有
効
視
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
も
な
り
そ
う
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
総
則
編
の
通
則
性
か
ら
演
鐸
的
に
こ
の
問
題
を
決
す

る
こ
の
立
場
は
必
ず
し
も
説
得
的
で
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。

ｂ
遺
言
（
終
意
処
分
）
に
お
い
て
は
表
意
者
の
意
思
が
生
前
行
為
に
お
け
る
よ
り
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
遺
言
の
特

殊
性
が
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
論
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
論
拠
が
正
当
で
あ
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
と

お
り
で
あ
る
。

ｅ
無
効
説
は
、
遺
言
が
非
取
引
行
為
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
取
引
行
為
に
つ
い
て
の
規
定
を
遺
言
に
対
し
て
適
用
す
る
こ
と

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

’
七
七
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以
上
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
‐
｜
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
に
関
す
る
日
本
・
ド
イ
ツ
両
法
上
の
議
論
を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
き
た
。

そ
う
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
過
程
か
ら
、
筆
者
が
か
か
る
遺
言
を
無
効
視
す
る
立
場
の
方
に
親
近
感
を
懐
く
に
至
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
検
討
を
通
し
て
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
決
す
る
に
当
た
り
特
に
重

要
な
意
義
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
．
遺
言
の
特
殊
性
と
し
て
、
次
の
幾
つ
か
の
も
の
も
自
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
遺
言
が
死
因
行
為
で
あ
る
こ
と
、
非
取
引
行
為
と
し
て
行
為
（
表
示
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
を
保
護
す
る
必
要
性
が
そ
も

そ
も
存
し
な
い
こ
と
、
遺
言
に
お
い
て
は
と
り
わ
け
表
意
者
の
「
真
意
」
な
い
し
最
終
意
思
こ
そ
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
等
々
、

と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
煩
を
厭
わ
ず
、
法
律
行
為
と
し
て
の
遺
言
の
持
つ
こ
れ
ら
の
特
殊
性
と
い
う
視
点
か

ら
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
を
再
度
検
討
し
た
上
で
、
本
稿
の
最
終
的
な
結
論
に
し
た
い
、
と
考
え
る
。

な
お
、
前
述
（
第
一
一
章
第
二
節
曰
の
末
尾
）
の
加
藤
（
永
）
教
授
が
挙
げ
る
遺
言
の
特
殊
性
の
う
ち
、
遺
言
の
要
式
性
の
問
題
は
本
稿
の
問

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
七
八

を
否
定
す
る
。
そ
う
し
て
、
前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
行
為
（
表
一
不
）
の
外
形
を
信
頼
し
た
者
を
保
護
す
る
必
要
性
が
存
せ

ず
、
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
意
味
で
の
取
引
の
安
全
保
護
の
要
請
が
存
し
な
い
以
上
、
無
効
説
の
こ
の
主
張
は
正
当
で
あ
る
。

ｆ
無
効
説
は
、
被
相
続
人
が
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
を
撤
回
せ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
に
、
受
遺
者
と
さ
れ
た
者
が
当
該
の
遺
言
の

有
効
を
欲
し
た
と
し
て
も
、
か
か
る
受
遺
者
が
法
律
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
だ
、
と
主
張
す
る
。
そ
う
し
て
、

遺
言
に
お
い
て
受
適
者
の
信
頼
を
保
護
す
べ
き
要
請
が
存
せ
ず
、
む
し
ろ
、
遺
言
者
の
意
思
の
方
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
既

に
繰
り
返
し
指
摘
し
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
か
ら
、
無
効
説
の
右
の
主
張
は
そ
の
限
り
で
理
由
が
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

〔二〕

心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
の
効
力
の
あ
り
方
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し
か
し
、
遺
言
が
死
因
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
こ
と
は
せ
い
ぜ
い
右
の
こ
と
ま
で
で
あ
っ
て
、
死
因
行
為
た
る
こ
と
の
み
か

ら
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
す
べ
き
か
無
効
視
す
べ
き
か
の
問
題
ま
で
も
が
一
義
的
に
決
せ
ら
れ
る
わ
け
で
は
な

い
、
と
思
わ
れ
る
（
な
お
、
本
稿
で
問
題
と
し
て
い
る
包
括
遺
贈
に
お
い
て
は
、
当
該
遺
贈
の
有
効
性
を
主
張
す
る
こ
と
が
相
続
人
た
る

地
位
の
引
受
け
を
意
味
す
る
こ
と
に
も
な
る
こ
と
に
基
づ
き
、
真
意
を
伴
っ
て
い
な
い
外
形
を
作
出
し
た
地
位
を
承
継
し
つ
つ
当
該
遺
贈

の
有
効
性
を
主
張
す
る
包
括
受
遺
者
は
当
該
遺
贈
の
有
効
性
を
主
張
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
正
当
な
利
益
を
有
し
な
い
の
で
は
な
い
か
、

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
七
九

応
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
遺
言
が
死
囮

、
遺
言
が
死
因
行
為
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係

遺
言
は
、
原
則
と
し
て
行
為
者
の
死
亡
の
と
き
か
ら
そ
の
効
力
を
生
ず
る
死
因
行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
行

為
者
自
身
に
当
該
行
為
の
効
力
を
及
ぼ
す
こ
と
が
そ
も
そ
も
不
可
能
で
あ
っ
て
、
当
該
行
為
に
基
づ
く
義
務
の
履
行
者
な
い
し
当
該
の
行

為
に
対
す
る
責
任
を
負
う
者
が
通
常
で
は
行
為
者
自
身
と
は
別
の
法
的
人
格
者
た
る
そ
の
法
定
相
続
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
し
て
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
行
為
者
自
身
の
主
観
的
事
情
と
当
該
行
為
の
法
的
効
果
の
あ
り
方
と
を
直
接
且
つ
一
義
的
に
結
び
付
け
る
こ
と
は
些
か

困
難
、
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
を
有
効
視
し
た
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
行
為
者
自
身
に
対
す

る
制
裁
と
は
決
し
て
な
り
え
ず
、
し
か
も
、
行
為
者
の
法
定
相
続
人
は
行
為
者
自
身
で
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
に
伴
う
不
利
益
を
行
為
者

の
法
定
相
続
人
に
負
担
さ
せ
る
べ
し
と
し
て
か
か
る
遺
言
を
有
効
視
す
る
こ
と
が
当
然
に
は
肯
定
さ
れ
え
ず
、
そ
う
し
て
ま
た
、
こ
の
点

で
死
因
行
為
に
お
い
て
は
「
心
裡
留
保
（
狭
義
ご
と
非
真
意
表
示
と
を
殊
更
に
区
別
す
る
必
然
性
の
ご
と
き
も
の
も
存
し
な
い
、
と
一

題
を
考
察
す
る
に
際
し
て
避
け
て
は
通
る
こ
と
の
で
き
な
い
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
こ
こ
で
検
討
を
加
え
る

こ
と
に
す
る
。
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②
遺
言
が
非
取
引
行
為
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係

遺
言
は
、
非
取
引
行
為
で
あ
っ
て
、
受
適
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
に
知
ら
れ
る
こ
と
な
く
作
成
さ
れ
う
る
の
み
な
ら
ず
、
遺
言
者
に

よ
り
任
意
に
撤
回
さ
れ
う
る
（
日
本
民
法
一
○
二
二
条
以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
二
一
一
五
一
一
一
条
以
下
〉
。
し
た
が
っ
て
、
道
一
一
一
一
□
に
お
い
て
は
、
遺
言
の
存
在

な
い
し
外
形
に
対
す
る
利
害
関
係
人
の
信
頼
保
護
の
要
請
は
実
定
法
上
原
理
的
に
無
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
ま
た
、
利
害
関

係
人
の
信
頼
を
惹
起
す
べ
き
外
形
を
作
出
す
る
に
至
っ
た
行
為
者
の
主
観
的
事
情
や
か
か
る
外
形
を
作
出
し
た
こ
と
目
体
に
対
す
る
行
為

者
の
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
が
当
該
行
為
の
法
的
効
果
の
あ
り
方
と
の
関
係
で
問
題
と
な
る
余
地
も
そ
も
そ
も
存
し
な
い
、
と
い
う
こ

（
１
）
 

と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、
遺
言
に
お
い
て
は
、
道
一
一
一
一
口
者
の
欺
囲
の
意
図
の
有
無
に
基
づ
き
「
心
裡
留

保
（
狭
義
と
と
非
真
意
表
示
と
を
当
該
行
為
の
法
的
効
果
の
あ
り
方
と
の
関
係
で
殊
更
に
区
別
す
る
必
要
性
な
い
し
実
益
は
全
く
し
な

い
こ
と
に
な
り
、
日
本
民
法
九
三
条
が
両
者
を
一
括
し
て
い
る
と
お
り
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
の
問
題
と
し
て
一
括
し
て
こ
れ
を
考
察

す
る
こ
と
が
適
切
且
つ
可
能
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
次
に
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
）
」
に
よ
る
遺
言
（
遺
贈
）
の
有
効
・
無

効
の
問
題
が
遺
言
者
の
側
（
法
定
相
続
人
）
と
遺
言
を
受
け
る
者
の
側
（
受
適
者
）
と
の
い
ず
れ
の
側
を
保
護
す
べ
き
か
の
問
題
に
帰
着

す
る
、
と
い
う
こ
と
は
既
に
繰
り
返
し
て
述
べ
て
き
た
と
お
り
だ
が
、
利
害
関
係
人
の
信
頼
を
惹
起
す
べ
き
外
形
を
作
出
し
た
こ
と
に
対

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
八
○

と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
こ
と
に
も
留
意
す
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
）
。
け
だ
し
、
死
因
行
為
た
る
遺
一
言
が
そ
の
効
力
を
生
じ
る
と
き
、
同
時

に
ま
た
、
相
続
法
の
一
般
原
則
に
よ
り
（
日
本
民
法
八
九
六
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｅ
’
九
二
二
条
）
、
真
意
を
伴
っ
て
い
な
い
外
形
を
作
出
し
た
行
為
者

自
身
の
地
位
（
し
た
が
っ
て
ま
た
、
こ
れ
に
基
づ
く
法
的
責
任
な
い
し
不
利
益
の
負
担
と
い
う
ご
と
き
も
の
を
考
え
る
余
地
あ
り
と
す
る

な
ら
、
そ
れ
も
）
が
そ
の
法
定
相
続
人
に
包
括
的
に
承
継
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
を
否
定
す
る
特
段
の
論
拠
を
見
出
す
こ
と
も
ま
た
困
難

だ
か
ら
で
あ
る
。
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す
る
行
為
者
の
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
が
当
該
遺
言
の
効
果
の
あ
り
方
と
の
関
係
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
問
題
と
な
ら
な
い
と
す
る
な

ら
、
か
か
る
法
的
責
任
の
ご
と
き
も
の
が
遺
言
者
の
側
（
法
定
相
続
人
）
に
承
継
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
え
ず
、
し
た
が
っ
て
、
こ

の
こ
と
か
ら
、
遺
言
を
受
け
る
者
の
側
（
受
適
者
）
を
殊
更
に
保
護
す
べ
き
必
然
性
も
、
遺
言
者
の
側
（
法
定
相
続
人
）
を
殊
更
に
不
利

（
２
）
 

益
な
地
位
に
置
く
必
然
性
も
、
共
に
存
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
。

③
遺
言
が
最
終
意
思
を
尊
重
す
る
制
度
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係

前
述
の
ご
と
く
、
遺
言
は
、
死
因
行
為
で
あ
り
、
し
か
も
、
遺
言
者
に
よ
る
そ
の
任
意
の
撤
回
す
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の

こ
と
は
遺
言
が
遺
言
者
の
最
終
意
思
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
た
め
の
制
度
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
こ
と
を
妨
げ
る
べ
き
特
段

の
事
情
、
す
な
わ
ち
、
遺
贈
の
場
合
で
あ
れ
ば
、
行
為
の
外
形
に
対
す
る
受
適
者
の
信
頼
を
保
護
す
べ
き
要
請
や
遺
言
者
の
法
定
相
続
人

を
殊
更
に
不
利
益
な
地
位
に
置
く
べ
き
必
然
性
の
ご
と
き
も
の
が
存
し
な
い
以
上
、
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
迫
言

（
遺
贈
）
は
そ
の
効
力
を
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
な
い
、
と
い
う
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
は
自
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の

よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
遺
言
者
の
法
定
相
続
人
の
方
を
保
護
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
の
だ
が
、
こ
の
帰
結
は
相
続
（
権
）
の
根
拠
を
ど
の

（
３
）
 

よ
う
に
解
し
よ
う
と
も
現
行
法
上
是
認
し
』
つ
る
も
の
、
と
思
わ
れ
る
。

印
遺
言
が
要
式
行
為
で
あ
る
こ
と
と
の
関
係

行
為
者
の
最
終
意
思
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
遺
言
が
原
理
的
に
無
効
視
さ
れ
る
べ
き
こ
と
以
上
の
と
お
り
だ
と
し
て
、
遺
言
が
要
式

行
為
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
の
関
係
で
な
お
一
応
検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、
遺
言
に
厳
格
な
方

式
の
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
遺
言
者
の
最
終
意
思
の
存
在
と
内
容
と
を
担
保
し
て
遺
言
に
関
す
る
法
的
紛
争
を
予
防
す
る
た
め
の
も
の

だ
と
し
た
ら
、
当
該
の
遺
言
が
最
終
意
思
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
立
証
も
ま
た
厳
格
な
方
式
（
具
体
的
に
は
遺
言
者
自

週
贈
と
心
裡
留
保
（
二
．
完
）
（
村
田
）

一
八
一
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
八
二

身
に
よ
る
撤
回
）
に
基
づ
い
て
の
み
可
能
、
と
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
の
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま

ず
、
ド
イ
ツ
法
を
検
討
す
る
際
に
既
に
指
摘
し
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も
遺
言
の
撤
回
は
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
た
道
言

に
つ
い
て
の
制
度
で
あ
る
か
ら
、
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
基
づ
か
な
い
で
作
成
さ
れ
た
遺
言
は
遺
言
者
の
撤
回
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く

効
力
を
有
し
な
い
、
と
考
え
る
こ
と
に
は
十
分
な
理
由
が
あ
り
、
ま
た
、
最
終
意
思
を
伴
っ
て
い
な
い
遺
言
を
も
遺
言
者
は
撤
回
し
う
る

と
解
し
た
と
し
て
も
、
遺
言
者
が
撤
回
権
を
行
使
し
な
か
っ
た
と
い
う
だ
け
の
こ
と
か
ら
そ
れ
が
遺
言
者
の
最
終
意
思
に
裏
付
け
ら
れ
て

い
る
遺
言
で
あ
る
こ
と
を
推
論
す
る
こ
と
は
困
難
、
と
思
わ
れ
る
。
次
に
辿
言
に
厳
格
な
方
式
を
要
求
し
た
の
が
過
言
者
の
最
終
意
思
の

存
在
と
内
容
と
を
担
保
し
て
過
言
に
関
す
る
法
的
紛
争
を
予
防
す
る
た
め
に
あ
る
と
す
る
な
ら
、
過
言
者
の
最
終
意
思
の
尊
重
と
い
う
目

的
と
厳
格
な
方
式
の
要
求
と
い
う
手
段
と
を
本
末
転
倒
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
り
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
最
終
意
思
に
裏
付

け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
の
立
証
を
一
定
の
方
式
（
遺
言
者
自
身
に
よ
る
撤
回
）
に
限
る
必
然
性
は
全
く
存
せ
ず
、
む
し
ろ
、
最
終
意
思
に

裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
遺
言
が
遺
言
書
以
外
の
外
部
的
証
拠
に
基
づ
き
そ
の
効
力
を
否
定
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
に
許
さ
れ
る
、
と
思
わ
れ

る
。
そ
う
し
て
最
後
に
、
右
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
は
、
迫
言
内
容
と
遺
言
者
最
終
の
意
思
内
容
と
が
異
な
る
場
合
の
法
的
処
理
（
具
体

的
に
は
遺
言
の
解
釈
）
の
あ
り
方
に
関
す
る
来
栖
博
士
の
注
目
す
べ
き
次
の
指
摘
と
も
そ
の
基
本
的
な
発
想
に
お
い
て
符
号
す
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
来
栖
博
士
は
、
「
遺
言
の
解
釈
に
お
い
て
は
、
遺
贈
の
満
足
に
よ
る
消
滅
の
場
合
の
よ
う
に
、
消
極
的
に
遺
贈

を
消
滅
さ
せ
る
方
向
に
お
い
て
は
、
遺
言
者
の
意
思
を
自
由
に
外
部
的
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
う
る

け
れ
ど
も
、
積
極
的
に
遺
言
に
効
力
を
与
え
る
方
向
に
お
い
て
は
、
遺
言
者
の
意
思
は
遺
言
の
こ
と
ば
か
ら
独
立
に
自
由
に
外
部
的
証
拠

（
４
）
 

に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
は
許
容
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
」
、
と
説
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
週
一
一
一
一
□
内
容
と
過
言
者
最
終
の
意
思
内
容
と
か
異
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な
る
場
合
に
お
い
て
も
遺
言
内
容
が
遺
言
者
最
終
の
意
思
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
そ
の
点
で
、
遺
言

者
最
終
意
思
の
不
存
在
が
遺
言
書
以
外
の
外
部
的
証
拠
に
よ
っ
て
自
由
に
立
証
さ
れ
う
る
、
と
の
立
場
を
採
る
こ
と
の
妥
当
性
も
ま
た
右

の
来
栖
説
に
よ
っ
て
実
質
的
に
正
当
化
さ
れ
う
る
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
て
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
「
心
裡
留
保
（
狭
義
）
」
に
よ
る
遺
言
も
非
真
意
表
示
に
よ
る
遺
言
も
殊
更
に
こ
れ
を
区
別
せ
ず
に
一
括
し

て
取
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
て
、
両
者
を
包
含
す
る
意
味
で
の
広
義
の
心
裡
留
保
に
よ
る
遺
言
（
本
稿
が
念
頭
に
置
い
て
き
た
の
は

包
括
遺
贈
に
関
す
る
の
だ
が
）
は
、
右
に
指
摘
し
て
き
た
．
法
律
行
為
と
し
て
も
つ
遺
言
の
特
殊
性
そ
の
も
の
に
基
づ
き
、
一
切
の
証
拠

資
料
を
勘
案
し
て
「
心
裡
留
保
（
広
義
と
の
事
実
が
立
証
さ
れ
る
限
り
、
無
効
と
解
さ
れ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
。
総
則
編
中
の
心
裡
留

保
規
定
（
九
三
条
）
の
適
用
可
能
性
が
包
括
遺
贈
に
対
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
こ
と
も
ま
た
言
う
ま
で
も
な
い
。

（
１
）
た
だ
し
、
例
え
ば
、
過
言
者
が
真
意
を
伴
わ
な
い
遺
言
書
を
殊
更
に
提
示
し
て
受
適
者
と
さ
れ
た
者
か
ら
金
員
を
詐
取
し
た
と
で
も
い
う
場
合
に
、
当
該

の
過
言
者
が
七
○
九
条
に
基
づ
く
孤
轡
賠
償
義
務
を
負
担
さ
せ
ら
れ
る
、
と
い
う
事
態
の
ご
と
き
も
の
が
生
じ
る
う
ろ
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（
２
）
た
だ
し
、
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
と
は
思
わ
れ
る
が
、
例
え
ば
、
老
人
介
遡
の
衝
に
あ
た
っ
て
い
る
者
が
そ
の
老
人
か
ら
迫
胸
を
受
け
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
そ
の
老
人
に
対
し
て
特
別
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
等
を
提
供
し
た
と
で
も
い
う
場
合
、
「
心
裡
留
保
（
広
義
こ
に
よ
る
遺
贈
に
基
づ
く
と
は
い
う
も

の
の
、
黙
示
の
準
委
任
契
約
に
基
づ
く
報
酬
支
払
義
務
や
事
務
管
理
を
理
由
と
す
る
費
用
償
還
義
務
の
ご
と
き
も
の
が
過
言
者
た
る
そ
の
老
人
に
生
じ
る
余
地

は
あ
り
、
そ
う
し
て
、
迫
言
者
に
生
じ
た
右
の
義
務
は
そ
の
法
定
相
続
人
に
承
継
さ
れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
な
お
、
こ
の
註
（
１
）
（
２
）

で
述
べ
た
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
契
約
締
結
上
の
過
失
費
任
論
や
禁
反
言
法
理
の
適
用
な
い
し
類
推
適
用
の
可
能
性
の
有
無
等
の
問
題
を
も
含
め
て
、
今

後
更
に
研
究
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
３
）
相
続
（
権
）
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
伊
藤
昌
司
「
相
続
の
根
拠
」
星
野
英
一
代
表
編
集
・
民
法
講
座
７
親
族
相
続
（
有
斐
閣
二
九
八
四
年

［
昭
和
五
九
年
］
）
一
一
一
四
一
頁
以
下
参
照
。

（
４
）
来
栖
三
郎
一
迫
言
の
解
釈
」
民
商
法
雑
誌
七
八
巻
五
号
五
九
八
頁
（
有
斐
閣
二
九
七
八
年
［
昭
和
五
三
年
］
）
。

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
〈
村
田
）

一
八
三

Hosei University Repository



「
心
裡
留
保
（
広
義
と
に
よ
る
包
括
遺
贈
を
無
効
と
解
す
べ
き
こ
と
以
上
の
と
お
り
だ
と
し
て
も
、
最
後
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
起
草
者
中
の

有
効
説
の
論
者
が
懸
念
す
る
よ
う
に
、
取
引
の
安
全
、
特
に
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
を
い
か
に
保
護
す
べ
き
か
、
と
い

う
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
下
で
は
、
土
地
登
記
簿
の
公
信
力
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八
九
二
条
）
、
動
産

物
権
の
善
意
取
得
（
同
九
一
一
一
二
条
’
九
三
五
条
）
、
相
続
証
書
の
公
信
力
（
同
一
一
三
六
六
条
）
の
諸
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
日

本
法
下
で
は
、
動
産
（
民
法
一
九
二
条
）
お
よ
び
有
価
証
券
（
商
法
五
一
九
条
）
に
つ
い
て
は
善
意
取
得
の
制
度
が
あ
る
も
の
の
、
不
動
産
登

記
簿
に
つ
い
て
は
公
信
力
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
、
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
遺
言
者
の
所
有
で
あ
っ
た
不
動
産
を
取
得
し
た
第
三

取
得
者
の
保
護
の
あ
り
方
が
日
本
法
上
の
重
要
な
問
題
と
し
て
現
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
前
に
、
ま
ず
、

表
見
的
包
括
受
道
者
そ
の
も
の
の
保
護
に
関
係
す
る
日
本
の
判
例
・
学
説
の
立
場
を
概
観
し
（
、
）
、
し
か
る
後
、
第
三
取
得
者
の
保
謹

の
問
題
に
言
及
す
る
こ
と
に
す
る
（
②
）
。

、
表
見
的
包
括
受
適
者
に
対
す
る
判
例
・
学
説
の
立
場

ま
ず
、
表
見
的
包
括
受
適
者
が
相
続
回
復
請
求
権
（
八
八
四
条
）
の
被
告
た
り
え
て
同
請
求
権
の
短
期
の
消
滅
時
効
の
適
用
に
よ
る
保

護
を
受
け
う
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
判
例
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
学

説
の
状
況
を
概
観
す
る
と
、
相
続
回
復
請
求
権
の
被
告
適
格
者
の
範
囲
が
自
己
の
相
続
権
を
主
張
す
る
者
（
ロ
・
の
⑰
の
②
の
。
Ｒ
官
●
ず
の
『
の
こ
の
）
に

限
ら
れ
る
の
か
そ
れ
と
も
更
に
自
己
の
相
続
権
を
主
張
し
な
い
相
続
財
産
占
有
者
（
己
８
用
路
・
日
『
・
已
日
吊
協
・
『
の
）
ま
で
を
も
含
む
の
か

（
１
）
 

に
つ
き
、
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
そ
う
し
て
、
後
者
の
学
説
は
、
「
被
生
口
の
軍
な
る
主
張
如
何
で
、
原
告
の
植
利
を
短
い
時
效
期
間
に

〔三〕
「
心
裡
留
保
（
広
義
こ
に
よ
る
包
括
遺
贈
と
表
見
的
包
括
受
適
者
お
よ
び
第
三
取
得
者
の
保
謹

法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
八
四
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（
２
）
 

服
せ
し
め
得
る
こ
と
に
な
っ
て
は
（
八
八
四
條
）
不
當
な
結
果
と
な
る
」
、
あ
る
い
は
、
「
相
続
財
産
の
包
括
的
回
復
の
ロ
ロ
的
か
ら
す
れ
ば
、

（
３
）
 

相
績
權
を
主
張
し
な
く
と
も
相
綱
財
産
を
包
括
的
に
占
有
す
る
者
ｊ
も
回
復
の
相
手
方
と
す
る
の
が
便
宜
で
あ
る
」
、
な
ど
の
理
由
を
挙
げ

る
の
に
対
し
て
、
前
者
の
学
説
は
、
自
己
の
相
続
権
を
主
張
し
な
い
相
続
財
産
占
有
者
の
場
合
に
は
「
通
常
の
財
産
侵
害
で
あ
り
、
そ
の

者
に
ま
で
短
期
消
滅
時
効
の
援
用
を
認
め
る
理
由
に
乏
し
い
。
被
告
適
格
者
が
無
限
に
拡
が
る
こ
と
も
気
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
か
か
る

場
合
の
占
有
者
は
、
相
続
と
は
何
の
か
か
わ
り
合
い
も
な
い
の
で
あ
る
。
本
来
被
相
続
人
に
帰
属
す
べ
き
請
求
権
を
相
続
人
が
行
使
す
る

（
４
）
 

と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。
相
続
法
の
平
面
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
特
別
の
理
由
Ｊ
ｂ
な
さ
そ
う
で
あ
る
」
、
‐
と
の
理
由
を
挙
げ
て
い
る
。

思
う
に
、
前
者
の
学
説
が
挙
げ
る
理
由
は
、
無
効
の
売
買
に
よ
っ
て
被
相
続
人
か
ら
相
続
財
産
を
取
得
し
た
者
の
ご
と
き
に
つ
い
て
は
妥

当
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
は
い
い
切
れ
な
い
の
だ
が
、
表
見
的
包
括
受
遺
者
ま
で
を
も
相
続
回
復
請
求
権
の
被
告
適
格
者
か
ら
排
除
す
る

理
由
と
は
な
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
近
時
、
こ
の
問
題
に
直
接
言
及
し
た
伊
藤
（
昌
）
教
授
は
、
相
続
回
復
請
求
権

を
互
い
に
包
括
承
継
人
た
る
資
格
の
み
を
争
う
特
殊
な
訴
権
と
考
え
る
立
場
か
ら
、
法
定
相
続
人
は
表
見
的
包
括
受
適
者
に
対
し
て
は
相

（
５
）
 

続
回
復
請
求
権
を
行
使
し
う
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
そ
う
Ｉ
し
て
、
こ
の
帰
結
を
否
定
す
る
積
極
的
な
理
由
が
存
し
な
い
以
上
、
表
見
的

包
括
受
適
者
は
八
八
四
条
の
短
期
消
滅
時
効
の
援
用
に
よ
る
保
護
を
受
け
う
る
、
と
解
し
て
も
特
段
の
不
都
合
は
存
し
な
い
、
と
思
わ
れ

次
に
、
表
見
的
包
括
受
適
者
に
つ
い
て
八
八
四
条
の
適
用
を
肯
定
す
べ
き
だ
、
と
解
し
た
上
で
、
更
に
、
取
得
時
効
の
援
用
（
一
六
二

条
以
下
）
を
も
表
見
的
包
括
受
適
者
に
つ
い
て
認
め
る
べ
き
か
否
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
で
も
こ
の
問
題
に
直
接

関
係
す
る
判
例
は
見
当
ら
な
い
。
し
か
し
、
表
見
相
続
人
と
取
得
時
効
と
に
関
す
る
判
例
（
大
判
明
治
四
四
年
七
月
一
○
日
民
録
一
七
輯
四
六

八
頁
、
大
判
昭
和
七
年
二
月
九
日
民
集
一
一
巻
三
号
一
九
二
頁
）
が
こ
の
問
題
に
関
係
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
見
る
と
、
こ
の

遺
贈
と
心
裡
留
保
三
．
完
）
（
村
田
）

一
八
五

ヲ（》。
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
八
六

判
例
は
、
表
見
相
続
人
と
真
正
相
続
人
と
の
間
に
お
い
て
は
、
相
続
回
復
請
求
権
（
旧
九
六
六
条
・
九
九
三
条
↓
現
行
八
八
四
条
）
に
関
す
る

特
別
の
時
効
が
あ
っ
て
そ
れ
に
従
う
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
取
得
時
効
の
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
判
示
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

こ
れ
に
対
し
て
、
学
説
で
は
表
見
相
続
人
と
真
正
相
続
人
と
の
間
に
お
い
て
も
時
効
取
得
を
肯
定
す
べ
き
と
な
す
の
が
通
説
だ
、
と
い
わ

（
６
）
 

れ
て
い
る
。
表
見
相
続
人
の
場
〈
ロ
と
そ
の
他
の
一
般
の
場
ム
ロ
と
を
区
別
す
べ
き
理
由
が
見
当
た
ら
な
い
、
と
い
う
の
が
通
説
の
主
た
る
理

（
７
）
 

由
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
肯
定
説
の
こ
の
理
由
は
全
く
正
当
で
あ
り
、
且
つ
、
九
九
○
条
が
包
括
受
道
者
を
相
続
人
と
「
同
一
の
権
利
義

務
を
有
す
る
」
も
の
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
か
ら
、
表
見
的
包
括
受
適
者
は
表
見
相
続
人
と
同
じ
く
取
得
時
効
を
援
用
し
う
る
、

と
解
す
べ
き
こ
と
に
な
る
、
と
思
わ
れ
る
。

②
表
見
的
包
括
受
道
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
護

表
見
的
包
括
受
適
者
が
相
続
回
復
請
求
権
の
被
告
適
格
を
有
し
、
か
つ
、
取
得
時
効
を
も
援
用
し
う
る
、
と
し
て
、
次
に
、
表
見
的
包

括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
を
い
か
に
保
護
す
べ
き
か
、
と
い
う
問
題
を
考
え
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
、
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
も
ま
た
相
続
回
復
請
求
権
の
被
告
適
格
を
有
す
る
か
、
と
の
問
題
を
考
え
て
見
る
と
、

こ
の
問
題
に
直
接
に
関
係
す
る
判
例
は
未
だ
現
わ
れ
て
い
な
い
が
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
三
取
得
者
が
相
続
回
復
請
求
権
の
被
告
適
格

を
有
す
る
か
否
か
に
つ
き
、
旧
法
下
の
判
例
（
大
判
大
正
五
年
一
一
月
八
日
民
録
一
一
一
一
輯
八
巻
二
六
七
頁
、
大
判
昭
和
四
年
四
月
二
日
民
集
八
巻
四
号

二
三
七
頁
）
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
新
法
下
の
殆
ど
の
学
説
は
、
こ
の
判
例
の
態
度
に
反
対
し
、
「
第
三
取
得
者
に
た
い
す

る
保
護
に
薄
い
現
状
で
、
時
効
の
点
に
ま
で
不
利
益
を
課
す
る
の
は
不
当
を
倍
化
す
る
と
か
、
あ
る
い
は
、
表
見
相
続
人
に
は
援
用
を
許

し
善
意
の
第
三
者
に
封
じ
た
の
で
は
不
均
衡
で
あ
る
と
か
の
利
益
衡
量
、
善
意
者
保
謹
」
を
理
由
と
し
て
、
被
告
適
格
の
拡
大
を
図
っ
て

（
８
）
 

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
二
一
取
得
者
が
相
続
回
復
請
求
権
行
使
の
期
間
制
限
を
ｌ
表
見
相
続
人
と
は
別
に
固
有
の
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（
９
）
 

相
続
回
復
請
求
権
を
援
用
し
う
電
・
か
は
別
と
し
て
ｌ
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
努
力
が
学
説
上
払
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
表

見
的
包
括
受
遺
者
か
ら
の
第
一
一
一
取
得
者
も
ま
た
八
八
四
条
の
短
期
消
滅
時
効
の
援
用
に
よ
る
保
誕
を
受
け
う
る
、
と
解
す
べ
き
余
地
は
十

分
に
存
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
も
時
効
取
得
を
な
し
う
る
か
、
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
こ
で
も
こ
の

問
題
に
直
接
関
係
す
る
判
例
は
存
在
し
な
い
が
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
一
一
一
取
得
者
が
時
効
取
得
を
な
し
う
る
か
否
か
に
つ
き
、
判
例

（
大
判
昭
和
一
一
一
一
年
四
月
一
一
一
日
民
集
一
七
巻
八
号
六
七
五
頁
）
は
、
前
述
の
ご
と
く
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
一
一
一
取
得
者
が
相
続
回
復
請
求
権
の

被
告
適
格
を
有
し
な
い
こ
と
を
前
提
し
つ
つ
、
し
か
も
、
こ
れ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
右
の
第
三
取
得
者
が
時
効
取
得
を
援
用
し
う
る

こ
と
を
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
も
、
表
見
的
包
括
受
適
者
と
取
得
時
効
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
た
の
と
同
じ
く
、
表
見
相
続

人
か
ら
の
第
一
一
一
取
得
者
と
そ
の
他
の
一
般
の
第
一
一
一
取
得
者
と
を
区
別
す
べ
き
理
由
は
見
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
表
見
相
続
人
と
表
見
的
包
括

受
適
者
と
は
同
視
さ
れ
う
る
の
だ
か
ら
、
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
一
一
一
取
得
者
は
時
効
取
得
を
援
用
し
う
る
、
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
三
取
得
者
の
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
右
に
述
べ
た
も
の
の
他
に
も
、
次
の
よ
う
な
注
目
す

べ
き
学
説
が
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
、
古
く
か
ら
、
矢
綜
宣
告
取
消
の
効
果
に
関
す
る
三
一
一
条
一
項
但
書
を
類
推
適
用
し
て

（
⑪
〉

（
、
）

善
意
の
第
一
二
取
得
者
を
保
護
す
べ
き
だ
、
と
の
学
説
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
て
、
こ
の
立
場
は
、
一
部
の
学
説
を
除
き
、
一
般
に

は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
近
時
に
お
い
て
再
評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
伊
藤
（
昌
）
教
授
は
、

フ
ラ
ン
ス
の
法
格
言
「
｜
般
の
誤
信
は
権
利
を
生
ず
」
。
。
．
（
）
「
８
ヨ
ョ
：
一
切
｛
雪
。
一
二
（
］
ｍ
を
参
考
に
し
て
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
三
取
得
者

が
善
意
・
無
過
失
で
あ
る
場
合
、
右
の
第
三
取
得
者
は
一
一
一
一
一
条
一
項
但
書
の
類
推
適
用
に
よ
り
真
正
相
続
人
の
帰
責
性
の
い
か
ん
を
問
わ

（
吃
）

ず
保
護
さ
れ
る
、
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
同
じ
く
近
時
に
お
い
て
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
定
着
し
た
九
四
条
一
一
項
類
推
適

遺
贈
と
心
裡
留
保
（
一
一
．
完
）
〈
村
田
）

一
八
七
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法
学
志
林
第
八
十
八
巻
第
一
号

一
八
八

（
凪
）

〈
Ｍ
）

用
説
を
表
見
相
続
人
か
ら
の
善
意
の
第
一
一
一
取
得
者
に
対
し
て
も
適
用
し
よ
う
と
な
す
考
え
も
現
わ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ

ら
の
救
済
手
段
で
も
っ
て
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
が
保
謹
さ
れ
う
る
か
否
か
を
考
え
て
み
る
と
、
表
見
相
続
人
か
ら
の

第
一
一
一
取
得
者
と
表
見
的
包
括
受
適
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
と
の
保
護
の
あ
り
方
を
区
別
す
る
理
由
は
見
出
し
難
い
か
ら
、
右
の
救
済
手
段

は
、
表
見
相
続
人
か
ら
の
第
三
取
得
者
に
対
し
て
適
用
さ
れ
う
る
以
上
、
表
見
的
包
括
受
遺
者
か
ら
の
第
三
取
得
者
に
対
し
て
も
適
用
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
を
要
す
る
に
、
私
見
の
ご
と
く
「
心
裡
留
保
（
広
義
と
に
よ
る
包
括
遺
贈
を
無
効
と
解
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
際
に
問
題
と
な

る
取
引
の
安
全
保
護
、
特
に
第
三
取
得
者
の
保
護
の
あ
り
方
に
つ
い
て
右
の
よ
う
な
救
済
手
段
が
学
説
を
中
心
と
し
て
準
備
さ
れ
て
い
る

の
だ
か
ら
、
私
見
の
ご
と
く
解
す
る
こ
と
に
特
段
の
障
害
は
存
し
な
い
、
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
１
）
伊
藤
昌
司
「
相
続
回
復
請
求
と
受
適
者
」
法
律
時
報
時
五
一
巻
一
一
一
号
一
一
七
’
二
八
頁
（
一
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
参
照
。
ま
た
、
学
説
の
動
向

に
つ
い
て
は
、
副
田
隆
重
「
相
続
回
復
謂
求
権
に
関
す
る
一
考
察
」
ロ
法
政
論
巣
七
九
号
三
五
七
頁
二
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
参
照
。

（
２
）
川
島
・
前
掲
・
民
法
ロ
一
五
二
頁
。

（
３
）
中
川
善
之
助
縞
・
注
釈
相
続
法
（
上
）
（
有
斐
閣
・
一
九
五
四
年
［
昭
和
二
九
年
］
三
八
頁
〈
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
は
於
保
）
。

（
４
）
中
川
善
之
助
編
・
注
釈
民
法
（
翌
（
有
斐
閣
・
’
九
六
七
年
［
昭
和
四
二
年
］
）
一
○
○
頁
（
当
該
箇
所
の
執
狂
担
当
者
は
泉
）
。

（
５
）
伊
藤
（
昌
）
・
前
掲
「
相
続
回
復
誠
求
権
と
受
遺
者
」
法
律
時
報
五
一
巻
一
二
号
二
八
頁
・
佐
藤
・
伊
藤
（
圏
）
・
右
近
嗣
掲
・
民
法
Ｖ
ｌ
親
族
・
相

続
一
九
二
頁
（
当
該
箇
所
の
執
筆
担
当
者
が
伊
藤
［
畠
］
）
。

（
６
）
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
学
説
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
副
田
隆
重
「
相
続
回
復
請
求
権
に
関
す
る
一
考
察
」
ロ
法
政
論
集
八
○
号
三
二
四
頁
〈
一
九
七
九
年

［
昭
和
五
四
年
］
）
、
柳
澤
秀
吉
一
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効
」
ロ
名
城
法
学
二
九
巻
四
号
一
五
頁
二
九
八
○
年
［
昭
和
五
五
年
｝
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
７
）
例
え
ば
、
鈴
木
（
禄
）
・
前
掲
・
相
続
法
講
義
六
一
丁
六
三
頁
、
中
川
（
善
）
・
泉
・
前
掲
・
相
続
法
〈
第
三
版
〉
六
七
頁
註
（
一
八
）
。

（
８
）
有
地
亨
「
相
続
回
復
請
求
」
柚
木
馨
他
編
・
判
例
演
習
（
親
族
・
相
続
法
）
〈
増
補
版
〉
（
有
斐
閣
・
一
九
七
三
年
［
昭
和
四
八
年
］
）
一
八
五
頁
。

（
９
）
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
副
田
隆
重
「
相
続
回
復
請
求
権
」
星
野
英
一
代
表
編
集
・
民
法
講
座
７
親
族
・
相
続
（
有
斐
閣
・
’
九
八
四
年
［
昭
和
五
九
年
］
）
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（
皿
）
福
島
四
郎
「
相
続
回
復
請
求
権
」
法
学
教
室
〈
一
期
〉
一
一
一
号
一
一
三
頁
（
一
九
六
一
一
年
［
昭
和
三
七
年
］
）
。
ま
た
、
於
保
博
士
は
、
「
相
綱
回
復
請
求
権

の
沿
殖
か
ら
す
れ
ば
、
失
除
宣
告
に
鯛
す
る
規
定
を
直
ち
に
準
用
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
相
綱
回
復
と
失
除
宣
告
と
は
、
形
式
的
に
は
横
の
相

綱
人
相
互
間
の
闘
係
か
縦
の
披
相
綱
人
と
相
綱
人
と
の
關
係
か
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
旦
相
綱
し
た
効
果
を
現
状
に
回
復
す
る
と
い
う
画
質
に
お
い
て
は
、

同
一
の
事
情
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
善
意
者
保
護
の
問
題
が
立
法
的
に
解
決
す
る
ま
で
は
（
濁
民
の
相
綱
護
書
同
『
厨
島
の
旨
、
佛
國
の
遺
産
占
有
の
公
信
力

制
度
の
『
【
。
『
８
ヨ
ョ
Ｅ
已
吻
［
“
。
―
こ
こ
輪
）
、
右
の
規
定
の
準
用
を
認
め
る
の
が
望
ま
し
い
」
、
と
述
べ
て
い
る
〈
中
川
編
・
前
掲
・
註
釈
相
続
法
（
し
）
四
○
頁
［
当

該
箇
所
の
執
簸
担
当
者
が
於
保
］
）
。

（
皿
）
伊
藤
昌
司
「
表
見
相
続
人
に
よ
る
譲
渡
行
為
と
譲
受
人
の
保
護
」
法
学
雑
誌
（
大
阪
市
立
大
）
二
六
巻
三
Ⅱ
四
号
四
四
一
頁
以
下
（
一
九
八
○
年
［
昭
和

五
五
年
］
ｌ
同
・
前
掲
・
相
続
法
の
基
礎
的
諸
問
題
五
四
頁
以
下
所
収
）
。
こ
れ
に
反
対
す
る
学
説
と
し
て
、
副
田
隆
璽
「
相
続
回
復
請
求
権
の
消
滅
時
効

と
そ
の
適
用
範
囲
」
法
律
時
観
五
三
巻
六
号
一
三
七
’
一
三
八
頁
（
一
九
八
一
年
［
昭
和
五
六
年
］
）
。

（
画
）
九
四
条
二
項
類
推
適
用
説
に
つ
い
て
の
判
例
・
学
説
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
り
、
幾
代
通
「
虚
偽
表
示
」
奥
田
昌
道
他
編
・
民
法
学
’
一
七
三

頁
以
下
（
有
斐
閣
・
’
九
七
六
年
［
昭
和
五
一
年
］
）
、
吉
田
眞
澄
「
民
法
九
四
条
二
項
の
類
推
適
用
と
そ
の
限
界
に
つ
い
て
」
増
刊
ジ
ュ
リ
ス
ト
・
民
法
の
争

点
〈
初
版
〉
（
有
斐
閣
・
一
九
七
八
年
［
昭
和
五
三
年
］
）
三
六
頁
以
下
、
〈
新
版
〉
（
’
九
八
五
年
［
昭
和
六
○
年
］
〉
四
二
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
皿
）
例
え
ば
、
鈴
木
禄
弥
「
相
続
回
復
識
求
制
度
の
雲
散
ｌ
般
近
の
艇
高
裁
判
決
に
こ
と
よ
せ
て
ｌ
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
七
八
号
二
頁
（
一
九
七
九
年

［
昭
和
五
四
年
］
）
ｌ
同
・
親
族
法
・
相
続
法
の
研
究
［
創
文
社
・
’
九
八
九
年
［
平
成
元
年
］
］
所
収
〉
、
高
木
多
喜
男
「
共
同
相
続
人
の
一
人
に
よ
る
相
続

権
侵
害
に
対
す
る
他
の
相
続
人
の
排
除
請
求
と
民
法
八
八
四
条
」
〈
判
例
評
釈
〉
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
一
一
九
○
号
一
九
一
頁
二
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
、
篠

原
弘
志
「
相
続
回
復
請
求
と
時
効
」
法
律
時
報
五
一
巻
一
二
号
二
四
頁
（
一
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
、
伊
藤
進
「
表
見
相
続
人
の
週
産
処
分
と
第
三
取
得

者
」
法
律
時
報
五
一
巻
一
二
号
三
七
頁
以
下
（
一
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
）
、
中
川
（
高
）
・
前
掲
・
親
族
・
相
続
法
講
義
三
一
五
頁
。
な
お
、
石
田
悪
久

夫
「
相
続
回
復
請
求
権
と
遺
産
分
割
請
求
権
」
法
律
時
報
五
一
巻
一
二
号
一
七
頁
二
九
七
九
年
［
昭
和
五
四
年
］
〉
参
照
。

四
四
一
頁
、
四
一

（
、
）
近
藤
英
吉

（
弘
文
堂
瞥
房
・

四
’
一
二
五
頁
。

一
頁
、
四
五
○
’
四
五
二
頁
、
四
六
七
頁
参
照
。

近
藤
英
吉
「
相
続
回
復
請
求
権
と
表
見
相
続
人
の
地
位
」
法
学
論
叢
三
○
巻
二
号
一
九
九
頁
（
’
九
一
一
一
四
年
［
昭
和
九
年
］
）
、
同
．
相
続
法
論
（
上
）

〈
堂
瞥
房
・
一
九
三
六
年
［
昭
和
一
一
年
］
）
四
七
三
頁
・
四
七
六
’
四
七
八
頁
、
同
．
相
続
法
（
日
本
評
論
社
・
’
九
三
七
年
［
昭
和
一
二
年
］
）
一
二

遺
贈
と
心
裡
潔
保
（
二
・
定
）
（
村
田
）

一
八
九

ニ
フ已
､￣ 
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